
　

堺
市
博
物
館
は
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
年
）
十
月
に
開
館
し
て
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
で
三
十
六
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
号
に
は
「
研
究
報
告
」
七
編
と
「
事
業
報
告
（
平
成
二
十
六
年
度
）
」
を
収
録
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

事
業
報
告
に
概
要
を
纏
め
ま
し
た
平
成
二
十
六
年
度
は
、
当
館
に
と
っ
て
新
た
な
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
年
度
末
の
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日

に
、「
百
舌
鳥
古
墳
群
ガ
イ
ダ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
（
シ
ア
タ
ー
と
展
示
コ
ー
ナ
ー
）
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
常
設
展
示
の
古
代
部
門
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
く
わ
え
て
、
年
度
当
初
か
ら
竹
山
修
身
堺
市
長
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
し
、
博
物
館
の
活
性
化
の
先
頭
に
立
ち
、
堺
市
博
物
館
活
性
化

戦
略
会
議
の
開
催
を
は
じ
め
、
博
物
館
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

展
示
事
業
で
は
、
文
化
庁
と
連
携
し
て
有
形
文
化
財
と
無
形
文
化
財
に
関
係
す
る
ふ
た
つ
の
特
別
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
九
月
に
「
日
本
発
掘̶

発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島

二
〇
一
四―

」
、
十
一
月
に
「
日
本
の
わ
ざ
と
美
展―
重
要
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々―

」
を
連
続
し
て
開
催
し
、
多
数
の
方
々
に
ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
度
末
の
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
日
に
は
堺
市
立
歴
史
文
化
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
（
愛
称

：

さ
か
い
利
晶
の
杜
）
が
開
館
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
当
館
学
芸

課
が
所
管
す
る
千
利
休
茶
の
湯
館
と
与
謝
野
晶
子
記
念
館
が
設
け
ら
れ
、
堺
市
博
物
館
の
歴
史
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
か
い
利
晶
の
杜
へ

は
本
年
一
月
末
ま
で
に
は
四
十
万
人
を
超
え
る
方
々
に
ご
来
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 　

次
な
る
開
館
四
十
周
年
に
向
け
て
、
市
民
の
各
世
代
と
広
く
つ
な
が
り
な
が
ら
多
彩
な
魅
力
に
満
ち
た
博
物
館
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
さ
ら
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月

堺
市
博
物
館
長　

笠　

谷　
　

実　

ま
え
が
き
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堺
の
商
家
に
生
ま
れ
、
世
に
「
天
下
一
之
茶
之
湯
者
（
註
1
）
」
と
称
さ
れ
た
千
利
休

（
一
五
二
二―

一
五
九
一
／
以
下
、
利
休
）
。
そ
の
生
家
が
営
ん
で
い
た
商
売
、
つ
ま
り

家
業
に
つ
い
て
は
、
魚
問
屋
を
営
ん
で
い
た
と
か
倉
庫
を
管
理
す
る
納
屋
業
で
あ
っ
た
と

説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
茶
の
湯
者
と
し
て
の
立
身
に
も
繋
が
る
根
本
的
基
盤

で
あ
る
か
ら
、
利
休
の
茶
の
湯
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
背
景
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
茶
の
湯
者
と
し
て
の
研
究
蓄
積
に
比
し
て
、
商
人
と
い
う
側
面
に
焦
点
を
当

て
た
利
休
研
究
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
利
休

の
人
物
像
を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
家
業
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
検
証

を
試
み
た
。
研
究
土
壌
の
整
理
を
第
一
に
考
え
て
論
を
進
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
ず
は

関
連
史
料
を
整
理
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

一
、
利
休
の
家
業
に
つ
い
て

（
一
）
、
関
連
史
料
の
整
理

　

管
見
の
限
り
で
は
、
利
休
の
家
業
に
直
結
す
る
ほ
ど
具
体
的
な
記
述
が
あ
る
一
次
史
料

は
「
財
産
処
分
状
（
註
2
）
」
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）

二
月
十
三
日
、
豊
臣
秀
吉
よ
り
堺
退
去
の
命
が
下
さ
れ
て
か
ら
、
同
月
二
十
八
日
の
賜
死

に
至
る
ま
で
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
利
休
の
財
産
譲
渡
に
関
す
る
記
録
で
、

「
末
期
の
文
」
と
も
称
さ
れ
る
。
以
下
に
翻
刻
を
掲
げ
て
お
く
。

問
ノ
事
泉
国
あ
る
程
の
分

同
佐
野
問
し
ほ
魚
座
ち
ん
銀
百
両
也
、

田
地
ハ
今
渡
候
分
も
す
深
井
に
て
候
済
候
、

　

但
、
泉
州
ノ
内
に
て
も
、
別
ニ
名
書
ゆ
つ
り
候

　

分
有
之
、

宗
易
今
ノ
家　

西
本
家
今
小
路

西
之
浦
す
ち
弥
三
郎
事

こ
ん
屋
丁
地
子
す
こ
し

才
木
丁
西
同
す
こ
し
、
中
す
ち
の
事
也
、

　

但
、
紹
二
北
と
な
り
地
子
や
ち
ん
石
橋
の
あ
ね
也
、

　

大
か
た
此
分
了
専
時
よ
り
分
也
、
此
外
家
共　

　

今
あ
る
分
、
宗
易
代
ニ
取
之
分
を
分
候
也
、

○
や
う
き
ひ
金
ノ
瓶
風　

壱
双

（
紹
安
花
押
）

古
渓
和
尚
様
進
上
候
也
、

　

金
ノ
二
枚
併
風　
　
　
　

壱
々
是
ハ
紹
安
也
、

　

桑
良
屋
道
珠
家
質
物
之
代
本
銭
六
拾
貫
文
、

　
　

輝
墨
蹟　
　
　
　
　
　
又
覚
す
候
也
、（
紹
安
花
押
）

　

栢
樹
子
々
々

　

古
渓
和
尚
様

　

此
書
お
き
ニ
不
入
分
、
一
円
不
可
存
候
也
、
（
利
休
花
押
）

　

利
休
の
実
子
・
道
安
（
初
名
／
紹
安
）
が
二
ヶ
所
に
花
押
を
認
め
て
お
り
、
利
休
の
追

記
も
み
ら
れ
る
。
し
ほ
（
塩
）
魚
座
か
ら
賃
料
を
得
て
い
た
こ
と
を
は
じ
め
、
地
子
・
家

賃
、
田
地
の
存
在
、
屏
風
や
墨
蹟
等
の
財
産
譲
渡
を
示
す
書
状
で
、
父
・
一
忠
了
専
か
ら

譲
り
受
け
た
と
い
う
一
文
も
み
え
る
の
だ
が
、
短
文
が
故
に
ど
こ
ま
で
に
か
か
る
文
言
か

と
い
う
判
断
は
難
し
い
。
さ
て
お
き
、
最
晩
年
の
財
産
記
録
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

　

ま
た
、
家
業
に
直
接
関
連
す
る
史
料
で
は
な
い
の
だ
が
、
織
田
信
長
が
抛
筌
斎
（
利
休

の
斎
号
）
に
宛
て
た
書
状
（
註
3
）
か
ら
は
、
商
人
と
し
て
の
利
休
の
動
向
を
考
え
る
上
で

看
過
で
き
な
い
側
面
も
み
え
る
の
で
一
応
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

就
越
前
出
馬
鉄

炮
之
玉
千
到
来

遥
々
懇
志
喜
入
候

猶
原
田
備
中
守

千
利
休
の
家
業
に
関
す
る
一
考
察

伊
住　

禮
次
朗

右
ノ

　
　

か
ハ
り
也

是
ハ
今
う
り
候
や
、

是
ハ
は
や
わ
た
し
候
、

但
、
我
死
テ
後
十
二
ヶ
月
ノ
間
ハ

子
持
ア
ケ
ま
し
き
事
候
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可
申
候
也
恐
々
謹
言

　
　

九
月
十
六
日　

信
長
（
天
下
布
武
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

抛
筌
斎

　

利
休
か
ら
「
鉄
炮
之
玉
」
が
送
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
信
長
の
礼
状
で
あ
る
。
当
時
の

堺
商
人
が
軍
需
産
業
拡
大
の
只
中
に
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
働
き
に
特
段
の
不
自

然
は
な
い
。
た
だ
し
、
判
明
す
る
こ
と
は
鉄
砲
玉
を
送
っ
た
と
い
う
事
実
の
み
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
だ
け
を
以
て
商
売
が
ど
う
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
可
能

性
を
否
定
す
る
理
由
も
な
い
の
で
と
り
あ
げ
た
。

　

同
時
代
史
料
で
は
、
茶
道
具
の
仲
介
や
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
書
状

は
幾
つ
も
あ
る
（
註
4
）
。
ま
た
、
所
有
し
て
い
た
田
地
に
関
し
て
詳
し
い
記
録
（
註
5
）
が

残
っ
て
い
る
か
ら
、
財
産
に
注
視
す
る
こ
と
で
分
か
る
経
済
的
側
面
も
あ
る
と
は
思
う

が
、
い
ず
れ
も
家
業
と
い
う
主
旨
か
ら
は
少
し
外
れ
て
し
ま
う
の
で
本
稿
で
は
紹
介
し

な
い
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
史
料
を
も
と
め
る
と
、
利
休
没
後
の
伝
記
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
意
識

的
に
記
録
さ
れ
た
利
休
伝
記
で
は
、『
千
利
休
由
緒
書
（
註
6
）
』
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
、
紀
州
徳
川
家
に
茶
堂
（
茶
頭
）
と
し
て
仕
え
て
い
た
表

千
家
四
代
江
岑
宗
左
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
内
容
を
、
徳
川
家
康
年
譜
の
作
成
に
あ
た
っ
て

い
た
藩
臣
・
李
一
陽
、
宇
佐
美
彦
四
郎
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
に
は
、

千
与
兵
衛
と
申
し
而
、
堺
ノ
今
市
町
ニ
テ
、
商
家
ニ
罷
成
候
。
其
子
ヲ
千
与
四
郎

と
申
候
而
、
今
市
町
候
て
商
売
仕
候
所
、
茶
道
ヲ
す
き
候
而
、
朝
夕
心
ヲ
尽
シ
申

し
而
、
後
に
は
武
野
紹
鷗
弟
子
ニ
相
成
、
剃
髪
い
た
し
、
千
宗
易
ト
名
乗
申
候

と
記
さ
れ
て
お
り
、
利
休
が
父
・
与
兵
衛
（
法
名
／
一
忠
了
専
）
と
同
じ
く
今
市
町
で
商

売
を
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
だ
が
、
家
業
の
詳
細
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
表
千
家
九
代
了
々
斎
が
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
、
紀
州
徳
川
家
へ
提
出

し
た
『
千
家
系
譜
』
と
い
う
史
料
は
、『
千
利
休
由
緒
書
』
を
基
に
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
註
7
）
。
同
様
に
「
千
利
休
伝
記
（
註
8
）
」
な
ど
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
同
内
容
で
あ
る
か
ら
今
回
は
史
料
名
の
紹
介
に
留
め
て
お
く
。

　

次
に
、
十
七
世
紀
中
葉
成
立
の
「
千
利
休
居
士
伝
書
（
註
9
）
」
を
確
認
す
る
と
、
左
海

（
堺
）
今
市
町
で
鮮
魚
を
扱
う
「
納
屋
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

利
休
屋
舗
ハ
左
海
今
市
魚
の
生
物
の
納
屋
な
り

　
「
納
屋
」
に
つ
い
て
は
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六―

三
六
）
頃
の
作
成
と
さ
れ
る
『
糸

乱
記
（
註
10
）
』
巻
之
一
に
多
少
詳
し
い
説
明
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

此
所
ハ
む
か
し
よ
り
町
惣
年
寄
と
い
ふ
も
の
も
な
か
り
け
る
、
た
ゝ
浜
側
に
納
屋

を
た
て
ゝ
こ
れ
を
か
し
、
其
料
を
取
て
徳
分
と
し
た
る
人
を
上
分
の
者
と
な
す
、

即
ち
納
屋
か
し
の
衆
と
号
し
。

　

堺
の
浜
沿
い
に
建
ち
並
ん
だ
蔵
や
倉
庫
の
類
を
指
し
、
そ
の
経
営
・
管
理
者
を
「
納
屋

か
し
（
貸
し
）
の
衆
」
と
称
し
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
に
は
、
納
屋
衆
と
い
う
呼
称
も
一
般

的
で
あ
り
、
米
原
正
義
は
中
近
世
の
堺
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
註
11
）
。

豪
商
＝
上
層
町
衆
の
多
く
は
、
海
辺
に
倉
庫
を
も
ち
、
こ
れ
を
経
営
す
る
納
屋
衆

で
あ
り
、
ま
た
会
合
衆
と
し
て
自
治
組
織
を
つ
く
っ
て
町
政
を
牛
耳
り
、
自
由
・

自
治
都
市
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

　

つ
ま
り
、「
千
利
休
居
士
伝
書
」
で
は
、
利
休
の
家
が
鮮
魚
を
扱
う
堺
の
納
屋
衆
で
あ
っ

た
と
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
『
大
阪
府
史
』
で
は
納
屋

が
倉
庫
を
指
す
と
い
う
説
と
、
魚
屋
（
な
や
）
に
起
源
を
も
つ
海
産
物
業
者
を
指
す
と
い

う
二
説
を
紹
介
し
た
上
で
倉
庫
業
を
主
と
み
る
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
註
12
）
。

　

次
に
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
版
行
の
山
田
宗　

著
『
茶
道
要
録
（
註
13
）
』
に
よ
れ

ば
、
富
ん
だ
魚
問
屋
で
あ
り
納
屋
を
称
し
た
と
い
う
。
著
者
の
宗　

は
、
利
休
の
孫
・
元

伯
宗
旦
（
一
五
七
八―

一
六
五
八
）
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

父
祖
相
続
テ
其
ノ
家
富
賑
タ
リ
其
ノ
業
魚
ヲ
商
売
ス
ル
ノ
問
屋
称
シ
テ
納
屋
ト
云
フ

　

遠
州
流
岡
部
道
可
門
下
の
遠
藤
元
閑
が
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
刊
行
し
た
と

い
う
『
茶
之
湯
六
宗
匠
之
伝
記
（
註
14
）
』
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
先
の
『
茶
道
要
録
』
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と
同
様
に
「
魚
問
屋
を
し
て
富
貴
」
な
る
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

千
利
休
は
生
国
泉
州
堺
の
人
に
て
本
名
田
中
氏
な
り
（
中
略
）
利
休
俗
名
千
與
四

郎
と
云
て
堺
に
て
魚
問
屋
を
し
て
富
貴
也
（
以
下
略
）

　

ま
た
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
成
立
の
茶
書
『
茶
道
望
月
集
』
に
も
同
様
の
記
述
が

あ
る
（
註
15
）
。
江
戸
時
代
中
頃
の
主
た
る
認
識
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

 

若
名
与
四
郎
と
云
其
比
ハ
堺
に
て
魚
問
屋
を
家
業
に
し
て
富
家
ニ
有
し
と
也

 　

以
上
、
利
休
の
家
業
に
関
連
す
る
主
な
史
料
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
魚
問
屋
や
納
屋
と

い
う
記
述
が
目
立
つ
よ
う
に
思
う
。
次
に
先
行
研
究
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

（
二
）
、
研
究
対
象
の
設
定 ―

研
究
史
の
整
理
を
通
し
て―

　

利
休
の
家
業
に
関
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
論
考
（
註
16
）
は
少
な
く
な
い
。
紙
面
の

都
合
も
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
昭
和
期
以
降
の
大
き
な
流
れ
を
紹
介
す
る
に
留
ま
ら
ざ
る

を
得
な
い
の
だ
が
、
管
見
の
限
り
拾
い
あ
げ
て
研
究
史
の
整
理
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
具
体
的
な
見
解
を
示
し
た
も
の
で
は
千
宗
守
「
利
休
の
茶
」（
『
茶
道
全
集
』

其
の
九　

利
休
編
、
創
元
社
、
一
九
三
五
）
が
早
い
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
納
屋
衆
で

あ
っ
た
と
し
て
海
岸
に
有
す
る
納
屋
を
貸
し
た
問
屋
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　

桑
田
忠
親
『
千
利
休
』（
青
磁
社
、
一
九
四
二
）
に
お
い
て
は
、
前
掲
し
た
「
財
産
処

分
状
」
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
大
い
に
研
究
の
進
展
を
み
た
。
同
氏
は
「
商
売
は

魚
屋
で
あ
つ
た
と
も
い
ふ
」
と
述
べ
て
お
り
、
後
に
上
梓
し
た
著
書
で
は
千
家
の
屋
号
が

魚
屋
（
と
と
や
）
で
あ
っ
た
と
い
う
一
説
も
紹
介
し
て
い
る
。

　

芳
賀
幸
四
郎
『
千
利
休
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
）
で
は
、「
財
産
処
分
状
」
の
内

容
が
深
く
検
討
さ
れ
た
。
詳
細
は
後
に
譲
る
が
、
同
史
料
の
解
読
を
通
し
て
利
休
の
家
業

に
関
す
る
従
来
の
如
き
曖
昧
な
認
識
か
ら
一
歩
掘
り
下
げ
た
功
績
は
大
き
い
。

　

次
い
で
新
た
な
視
座
を
与
え
た
の
は
、
村
井
康
彦
『
千
利
休―

そ
の
生
涯
と
茶
湯
の
意

味
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
一
）
で
あ
る
。
村
井
は
家
業
の
規
模
に
つ
い
て
、

堺
衆
の
中
で
は
さ
し
て
大
き
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
千
家
は
富
商
で

あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
再
考
す
る
契
機
に
な
っ
た
論
考
と
い
え
よ
う
。

　

熊
倉
功
夫
『
茶
の
湯
の
歴
史　

千
利
休
ま
で
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
〇
）
で
は

「
千
利
休
居
士
伝
書
」
の
記
述
か
ら
、
家
業
で
鮮
魚
を
扱
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
は
「
財
産
処
分
状
」
に
「
塩
魚
座
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
干

魚
・
塩
魚
を
扱
う
商
家
と
し
て
限
定
的
に
考
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

近
年
、
中
村
修
也
「
千
利
休
の
経
済
的
側
面
」（
『
茶
の
湯
文
化
学
』
第
十
三
号
、
茶

の
湯
文
化
学
会
、
二
〇
〇
七
）
に
よ
っ
て
、
商
人
と
し
て
の
利
休
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
た
だ
し
、
家
業
と
い
う
よ
り
は
茶
道
具
を
め
ぐ
る
諸
史
料
の
解
読

を
通
し
て
、
利
休
が
茶
の
湯
に
お
け
る
経
済
的
側
面
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
、
利
休
の
家
業
に
関
す
る
研
究
史
の
整
理
を
試
み
て
き
た
。
概
略
だ
が
、
要

点
は
抑
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
と
め
に
代
え
て
、
家
業
に
つ
い
て
先
行
研

究
を
整
理
し
て
分
か
っ
た
二
つ
の
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

一
つ
目
は
、
利
休
家
業
に
つ
い
て
の
記
述
内
容
で
参
考
と
さ
れ
て
い
る
史
料
が
お
お
よ

そ
同
じ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
節
で
紹
介
し
て
き
た
史
料
が
主
で
、『
千
利
休
由
緒

書
』
や
「
財
産
処
分
状
」
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、「
利
休
居
士
伝
書
」
等
の
伝
記
は
補

足
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
千
家
が
富
商
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
見
解
の

相
違
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
納
屋
や
魚
問
屋
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
具
体
的
な
家
業
の
実
態
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
情
報
の
あ
る
史
料
は
「
財
産

処
分
状
」
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
こ
と
だ
が
、
先
行
研

究
に
お
い
て
も
同
様
の
見
解
が
主
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
つ
ま
り
、
利
休
家
業
に

つ
い
て
具
体
的
な
検
証
を
試
み
よ
う
と
す
れ
ば
、
今
の
と
こ
ろ
「
財
産
処
分
状
」
を
基
に

し
て
論
を
展
開
す
る
以
外
に
主
た
る
方
法
が
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
同
史
料
は
条
文
が
簡
単
す
ぎ
る
上
に
、
一
つ
の
史
料
だ
け
で
分
か
る
こ
と
に

は
限
界
も
あ
る
。
ま
ず
は
利
休
没
後
に
作
成
さ
れ
た
伝
記
の
内
容
と
照
合
し
、
情
報
の
整

合
性
を
確
認
す
る
作
業
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
論
に
お
け
る
研
究
対
象
を

魚
に
関
連
し
た
家
業
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
各
伝
記
に
「
魚

問
屋
」
や
「
魚
の
生
物
の
納
屋
」
、「
財
産
処
分
状
」
に
は
「
塩
魚
座
」
と
あ
っ
て
、
一

定
の
関
連
性
が
み
え
る
こ
と
か
ら
検
証
し
や
す
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

次
章
で
は
、
家
業
の
実
態
を
い
く
ら
か
で
も
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
財
産
処
分

状
」
に
あ
る
「
佐
野
問
し
ほ
（
塩
）
魚
座
ち
ん
銀
百
両
也
」
と
い
う
条
文
の
解
読
を
試
み

た
い
と
思
う
。
続
い
て
、
第
三
章
で
利
休
の
生
ま
れ
た
商
家
の
屋
号
が
「
魚
屋
（
と
と

や
）
」
で
あ
っ
た
と
い
う
説
を
考
証
す
る
と
い
う
構
成
で
論
じ
て
い
る
。
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二
、
塩
魚
座
に
つ
い
て

（
一
）
、
佐
野
問
塩
魚
座

　

は
じ
め
に
、「
財
産
処
分
状
」
の
「
佐
野
問
し
ほ
（
塩
）
魚
座
」
に
つ
い
て
個
別
の
情

報
か
ら
分
か
る
こ
と
を
整
理
し
て
み
た
い
。
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
ま
と
め
た
日
本
語
辞

書
で
あ
る
『
日
葡
辞
書
（
註
17
）
』（
一
六
〇
三
年
刊
）
で
「
座
」
を
調
べ
て
み
る
と
、
特

定
商
品
を
扱
う
同
業
の
組
合
を
指
す
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

あ
る
品
物
を
自
分
ら
だ
け
で〔
独
占
的
に
〕売
る
た
め
に
、あ
る
人
々
が
仲
間
を
つ

く
っ
て
結
ぶ
貸
借
協
定
、
あ
る
い
は
、
売
買
協
定
。
例
、X

iuono za

、com
eno 

za

（
塩
の
座
、
米
の
座
）
、
な
ど
。
塩
や
米
な
ど
の
購
入
販
売
に
つ
い
て
の
協
定

　

中
世
に
は
、
神
社
の
祭
祀
及
び
経
営
を
目
的
と
し
た
血
縁
・
地
縁
的
関
係
か
ら
な
る
宮

座
に
は
じ
ま
り
、
田
楽
や
猿
楽
の
よ
う
な
芸
能
に
関
わ
る
専
業
的
芸
団
組
織
が
座
を
称
す

る
よ
う
に
な
っ
た
芸
能
座
な
ど
の
座
が
生
ま
れ
て
い
る
（
註
18
）
。
歴
史
的
背
景
や
史
的
展

開
は
さ
て
お
き
、
い
ず
れ
も
結
衆
に
よ
る
組
織
体
で
あ
る
。『
日
葡
辞
書
』
の
説
明
は
特

に
商
工
業
座
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
だ
が
、
先
の
説
明
で
大
き
な
問
題
は
な
い
と
思
う
。

　

塩
魚
座
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
品
物
は
塩
魚
で
あ
る
か
ら
、
同
書
で
塩
魚
の
項
を
確
認
す

る
と
、
読
ん
で
字
の
通
り
だ
が
「
塩
漬
の
魚
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

X
iuoiuo

シ
ヲ
イ
ヲ
（
塩
魚
）
塩
漬
の
魚

　

塩
魚
座
を
素
直
に
解
す
れ
ば
、
塩
漬
の
魚
を
商
品
と
し
て
扱
う
同
業
組
合
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
か
。
塩
漬
の
魚
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
保
存
食
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。
永
観
二
年
（
九
八
四
）
に
丹
波
康
頼
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
日
本
現

存
最
古
の
医
学
書
『
医
心
方
』
で
は
、
塩
は
五
味
（
酸
・
苦
・
甘
・
辛
・
鹹
）
の
中
で
も

欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
、
魚
肉
を
塩
に
浸
せ
ば
長
期
間
腐
敗
し
な
い
と
い
う
中

国
の
医
学
者
・
陶
弘
景
が
述
べ
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
る
（
註
19
）
。

　

ま
た
、
塩
魚
が
塩
を
摂
取
す
る
た
め
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
註
20
）

こ
と
か
ら
、
利
休
在
世
当
時
の
塩
分
摂
取
に
対
す
る
認
識
を
確
認
し
て
み
る
と
、
十
六
世

紀
後
半
の
日
本
に
滞
在
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
塩
の
欠
乏
は
日

本
人
の
健
康
を
害
し
た
と
い
う
記
録
を
残
し
て
い
る
（
註
21
）
。

わ
れ
わ
れ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）の
間
で
は
、
食
事
の
時
に
塩
が
無
く
て
も
大
し
た
不
都

合
は
な
い
。
日
本
人
は
塩
が
欠
乏
す
る
と
脹
ん
だ
り
、
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
。

　

日
本
人
と
塩
の
関
係
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
併
せ
て
、
フ
ロ
イ
ス

が
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
六
月
十
九
日
付
で
京
都
か
ら
豊
後
に
宛
て
た
書
翰
を
紹
介
し

て
お
き
た
い
。
都
に
お
い
て
調
味
も
得
ら
れ
な
い
状
況
の
発
生
と
と
も
に
、
病
を
患
っ
た

者
た
ち
が
塩
魚
を
得
た
こ
と
で
復
調
し
始
め
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る 

（
註
22
）
。

予
及
び
住
院
に
在
り
し
者
皆
悪
寒
発
熱
の
病
に
罹
り
し
が
、（
中
略
）
当
市
に
於
い

て
は
、
少
し
も
肉
又
は
魚
類
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
他
に
調
味
な
き
に
依
り
水
の
み

に
煮
た
る
、
蒿
苣
少
量
及
び
干
大
根
の
葉
及
び
米
の
外
な
か
り
し
が
、
後
に
少
し

の
塩
魚
を
得
之
に
依
り
て
快
復
し
始
め
た
り
。

　

フ
ロ
イ
ス
は
日
本
の
病
人
食
と
し
て
「
魚
と
塩
漬
の
大
根
」
、
イ
エ
ズ
ス
会
巡
察
師
の

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
「
塩
魚
、
生
魚
、
ラ
イ
ム
果
、
キ
サ
ゴ
そ
の
他

同
様
の
苦
い
、
ま
た
は
塩
辛
い
も
の
」
を
挙
げ
て
い
る
（
註
23
）
こ
と
か
ら
、
魚
は
病
人
食

と
い
う
認
識
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
塩
の
欠
乏
が
病
を
引
き
起
こ
し
、
魚
が
病
人
食
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
塩
漬
の
魚
が
有
し
た
重
要
な
側
面
だ
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
塩
魚
は
「
塩
漬
の
魚
」
の
限
り
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
か
ら
注
意
し
て
お
き

た
い
。
南
北
朝
後
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
頃
成
立
と
さ
れ
る
『
庭
訓
往
来
（
註
24
）
』
に
、

塩
肴
鮎
白
干
鮪
黒
作
鱒
楚
割
鮭
塩
引
鯵
鮨
鯖
塩
漬

と
記
さ
れ
て
お
り
、
塩
肴
と
し
て
鯵
鮨
（
飯
や
塩
を
加
え
て
熟
成
さ
せ
た
「
な
れ
ず
し
」
）

や
、
鯖
塩
漬
等
の
塩
漬
け
に
よ
る
水
産
加
工
品
が
挙
げ
ら
れ
る
中
、
塩
を
つ
け
ず
に
干
し

た
魚
を
指
す
白
干
（
し
ら
ぼ
し
）
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
白
干
は
『
日
葡
辞
書
』

に
、「
食
用
と
し
て
保
存
す
る
た
め
に
塩
を
つ
け
ず
に
干
し
た
鮎
」
と
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
塩
魚
は
「
長
期
保
存
が
可
能
な
水
産
加
工
品
」
と
い
う
よ
う
に
広
義
な
可
能

性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
厳
密
に
い
え
ば
、
酒
の
菜
を
も
意
味
す
る
肴
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（
さ
か
な
）
と
、
単
に
魚
類
を
示
す
魚
（
う
を
）
の
間
に
は
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い

が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
だ
が
、
一
考
の
余
地
は
あ
る
と
思
う
。

　

塩
魚
を
扱
う
座
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
く
と
、「
相
物
（
あ
い
も
の
）
座
」
と
い
う
呼
称

も
一
般
的
で
あ
り
、『
国
史
大
辞
典
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
註
25
）
。

相
物
は
合
物
・
四
十
物
・
塩
合
物
と
も
い
い
、
塩
魚
の
座
で
あ
る
。

　

淀
魚
市
の
塩
・
相
物
座
、
山
城
西
岡
の
塩
相
物
西
座
、
近
江
日
野
の
相
物
座
、
宰
府
六

座
の
相
物
屋
な
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
淀
魚
市
の
塩
・
相
物
座
は
、
塩
の
つ
い
た

も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
す
る
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
（
註
26
）
。

　

さ
て
、「
財
産
処
分
状
」
に
み
え
る
塩
魚
座
の
所
在
地
が
ど
こ
か
と
い
う
と
「
佐
野
」
で

あ
る
。
平
安
時
代
後
期
成
立
と
さ
れ
る
『
和
泉
式
部
続
集
』
に
は
、「
和
泉
と
云
ふ
所
へ
行

き
た
る
男
の
許
よ
り
、『
佐
野
の
浦
と
い
ふ
所
な
む
こ
こ
に
あ
り
け
り
と
聞
き
た
り
や
』

と
い
ひ
た
る
に
（
註
27
）
」
と
あ
っ
て
、
海
沿
い
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五―

一
五
三
七
）
の
詠
歌
に
「
い
つ
み
な
る
さ
の
の
い
ち
人
た

ち
さ
わ
ぎ
こ
の
渡
り
に
は
家
も
有
け
り
」（
『
高
野
参
詣
日
記
（
註
28
）
』
）
と
あ
る
こ
と
か

ら
は
市
の
賑
わ
い
が
窺
え
る
し
、
室
町
時
代
後
期
に
は
毎
月
二
と
七
の
付
く
日
に
定
期
市

（
六
斎
市
）
も
開
か
れ
て
い
た
（
『
旅
引
付
（
註
29
）
』
）
。
ち
な
み
に
、
現
在
地
と
し
て

は
「
現
在
の
南
海
泉
佐
野
駅
付
近
の
地
域
（
註
30
）
」
に
も
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
掲

げ
て
き
た
詳
細
は
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
巻
五
、
六
に
詳
し
い
が
要
点
の
み
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
「
佐
野
問
し
ほ
魚
座
」
の
「
問
」
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。『
日
葡
辞
書
』
に

お
い
て
は
、
船
に
関
す
る
交
渉
人
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

Toi. 

ト
イ
（
問
）　

普
通
自
分
の
家
に
客
人
を
宿
泊
さ
せ
、
主
と
し
て
乗
船
の

こ
と
に
つ
い
て
客
人
が
必
要
と
し
て
い
る
事
柄
を
、
彼
ら
と
交
渉
す
る
人

　

現
在
の
解
釈
で
は
、『
国
史
大
辞
典
』
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る 

（
註
31
）
。

重
要
港
津
や
都
市
あ
る
い
は
宿
場
町
な
ど
に
居
住
し
、
渡
船
、
荘
園
年
貢
物
や
商

品
の
運
搬
・
陸
揚
げ
・
倉
庫
保
管
・
中
継
・
売
買
な
ど
に
従
事
し
た
運
送
業
者
。

　

要
す
る
に
物
資
の
保
管
・
運
搬
業
務
に
か
か
る
業
者
で
あ
る
。「
問
」
を
一
言
で
説
明

す
る
な
ら
ば
、
問
屋
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
近
世
以
降
の
問
屋
に
つ
い
て
は
中

世
に
お
け
る
問
丸
が
そ
の
役
割
を
分
化
さ
せ
た
も
の
だ
か
ら
全
く
の
同
義
で
は
な
い
の
だ

が
、
本
質
的
に
は
大
き
く
外
れ
て
い
る
こ
と
も
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
納
屋
の
起
源
が
魚
屋
（
な
や
）
に
あ
っ
て
、
海
産
物
問
屋
に
成
長
し
て
い

く
と
い
う
説
も
あ
る
（
註
32
）
。
春
日
大
社
へ
の
供
菜
を
備
進
す
る
堺
浦
魚
貝
売
買
人
の
存

在
が
窺
え
る
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
六
月
十
一
日
付
の
記
録
（
註
33
）
が
残
っ
て
お
り
、

こ
う
い
っ
た
魚
貝
売
買
人
が
問
、
ひ
い
て
は
堺
の
特
徴
た
る
海
浜
に
倉
庫
を
有
す
る
納
屋

衆
・
納
屋
貸
衆
の
存
在
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
情
報
を
整
理
し
た
上
で
私
見
を
述
べ
て
お
く
が
、
海
浜
近
く
の
都
市
で
定

期
市
が
開
か
れ
て
い
た
佐
野
、
倉
庫
管
理
や
運
搬
に
か
か
る
業
者
に
関
連
す
る
問
、
塩
漬

の
魚
な
ど
を
売
買
す
る
塩
魚
座
と
い
う
各
情
報
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
と
、
利
休
の
生
家
が
魚

問
屋
だ
っ
た
と
か
海
浜
近
く
に
倉
庫
を
有
す
る
納
屋
衆
で
あ
っ
た
と
か
い
う
伝
承
は
そ
れ

な
り
に
実
態
と
近
い
話
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
、
ち
ん
銀
百
両

　

「
佐
野
問
し
ほ
魚
座
ち
ん
銀
百
両
也
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
休
が
銀
百
両
を
得
て

い
た
こ
と
は
分
か
る
の
だ
が
、
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
芳
賀
幸
四
郎
『
千
利

休
』
に
詳
し
い
の
で
、
同
書
の
解
説
を
一
部
引
用
（
註
34
）
し
な
が
ら
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

一
つ
目
は
、
「
和
泉
国
佐
野
の
問
公
事
銭
〔
問
屋
が
納
屋
（
倉
庫
）
を
一
般
商
人
に
使

用
さ
せ
、
そ
の
代
償
と
し
て
得
る
倉
敷
料
〕
と
塩
魚
座
の
座
銭
、
合
計
」
で
銀
百
両
と
解

す
る
も
の
。
二
つ
目
に
は
「
佐
野
の
塩
魚
座
に
貸
し
て
あ
る
納
屋
の
賃
料
」
で
銀
百
両
と

す
る
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
塩
魚
座
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
座
銭
（
座

の
加
入
者
が
納
め
る
金
）
を
徴
収
し
て
い
た
か
、
座
衆
に
倉
庫
を
貸
し
つ
け
て
賃
料
を
得

て
い
た
か
と
い
う
二
通
り
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

前
者
で
は
、
今
井
宗
久
が
好
例
に
な
る
と
思
う
。
『
千
利
休
由
緒
書
』
に
よ
れ
ば
利
休

の
親
友
と
さ
れ
る
人
物
で
、
利
休
同
様
に
信
長
、
秀
吉
の
茶
頭
と
し
て
仕
え
た
茶
の
湯
者

で
あ
る
。
宗
久
は
信
長
の
命
に
よ
っ
て
塩
な
ら
び
に
塩
相
物
の
運
搬
に
か
か
る
過
料
銭
の

徴
収
権
者
と
な
っ
て
お
り
（
註
35
）
、
そ
れ
ら
を
本
所
（
所
有
権
者
）
の
西
園
寺
家
や
三
条

西
家
な
ど
に
納
め
て
い
た
。
利
休
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
情
報
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は

判
断
材
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
銀
百
両
」
と
い
う
賃
料
の
貨
幣
価
値
を
考
え
て
み
た
い
。
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ま
ず
、
当
時
の
銀
は
秤
量
貨
幣
（
註
36
）
な
の
で
目
方
を
量
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
一

両
を
四
匁
五
分
の
京
目
と
想
定
す
る
と
（
註
37
）
、
銀
百
両
で
は
四
五
〇
匁
（
註
38
）
で
あ

る
。
堺
で
の
銀
銭
交
換
の
様
子
が
窺
え
る
『
大
和
田
重
清
日
記
（
註
39
）
』
文
禄
二
年
（
一

五
九
三
）
九
月
十
三
日
の
記
録
を
参
考
に
す
れ
ば
、
銀
一
匁
三
分
五
厘
が
銭
一
一
五
文
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
銀
銭
の
交
換
レ
ー
ト
に
地
域
差
は
あ
る
（
註
40
）
が
、
こ
の
場
合
に
は
銀

一
匁
が
約
八
五
文
だ
か
ら
四
五
〇
匁
だ
と
約
三
八
貫
二
五
〇
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
小

数
点
以
下
切
り
捨
て
）
。

　

同
書
同
年
月
日
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
宿
へ
上
下
四
人
ノ
食
ノ
代
三
度
分
」
と
し
て
銀

一
匁
三
分
五
厘
が
支
払
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
一
日
の
食
費
と
想
定
す
る
と
一
年
間
で
約

四
九
二
匁
に
な
る
か
ら
、
銀
四
五
〇
匁
（
銀
百
両
）
は
だ
い
た
い
大
人
三
〜
四
人
の
年
間

食
費
程
度
（
全
て
外
食
に
は
な
る
が
）
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、
利
休
が
宗
安
老
人
（
万
代
屋
宗
安
）
に
宛
て
た
書
状
（
註
41
）
で
は
、
「
内

ハ
能
候
そ
と
む
さ
く
候
」
と
し
て
、
芳
し
く
は
な
い
評
価
を
し
た
茶
碗
に
「
茶
碗
代
銀
子

五
十
両
も
可
」
と
い
う
鑑
定
を
下
し
て
い
る
。
こ
れ
も
一
応
の
目
安
に
は
な
る
と
思
う
。

　

参
考
と
し
て
数
字
を
示
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
考
え
る
と
銀
百
両
は
納
屋
の

賃
料
と
考
え
て
適
当
な
額
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
利
休
と
塩
魚
座
の
関
係
を
考
え
る
上
で

有
効
な
判
断
材
料
で
あ
る
と
は
思
う
が
、
中
近
世
の
貨
幣
経
済
史
及
び
生
活
文
化
史
に
か

か
る
問
題
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
筆
者
が
判
断
す
る
に
は
心
許
な
い
点
も
多
々
あ
る
。

賃
料
が
判
断
材
料
に
な
り
得
る
か
と
い
う
問
題
提
起
に
留
ま
る
こ
と
に
は
な
る
の
だ
が
、

こ
こ
で
早
々
に
結
論
を
下
す
こ
と
は
避
け
て
、
後
考
に
待
ち
た
い
。

　

さ
て
、
本
章
は
利
休
の
塩
魚
座
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
検
証
を
試
み
て
き
た
も
の
だ

が
、
先
述
し
た
よ
う
に
各
伝
記
の
記
述
に
大
き
な
矛
盾
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
結
論
と

し
て
は
従
来
の
解
釈
か
ら
特
段
の
変
更
は
な
く
、
和
泉
国
に
納
屋
を
有
し
、
主
に
海
産

物
を
扱
う
問
屋
だ
っ
た
と
し
て
お
く
の
が
適
当
だ
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
な
内
容
に

言
及
す
る
な
ら
ば
「
千
利
休
居
士
伝
書
」
に
「
魚
の
生
物
の
納
屋
」
と
あ
る
か
ら
塩
魚

だ
け
で
な
く
鮮
魚
を
扱
っ
て
い
た
可
能
性
（
註
42
）
を
考
慮
す
べ
き
だ
が
、
ど
の
伝
承
に

信
を
置
く
か
と
い
う
判
断
は
難
し
い
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
視
野
を
拡
げ
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
応
付
記
し
て
お
く
が
、
今
回
は
魚
に
関
す
る
家
業
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
検
証
し
て
き

た
も
の
の
、
家
賃
や
地
子
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
海
産
物
問
屋
が
生

業
の
全
て
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
点
は
よ
く
留
意
さ
れ
た
い
。

三
、
屋
号
「
魚
屋
」
に
つ
い
て

（
一
）
、「
魚
屋
」
と
利
休

　

こ
こ
か
ら
は
少
し
視
点
を
変
え
て
、
利
休
の
生
ま
れ
た
商
家
の
屋
号
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
。
堺
の
商
人
は
天
王
寺
屋
と
か
住
吉
屋
の
よ
う
に
地
名
を
冠
す
る
も
の

か
ら
、
米
屋
や
銭
屋
の
よ
う
に
商
売
に
関
連
す
る
も
の
ま
で
、
様
々
な
屋
号
を
つ
け
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
宗
久
の
屋
号
は
納
屋
で
あ
り
、
利
休
や

宗
久
と
共
に
信
長
、
秀
吉
の
茶
頭
と
し
て
仕
え
た
津
田
宗
及
は
天
王
寺
屋
、
利
休
の
師
の

ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
武
野
紹
鷗
は
皮
屋
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
利
休
の
生
ま
れ
た
商
家
の
屋
号
に
つ
い
て
は
、
魚
屋
（
と
と
や
）
で
あ
っ
た

と
い
う
説
が
あ
る
。
商
売
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
れ
ば
受
け
入
れ
や
す
い
屋
号
と
は
い

え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
説
が
正
し
け
れ
ば
本
研
究
に
有
効
な
検
討
材
料
に
な
る
し
、
間
違
い

な
ら
ば
、
研
究
土
壌
を
整
理
す
る
た
め
に
も
批
判
的
立
場
か
ら
の
明
確
な
指
摘
が
必
要
で

あ
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
正
誤
も
含
め
て
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

は
じ
め
に
前
提
を
述
べ
て
お
く
と
、
利
休
の
屋
号
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。
ま
ず
、
納
屋
と
す
る
先
行
研
究
が
あ
る
し
、
近
年
は
千
を
屋
号
と
考

え
る
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
（
註
43
）
。
議
論
は
尽
き
な
い
が
、
本
章
の
目
的
は
魚
屋
説

の
考
証
に
あ
る
の
で
、
利
休
屋
号
の
真
相
を
究
明
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

　

さ
て
、
桑
田
忠
親
が
千
家
の
屋
号
が
魚
屋
だ
と
い
う
説
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
は
既
に

述
べ
た
。
例
え
ば
、
桑
田
は
「
念
仏
寺
築
地
修
理
料
差
文
（
註
44
）
」（
開
口
神
社
の
神
宮

寺
で
あ
っ
た
念
仏
寺
へ
の
寄
進
名
簿
。
当
時
十
四
歳
の
利
休
が
今
市
町
の
住
人
「
与
四
郎

殿
せ
ん
」
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
利
休
の
初
出
史
料
で
も
あ
る
。
）
を
と
り
あ
げ
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
与
四
郎
殿
と
と
や
」
と
せ
ず
に
、「
与
四
郎
殿
せ
ん
」
と
し
て
い
る
の
は
、
あ
る

い
は
、
与
四
郎
が
ま
だ
、
完
全
に
魚
屋
（
と
と
や
）
の
跡
目
を
相
続
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
か
と
も
、
考
え
ら
れ
る
。

　

後
に
上
梓
し
た
『
千
利
休
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
）
で
は
、
利
休
を
「
魚
屋
千

家
（
田
中
氏
）
の
総
領
息
子
」
と
も
称
し
て
い
る
。
屋
号
と
商
売
内
容
、
そ
の
両
者
を
包

有
す
る
意
で
用
い
て
い
た
よ
う
だ
。
以
降
の
研
究
者
で
は
、
堀
口
捨
己
や
成
川
武
夫
ら
が
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魚
屋
を
屋
号
と
解
し
て
い
る
（
註
16
に
参
考
文
献
と
し
て
掲
載
し
た
著
書
を
参
照
さ
れ
た

い
）
の
だ
が
、
こ
れ
は
一
般
的
に
も
か
な
り
浸
透
し
て
い
る
説
で
あ
り
、
小
説
な
ど
で
は

利
休
の
屋
号
を
魚
屋
（
と
と
や
）
と
記
し
て
い
る
作
品
も
少
な
く
な
い
（
註
45
）
。

　

ま
た
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
百
科
事
典w

ikipedia

で
は
、

利
休
の
生
家
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
（
二
〇
一
六
年
一
月
時
点
）
。

和
泉
国
・
堺
の
商
家
（
屋
号
「
魚
屋
（
と
と
や
）
」
）
の
生
ま
れ
。

　

諸
説
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
魚
屋
説
が
通
説
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は

こ
れ
を
「
利
休
屋
号
魚
屋
」
説
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
同
説
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
を
述

べ
て
お
く
と
、
後
世
に
発
生
し
た
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
先
に
掲
げ
た
史
料
に
は
見
当

た
ら
な
い
話
で
あ
り
、
史
料
的
根
拠
は
乏
し
い
。
そ
こ
で
次
節
以
降
は
、「
利
休
屋
号
魚

屋
」
説
に
対
す
る
批
判
的
立
場
か
ら
反
証
を
挙
げ
て
、
今
述
べ
た
仮
説
の
立
証
を
試
み
た

い
と
思
う
。
ま
た
、
魚
屋
（
と
と
や
）
と
い
う
屋
号
の
発
生
及
び
展
開
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（
二
）
、「
と
と
や
」
と
「
う
を
や
」

　

管
見
の
限
り
、
利
休
の
身
辺
に
屋
号
を
「
魚
屋
」
と
す
る
人
物
が
二
名
い
る
。
利
休
の

在
世
当
時
か
ら
み
ら
れ
る
屋
号
だ
と
い
う
確
認
も
兼
ね
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
魚
屋
立
安
。
利
休
が
立
安
に
宛
て
た
書
状
（
註
46
）
が
残
っ
て
お
り
、
徳
島
藩
祖

の
蜂
須
賀
家
政
（
一
五
五
八―

一
六
三
九
）
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
た
茶
の
湯
釜
を
届
け
る

よ
う
に
指
示
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
利
休
の
甥
と
い
う
伝
承
が
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値

す
る
と
思
う
。
徳
島
藩
十
二
代
藩
主
・
蜂
須
賀
斉
昌
の
命
を
受
け
て
、
嘉
永
四
年
（
一
八

五
一
）
に
中
山
茂
純
が
編
纂
し
た
蜂
須
賀
家
の
編
年
史
『
阿
淡
年
表
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、

泉
州
牧
野
ノ
里
立
安
道
通
ハ
父
ヲ
渡
辺
与
兵
衛
と
云
福
聚
院
御
時
ゟ
度
々
戦
場
之

御
供
仕
天
正
年
間
ニ
戦
死
道
通
幼
稚
之
時
な
れ
ハ
叔
父
千
利
休
が
養
育
ニ
而
成
長

と
あ
っ
て
、
叔
父
の
利
休
が
養
育
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
註
47
）
。
そ
の
後
、

立
安
は
家
政
に
お
供
し
て
阿
波
国
へ
移
り
、
町
人
と
し
て
魚
屋
を
名
乗
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
家
政
が
家
臣
の
栗
井
半
左
衛
門
以
下
三
名
に
宛
て
た
書
状
（
註
48
）
か
ら
は
、

寺
島
で
火
事
が
あ
っ
て
塩
屋
宗
喜
、
魚
屋
立
安
の
屋
敷
が
類
焼
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ

の
両
名
は
千
宗
易
（
利
休
）
が
目
を
か
け
て
い
る
人
物
だ
と
い
う
内
容
も
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
史
料
だ
け
で
血
縁
関
係
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
魚
屋
と
利
休

の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
人
物
だ
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

魚
屋
に
つ
い
て
詳
し
い
豊
田
宗
瓠
の
研
究
（
註
49
）
に
よ
れ
ば
、
立
安
を
初
祖
と
す
る
魚

屋
の
直
系
が
大
正
期
ま
で
徳
島
市
内
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
明
治
期
に
魚

屋
（
と
と
や
）
を
「
う
お
や
」
と
呼
び
方
を
か
え
て
姓
に
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
氏
は
徳
島
市
寺
町
に
あ
る
寺
院
を
調
査
し
、
宝
永
年
間

（
一
七
〇
四―

一
一
）
に
立
安
の
傍
系
で
「
ウ
オ
ヤ
」
と
書
か
れ
た
戒
名
が
あ
る
こ
と
も

突
き
止
め
て
お
り
、
立
安
系
が
「
と
と
や
」
、
他
系
は
「
う
お
や
」
を
称
し
た
と
い
う
考

え
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
前
者
の
根
拠
は
先
の
伝
聞
の
よ
う
で
あ
る
。
過
去
帳
な
ど
の

関
連
史
料
に
は
単
に
「
魚
屋
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
読
み
方
の
変
遷
や
系
統

に
よ
る
差
異
を
史
料
か
ら
確
認
す
る
術
は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
魚
屋
良
向
と
い
う
人
物
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
宗
及
の
記
録
し
た
『
宗
及
他
会

記
』
に
度
々
登
場
し
て
お
り
、
良
向
が
利
休
を
招
い
た
茶
会
の
記
録
も
二
会
あ
る
。
そ
の

内
の
一
会
で
は
、
良
向
が
癡
絶
道
冲
（
ち
ぜ
つ
ど
う
ち
ゅ
う
）
の
墨
跡
を
持
ち
出
し
た
後

に
客
前
で
床
に
釘
を
打
ち
、
正
客
の
利
休
が
そ
の
墨
跡
を
か
け
て
い
る
。
紙
面
の
都
合
も

あ
っ
て
紹
介
で
き
な
い
が
、
茶
会
に
招
か
れ
た
利
休
の
働
き
を
示
す
珍
し
い
記
録
で
あ

る
。
当
日
の
会
記
は
『
宗
及
他
会
記
（
註
50
）
』
で
二
ヶ
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

『
宗
及
自
会
記
（
註
51
）
』
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
正
月
十
九
日
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

良
向
は
利
休
屋
敷
の
あ
る
今
市
（
町
）
の
住
人
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
宗
及
が
町
名
を
勘

違
い
し
て
記
録
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
信
ず
れ
ば
、
利
休
と
同
町
内
に
住
ん
で

い
た
こ
と
に
な
る
。
茶
会
の
内
容
に
併
せ
て
、
親
し
い
人
物
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
以
上
に
紹
介
し
て
き
た
両
名
は
、
利
休
と
か
な
り
近
い
関
係
に
ま
で
迫
り
得
る

人
物
だ
と
い
え
よ
う
。
特
に
立
安
は
利
休
の
甥
と
い
う
話
も
み
え
る
が
、
利
休
の
屋
号
が

魚
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
説
も
信
ず
る
に
足
る
説
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、「
魚
屋
」
の

字
音
に
注
目
し
て
み
た
い
と
思
う
。
具
体
的
に
い
え
ば
、「
利
休
屋
号
魚
屋
」
説
が
一
様

に
「
魚
屋
」
を
「
と
と
や
」
と
読
ま
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
「
魚
」
は
「
と
と
」
以
外
に
も
、「
な
」
と
か
「
う
を
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。『
日
葡

辞
書
』
に
は
、「
と
と
」
は
婦
人
語
で
「
う
を
」
と
同
義
だ
と
記
さ
れ
て
お
り
（
註
52
）
、

易
林
が
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
刊
行
し
た
と
い
う
『
易
林
本
節
用
集
（
註
53
）
』
を
確
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認
し
て
み
る
と
、

　
　

斗
〃　

和
国
兒
女
呼
魚
曰
斗
〃
（
以
下
略
）

と
あ
っ
て
、『
日
葡
辞
書
』
の
記
述
と
共
通
す
る
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

と
も
す
れ
ば
魚
屋
（
と
と
や
）
説
に
問
題
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
利
休
在
世
当
時

に
屋
号
魚
屋
を
「
う
を
や
」
と
読
ま
せ
た
例
が
確
認
で
き
る
一
方
で
、「
と
と
や
」
の
字

音
を
当
て
て
い
る
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
疑
問
を
呈
し
た
い
。

　

ま
ず
は
「
う
を
や
」
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。
前
述
の
「
念
仏
寺
築
地
修
理

料
差
文
」
に
は
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
時
点
に
お
け
る
堺
南
荘
の
町
衆
一
一
四
名
の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
甲
斐
町
に
「
又
五
郎
殿
う
を
や
」
、
中
町
に
「
弥
次
郎
殿
う

を
や
」
が
居
て
、
屋
号
を
「
う
を
や
」
と
す
る
町
人
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。

　

そ
し
て
後
者
は
、
春
日
大
社
に
現
存
す
る
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
銘
の
石
燈
篭
を
寄

贈
し
た
と
い
う
「
堺
魚
屋
弥
次
郎
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
図
一
参
照
（
註
54
）
）
。
魚
屋

を
「
う
を
や
」
と
読
ま
せ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
一
例
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、「
と
と
や
」
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
に
斗
々
屋
御
覺

と
い
う
人
物
が
茶
会
を
開
い
て
お
り
（
註
55
）、
近
世
後
半
期
に
斗
々
屋
と
い
う
米
問
屋（
註
56
）

が
い
た
こ
と
な
ど
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
魚
屋
を
「
と
と
や
」
と
読
ま
せ
た
理
由
に
は

な
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
明
治
時
代
に
魚
屋
（
と
と
や
）
を

「
う
お
や
」
姓
に
改
め
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
が
、
史
料
的
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

筆
者
の
調
べ
た
限
り
に
は
な
る
が
、
当
時
の
発
音
と
い
う
観
点
か
ら
「
魚
屋
」
を
「
と

と
や
」
と
読
ま
せ
た
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
え
て

「
と
と
や
」
と
読
ま
せ
る
積
極
的
な
理
由
は
見
出
せ
な
い
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
「
う
を

や
」
と
読
む
の
が
適
当
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
利
休
屋
号
魚
屋
」

説
に
つ
い
て
は
、
伝
記
に
お
い
て
で
さ
え
明
記
さ
れ
た
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、

諸
々
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
根
拠
の
な
い
説
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。

　

さ
て
、『
利
休
大
事
典
』
で
は
、
前
述
の
魚
屋
良
向
が
「
と
と
や
り
ょ
う
こ
う
」
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
屋
号
魚
屋
を
「
と
と
や
」
と
す
る
の
は
主
に
茶

道
書
籍
に
目
立
つ
傾
向
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
堺
市
史
』
第
八
巻
の

索
引
を
確
認
し
て
み
る
と
魚
屋
弥
次
郎
を
は
じ
め
、
幾
人
か
の
魚
屋
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
五
十
音
順
で
は
全
て
「
う
を
や
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
註
57
）
。

　

後
者
の
よ
う
に
「
う
を
や
」
と
読
ま
せ
る
の
は
、
史
料
的
な
根
拠
が
あ
る
の
で
理
解
で

き
る
が
、
茶
道
関
連
書
籍
に
お
い
て
「
と
と
や
」
の
読
み
方
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
以
上
を
鑑
み
れ
ば
、
茶
道
史
上
で
通
例
化
に
至
る
要
因
が
あ
っ

た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
次
節
で
は
、
茶
道
関
連
の
記
録
か
ら
魚
屋

（
と
と
や
）
称
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

（
三
）
、「
と
と
や
」
に
つ
い
て

　

茶
道
史
上
、
魚
屋
に
「
と
と
や
」
の
読
み
を
積
極
的
に
当
て
て
き
た
例
と
し
て
、
高
麗

茶
碗
の
銘
を
挙
げ
た
い
。
銘
と
い
う
よ
り
は
、「
と
と
や
」
を
称
す
る
高
麗
茶
碗
の
分
類

名
称
と
い
う
方
が
適
当
だ
ろ
う
か
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
、
高
橋
箒
庵
に
よ
っ
て

編
纂
、
刊
行
さ
れ
た
『
大
正
名
器
鑑
』
は
当
時
に
名
高
い
茶
道
具
を
集
成
し
た
名
物
記
だ

が
、「
朝
鮮
茶
碗
」
が
主
題
の
第
七
編
に
は
「
魚
屋
之
部
」
が
設
け
ら
れ
、「
利
休
と
ゝ
や

（
註
58
）
」
や
「
江
戸
魚
屋
」
な
ど
計
十
二
点
の
茶
碗
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
註
59
）
。

　

各
茶
碗
に
付
属
す
る
譲
り
状
や
書
付
け
を
み
て
い
く
と
、
斗
々
屋
や
渡
々
屋
、
魚
々
屋

な
ど
様
々
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
読
み
は
全
て
「
と
と
や
」
で
あ
り
、
先
述
し

た
よ
う
に
大
分
類
で
は
魚
屋
之
部
に
属
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
正
時
代
に
は
魚
屋
（
と

と
や
）
が
茶
碗
の
分
類
を
表
す
名
称
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
述
の
「
利
休
と
ゝ
や
」（
図
二
参
照
）
の
解
説
に
は
、
「
と
と
や
」
は

魚
屋
、
も
し
く
は
「
斗
々
屋
と
も
書
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

利
休
の
所
持
せ
し
と
ゝ
や
茶
碗
な
り
を
以
て
此
名
あ
り
。
と
ゝ
は
日
本
俗
語
魚
の

義
と
ゝ
や
は
魚
屋
に
て
、
斗
々
屋
と
も
書
く
。

　

時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
名
物
茶
道
具
の
情
報
を
掲
載
し
た
名
物
記
を
確
認
し
て
い
く

と
、
松
平
治
郷
（
不
昧
）
が
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
刊
行
し
た
『
古
今
名
物
類
聚

（
註
60
）
』
に
は
、「
利
休
古
織
よ
り
伝
」
わ
る
「
斗
々
屋
」
と
、
小
堀
大
膳
（
遠
州
流
六

世
政
寿
か
）
所
持
の
「
高
麗
と
ゝ
屋
」
の
二
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
大
正
名
器
鑑
』

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
ほ
ど
の
数
量
は
な
い
上
に
、
魚
屋
の
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
様
子

も
な
い
。
ち
な
み
に
、
『
古
今
名
物
類
聚
』
と
時
代
の
近
い
史
料
で
は
、
文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）
成
立
の
『
茶
道
筌
蹄
（
註
61
）
』
と
い
う
茶
書
に
「
斗
々
屋
」
と
い
う
茶
碗

の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
時
代
は
上
っ
て
、
萬
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
発
刊
の
『
玩
貨
名
物
記
（
註
62
）
』

に
よ
れ
ば
、
小
堀
遠
州
の
次
男
・
小
堀
大
膳
（
宗
慶
）
が
「
と
ゝ
や
」
を
所
持
し
て
い
る
。

一
と
ゝ
や　
　
　
　

小
堀
大
膳
殿

　

そ
し
て
、
正
保
年
間
（
一
六
四
四―

四
八
）
頃
成
立
と
さ
れ
る
『
松
屋
名
物
集
（
註
63
）
』

に
は
遠
州
所
持
の
「
斗
々
屋
茶
碗
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
の
成
立
と
さ
れ
る

名
物
記
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
を
名
物
記
に
お
け
る
初
見
と
考

え
た
い
。
つ
ま
り
、『
大
正
名
器
鑑
』
で
は
「
斗
々
屋
」
よ
り
も
「
魚
屋
」
の
字
が
主
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
登
場
の
早
い
記
録
に
は
「
斗
々
屋
」
や
「
と
ゝ
や
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
時
を
経
て
「
魚
屋
」
の
字
が
現
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
茶
会
内
容
を
書
き
留
め
た
茶
会
記
に
目
を
や
る
と
、
寛
永
二
年
（
一
六
二

五
）
、
遠
州
の
茶
会
（
『
寛
永
初
之
日
記　

小
堀
遠
州
茶
之
湯
置
合
之
留
（
註
64
）
』
）
で

使
用
さ
れ
て
い
る
「
と
ゝ
や
茶
碗
」
が
初
出
（
註
65
）
で
あ
る
。
以
降
、
遠
州
は
茶
会
で

「
ト
ゝ
ヤ
」
、
「
と
ゝ
や
」
を
し
ば
し
ば
使
用
し
て
い
る
の
だ
が
、
斗
々
屋
も
し
く
は
魚

屋
の
よ
う
な
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
以
上
、
幾
つ
か
の
名
物
記

と
茶
会
記
を
確
認
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
登
場
の
早
い
例
に
魚
屋
の
字
は
現
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
思
う
。

　

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
で
は
魚
屋
（
と
と
や
）
と
い
う
表
記
が
積
極

的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
同
書
の
参
考
史
料
を
確
認
し
て

み
る
と
「
利
休
と
ゝ
や
」
の
解
説
で
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
史
料
に
遠
州
流
茶
道
宗

家
七
世
・
小
堀
宗
友
の
記
し
た
『
宗
友
記
（
註
66
）
』
が
あ
っ
て
、
次
の
一
文
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。

此
茶
碗
利
休
所
持
、
根
元
魚
屋
よ
り
求
め
候
に
付
と
ゝ
や
と
称
せ
ら
れ
候
由

　

利
休
所
持
の
茶
碗
で
あ
り
、
魚
屋
か
ら
求
め
た
の
で
「
と
ゝ
や
」
と
称
せ
ら
れ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
利
休
が
魚
屋
之
店
で
見
出
し
た
（
註
67
）
と
い
う
説
も
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
同
書
に
お
い
て
「
と
ゝ
や
は
魚
屋
に
て
、
斗
々
屋
と
も
書

く
。」
と
書
か
れ
て
い
る
史
料
的
根
拠
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
外
に
も
「
と
と
や
」
茶
碗
の
由
来
を
伝
え
る
記
録
は
あ
る
。
前

述
の『
茶
道
筌
蹄
』
に
は
、
堺
の
斗
々
屋
に
舶
来
し
た
高
麗
茶
碗
が
由
来
だ
と
記
さ
れ

て
い
る
し
、
魚
屋
良
向
好
み
の
茶
碗
に
由
来
す
る
（
註
68
）
と
い
う
説
も
あ
る
よ
う
だ
。

異
説
は
様
々
だ
が
、
商
人
や
商
家
の
屋
号
「
と
と
や
（
魚
屋
、
斗
々
屋
）
」
に
由
来
す

る
と
い
う
点
は
共
通
し
て
お
り
、
そ
こ
に
魚
屋
（
と
と
や
）
が
現
れ
て
い
る
こ
と
は

見
逃
せ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
確
認
し
て
き
た
情
報
を
整
理
し
て
お
く
。「
と
と
や
」
銘
の
高
麗
茶
碗
が

利
休
没
後
の
十
七
世
紀
前
半
に
登
場
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
初
期
に
は
単
に

「
と
ゝ
や
」
も
し
く
は
「
斗
々
屋
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
時
代
が
下
る
と

「
魚
屋
」
と
い
う
字
の
出
現
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
近
世
か
ら
近
代

に
か
け
て
魚
屋
（
と
と
や
）
は
分
類
名
称
に
な
り
、
類
す
る
茶
碗
は
増
加
し
て
い
く
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、「
と
と
や
」
と
い
う
音
が
先
行
し
て
、
後
に

「
魚
屋
」
の
字
が
当
て
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

本
節
で
は
主
に「
と
と
や
茶
碗
」
を
通
し
て
、
魚
屋
（
と
と
や
）
称
の
発
生
・
展
開
を

み
て
き
た
。
こ
の
他
に
も
、
同
呼
称
に
関
し
て
時
代
を
追
っ
て
調
査
で
き
る
よ
う
な
資
料

が
な
い
か
探
し
て
み
た
も
の
の
、
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
今
回
の
調
査
だ
け
で
十
分
だ
と

は
思
っ
て
い
な
い
が
、
魚
屋
（
と
と
や
）
称
は
、
特
に
高
麗
茶
碗
の
由
来
の
中
に
現
れ
て

拡
散
し
た
存
在
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
本
稿
の
結
論
と
し
て
お
き
た
い
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、「
利
休
屋
号
魚
屋
」
説
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
も
述
べ
て
お

く
。
ま
ず
は
本
節
で
情
報
を
整
理
し
て
き
た
よ
う
に
「
と
と
や
茶
碗
」
が
茶
道
界
に

受
容
さ
れ
、
魚
屋
（
と
と
や
）
の
読
み
が
通
例
化
し
た
と
い
う
背
景
は
留
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
特
に
茶
道
関
連
書
籍
に
お
い
て
屋
号
に
魚
屋
（
と
と
や
）
と
読
ま
せ
る

例
が
多
く
見
ら
れ
る
理
由
は
、
茶
碗
を
媒
体
と
し
て
拡
散
し
た
情
報
だ
と
考
え
れ
ば

不
自
然
は
な
い
。

　

利
休
の
家
業
を
魚
問
屋
と
解
す
る
の
は
問
題
な
い
に
し
て
も
、「
利
休
屋
号
魚
屋
」
説

が
情
報
の
混
同
に
よ
る
誤
解
か
ら
生
じ
た
説
だ
と
い
う
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
利

休
研
究
の
泰
斗
・
桑
田
忠
親
が
魚
屋
（
と
と
や
）
を
屋
号
及
び
商
売
を
包
有
す
る
意
で
用

い
て
い
た
よ
う
に
、
広
義
を
示
し
得
る
が
故
に
情
報
の
混
同
が
起
き
や
す
い
単
語
で
は
あ

る
の
だ
が
、
学
術
的
な
支
持
を
得
た
同
説
は
後
発
の
論
考
・
作
品
に
も
影
響
を
与
え
、
通

説
化
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
史
料
的
根
拠
が
希
薄
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
通
説

だ
と
い
う
こ
と
や
、
屋
号
魚
屋
を
あ
え
て
「
と
と
や
」
と
読
ま
せ
る
理
由
な
ど
を
考
慮
す

れ
ば
適
当
な
結
論
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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図一　奈良春日大社燈籠（『堺市史』より）図二　本手利休斗々屋茶碗　藤田美術館蔵

四
、
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
利
休
の
家
業
に
関
連
す
る
史
料
紹
介
に
は
じ
ま
り
、「
財
産
処
分
状
」
に

記
さ
れ
て
い
る
塩
魚
座
に
関
す
る
条
文
を
検
証
し
、
家
業
に
関
連
し
て
屋
号
の
問
題
に
も

言
及
し
て
き
た
。
特
に
「
利
休
屋
号
魚
屋
」
説
に
つ
い
て
の
考
証
も
試
み
た
も
の
で
あ

る
。
今
回
の
研
究
成
果
と
し
て
は
二
点
の
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

一
点
目
は
家
業
に
つ
い
て
、
魚
問
屋
や
納
屋
と
い
う
伝
承
と
一
次
史
料
を
照
合
し
な
が

ら
検
証
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
検
討
を
要
す
る
こ
と
も
多
い
が
、
利
休
の
商
い

に
関
す
る
研
究
自
体
が
少
な
い
中
で
は
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

二
点
目
に
は
、
「
利
休
屋
号
魚
屋
」
説
に
対
し
て
、
批
判
的
立
場
か
ら
一
定
の
回
答
を

提
示
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
魚
屋
（
う
を
や
）
の
存
在
が
一
次
史
料
に
現
れ
て
い
る
こ

と
、
魚
屋
（
と
と
や
）
と
読
ま
せ
る
積
極
的
な
例
が
近
代
以
降
の
茶
道
関
連
書
籍
に
目
立

つ
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
き
た
。
「
利
休
屋
号
魚
屋
」
説
が
後
世
に
発
生
し
た
と
い
う
本

稿
の
仮
説
に
つ
い
て
は
、
一
応
立
証
で
き
た
も
の
と
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
魚
屋
（
と
と
や
）
称
の
浸
透
に
つ
い
て
は
、「
と
と
や
」
銘
の
茶
碗
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
結
論
と
し
て
述
べ
た
。
工
芸
史
を
は
じ
め
、
言
語
学
的

な
分
野
に
踏
み
込
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
回
の
検
証
だ
け
で
は
不
十
分
な
点
も
多
々
あ

る
と
思
う
。
様
々
な
研
究
分
野
か
ら
厳
し
い
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
論
は
相
当
に
史
料
が
乏
し
い
状
態
で
検
証
作
業
を
行
っ
て
き
た
の
で
、
あ

る
い
は
偏
向
的
な
結
論
に
導
か
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
研
究
対
象
を

絞
っ
た
こ
と
で
見
逃
し
た
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
個
別
的
研
究
は
重
要
だ
が
、
商
人
と
し

て
の
利
休
を
正
し
く
評
価
す
る
た
め
に
も
全
体
像
の
把
握
は
必
須
で
あ
る
か
ら
、
点
に
留

ま
ら
な
い
俯
瞰
的
視
野
の
醸
成
を
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　

今
回
の
主
題
に
揚
げ
て
き
た
利
休
の
家
業
に
関
す
る
背
景
に
は
国
際
的
な
商
業
都
市
で

あ
っ
た
堺
の
ま
ち
と
周
辺
を
と
り
ま
く
人
間
関
係
が
あ
っ
て
、
堺
の
商
人
・
利
休
に
と
っ

て
は
茶
の
湯
者
と
し
て
の
立
身
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
論
題
で
あ
る
。
今
後
は
、
よ
り
学

際
的
な
検
証
作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
文
中
、
敬
称
は
略
し
ま
し
た
）
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註註
1　
『
北
野
社
家
日
記
』
巻
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
八
）

註
2　
『
特
別
展
覧
会
四
百
年
忌
千
利
休
展
』（
京
都
国
立
博
物
館
、一
九
九
〇
）一
八
八
頁

註
3　
『
利
休
大
事
典
』（
淡
交
社
、
一
九
八
九
）
五
四
頁

註
4　

例
／
山
上
宗
二
に
宛
て
た
書
状
に
よ
れ
ば
、
宗
二
よ
り
依
頼
を
受
け
た
墨
蹟
の
表

具
を
仕
立
て
て
い
る
。
前
掲
註
3
、
五
六
六
頁
参
照
。

註
5　

例
／
利
休
は
大
徳
寺
聚
光
院
に
永
代
供
養
と
し
て
定
納
米
七
石
を
寄
進
し
て
い
る

の
だ
が
、
聚
光
院
に
は
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
示
す
書
状
が
残
っ
て
い
る
。
詳
し

く
は
、
千
原
弘
臣
『
利
休
の
年
譜
』（
淡
交
社
、
一
九
八
二
）
二
六
六
頁
参
照
。

註
6　

前
掲
註
3
、
六
五
二
頁

註
7　

村
井
康
彦
『
千
利
休
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
七
）

註
8　
『
墨
海
山
筆
』
巻
二
十
二
所
収
、
国
立
公
文
書
館
蔵

註
9　

松
山
吟
松
庵
校
註
、
熊
倉
功
夫
補
訂
『
茶
道
四
祖
伝
書
』（
思
文
閣
、
一
九
七
四
）

註
10　

中
田
易
直
校
訂
『
糸
乱
記
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
九
）
十
頁

註
11　

前
掲
註
3
、
三
九
頁

註
12　

三
浦
圭
一
「
中
世
都
市
と
町
場
」『
大
阪
府
史　
第
四
巻　
中
世
編
Ⅱ
』（
大
阪
府
、

一
九
八
一
）
三
七
八
頁

註
13　

前
掲
註
3
、
六
六
〇
頁

註
14　
『
茶
之
湯
六
宗
匠
之
伝
記
』
一
巻
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

註
15　

白
嵜
顕
成
『
茶
道
望
月
集　

顕
岑
院
本
二
』（
思
文
閣
、
二
〇
一
三
）
七
〇
七
頁

註
16　

本
稿
で
、
掲
げ
ら
れ
な
か
っ
た
参
考
文
献
は
次
に
示
し
て
お
く
。

竹
内
尉
『
千
利
休
』（
創
元
社
、
一
九
三
九
）

鈴
木
半
茶
「
千
利
休
小
傳
」（
『
千
利
休
全
集
』
、
學
藝
書
院
、
一
九
四
一
）

西
堀
一
三
『
若
き
日
の
利
休
』（
河
原
書
店
、
一
九
四
八
）

小
宮
豊
隆
『
茶
と
利
休
』（
角
川
書
店
、
一
九
五
六
）

豊
田
武
『
堺―

商
人
の
進
出
と
都
市
の
自
由―

』（
至
文
堂
、
一
九
五
七
）

杉
本
捷
雄
『
千
利
休
と
そ
の
周
辺
』（
淡
交
社
、
一
九
七
〇
）

堀
口
捨
己
『
利
休
の
茶
』（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
〇
）

数
江
教
一
『
わ
び―

侘
茶
の
系
譜
』
（
塙
書
房
、
一
九
七
三
）

唐
木
順
三
『
千
利
休
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
）

熊
倉
功
夫
『
千
利
休　

わ
び
茶
の
美
と
こ
こ
ろ
』（
平
凡
社
、
一
九
七
八
）

永
島
福
太
郎
「
利
休
の
消
息
」（
『
茶
道
聚
錦
三　
千
利
休
』
、小
学
館
、一
九
八
三
）

成
川
武
夫
『
千
利
休　

茶
の
美
学
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
三
）

小
松
茂
美
『
利
休
の
手
紙
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
）

筒
井
紘
一
「
利
休
の
茶
」（
前
掲
註
2
）
三
一
一
頁

米
原
正
義
『
天
下
一
名
人　

千
利
休
』（
淡
交
社
、
一
九
九
三
）

神
津
朝
夫
『
千
利
休
の
「
わ
び
」
と
は
な
に
か
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
五
）

註
17　

土
井
忠
生
、
森
田
武
、
長
南
実
翻
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
、一
九
八
〇
）

註
18　

林
屋
辰
三
郎
「
座
の
環
境
」（
『
日
本
芸
能
史
論
』
第
一
巻
、
淡
交
社
、
一
九
八
六
）

註
19　

槇
佐
知
子
訳
『
医
心
方　

巻
三
十　

食
養
編
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
）
に
、

「
五
味
之
中
唯
此
不
可
闕
然
以
浸
魚
肉
則
能
経
久
不
敗
」
と
あ
る
。

註
20　

宮
本
常
一
『
塩
の
道
（
第
六
〇
刷
）
』（
講
談
社
、
一
九
八
五
）

註
21　
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
、
岡
田
章
雄
訳
注
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化

（
第
三
二
刷
）
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
）
一
〇
五
頁

註
22　
『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信　

上
巻
（
第
三
版
）
』（
雄
松
堂
書
店
、
初
版
一
九
二
八
、

改
訂
復
刻
版
一
九
六
六
）
二
五
五
頁

註
23　

前
掲
註
21
、
一
三
六
頁

註
24　

高
橋
忠
彦
、
高
橋
久
子
編
著
『
庭
訓
往
来　
影
印
と
研
究
』（
新
典
社
、
二
〇
一
四
）

註
25　
『
国
史
大
辞
典　

第
一
巻
（
あ
〜
い
）
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
）
三
二
頁

註
26　
『
宇
治
市
史
二　

中
世
の
歴
史
と
景
観
』（
宇
治
市
役
所
、
一
九
七
四
）
四
四
七
頁

註
27　
『
和
泉
式
部
集
・
和
泉
式
部
続
集
（
六
刷
）
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
）
二
一
二
頁

引
用
に
関
し
て
、
原
文
中
の
「
」
を
本
稿
で
は
『
』
に
改
め
て
い
る
。

註
28　
『
群
書
類
聚　

第
十
八
輯　

日
記
部
・
紀
行
部
』（
続
群
書
類
聚
完
成
会
、
発
行

一
九
三
二
、
訂
正
三
版
第
四
刷
一
九
七
九
）

註
29　
『
新
修
泉
佐
野
市
史
巻
五　

史
料
編
中
世
Ⅱ
』（
泉
佐
野
市
、
二
〇
〇
一
）
四
三
頁

註
30　

同
右
、
四
七
八
頁

註
31　
『
国
史
大
辞
典　

第
一
巻
（
と
〜
に
そ
）
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
）
一
〇
頁

註
32　

三
浦
圭
一
「
経
済
生
活
の
変
化
」『
大
阪
府
史　
第
四
巻　
中
世
編
Ⅱ
』（
大
阪
府
、

一
九
七
九
）
、
二
七
四
頁

註
33　
「
足
利
高
氏
御
教
書
」（
『
春
日
大
社
文
書
』
第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
）

註
34　
〔 

〕
内
は
、
同
書
に
お
け
る
「
問
公
事
銭
」
の
解
説
を
引
用
し
た
。
ま
た
、
原
文

で
は
「
銀
百
匁
」
と
あ
る
が
、
「
銀
百
両
」
が
適
当
と
判
断
し
、
改
め
て
い
る
。
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註
35　
『
今
井
宗
久
書
札
留
』（
『
堺
市
史　

続
編　

第
五
巻
』
、
堺
市
、
一
九
七
四
）

註
36　
『
石
州
銀
展
』（
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
八
）
二
七
頁

註
37　
『
国
史
大
辞
典　

第
四
巻
（
き
〜
く
）
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
）「
京
目
」

参
照
。
銀
一
両
＝
四
匁
五
分
の
設
定
は
『
大
内
氏
掟
書
』（
一
四
八
四
）
を
参
考

に
し
た
。
ち
な
み
に
、『
長
闇
堂
記
』
に
よ
れ
ば
十
六
世
紀
末
に
米
一
石
は
銀
十
匁

で
あ
っ
た
と
い
う
。

註
38　

下
一
桁
が
〇
の
場
合
は
「
目
」
を
付
け
る
が
、
本
稿
で
は
「
匁
」
で
統
一
し
た
。

註
39　
『
高
根
沢
町
史　

史
料
編
Ⅰ　

原
始
古
代
・
中
世
』（
高
根
沢
町
、
一
九
九
六
）

註
40　

同
書
同
年
月
六
日
の
記
録
で
は
片
島
（
現
・
た
つ
の
市
）に
て
「
艮
十
匁
五
分
此
代

壱
貫
五
十
文
請
取
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
は
銀
一
匁
あ
た
り
一
〇
〇
文
に
な
る
。

註
41　

前
掲
註
3
、
五
六
〇
頁

註
42　

本
稿
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
熊
倉
の
指
摘
が
早
い
。
以
下
参
照
。
熊
倉
功
夫

『
茶
の
湯
の
歴
史　

千
利
休
ま
で
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
〇
）
一
四
七
頁

註
43　

中
村
修
也
「
千
利
休
の
誕
生
」（
『
茶
の
湯
文
化
学
会
会
報
』
№
56
、
二
〇
〇
八
）

註
44　
『
開
口
神
社
史
料
』（
開
口
神
社
社
務
所
、
一
九
七
五
）

註
45　

例
え
ば
、
三
浦
綾
子
『
千
利
休
と
そ
の
妻
た
ち
』（
一
九
八
〇
、
主
婦
の
友
社
）

で
は
、「
魚
屋
（
と
と
や
）
千
家
」
を
継
い
だ
と
表
現
し
て
い
る
。

註
46　
『
阿
波
の
茶
の
湯
』（
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
、
二
〇
一
一
）
一
九
頁

註
47　
『
徳
島
県
史
料
』
第
一
巻
（
徳
島
県
、
一
九
六
四
）
二
一
頁

註
48　

前
掲
註
46
、
二
〇
頁

註
49　

豊
田
宗
瓠
『
阿
波
の
名
跡
阿
波
千
家―

千
道
安
・
塩
屋
・
魚
屋
の
研
究
』（
出
版
、

一
九
七
七
）

註
50　
『
茶
道
古
典
全
集　

第
七
巻
（
三
版
）
』（
淡
交
社
、
一
九
五
六
）

註
51　
『
茶
道
古
典
全
集　

第
八
巻
（
三
版
）
』（
淡
交
社
、
一
九
五
六
）

註
52　

前
掲
註
17
、
六
七
〇
頁
に
「Toto.

ト
ト
（
と
と
）Iuo

（
魚
）
に
同
じ
．
魚
．
こ

れ
は
婦
人
語
で
あ
る
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

註
53　
『
日
本
古
典
全
集　

節
用
集　

易
林
本
』（
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
、
一
九
二
六
）

註
54　
『
堺
市
史　

第
二
巻　

本
編
第
二
』（
堺
市
、
一
九
七
七
）
七
六
頁
。
原
文
で
は

「
春
日
神
社
燈
籠
」
だ
が
、
改
称
を
受
け
て
本
稿
で
は
「
春
日
大
社
燈
籠
」
と

し
た
。

註
55　
『
茶
道
古
典
全
集　

第
九
巻
（
三
版
）
』（
淡
交
社
、
一
九
五
六
）
一
九
一
頁

註
56　
『
堺
市
史　

第
三
巻　

本
編
第
三
』（
堺
市
、
一
九
三
〇
）
四
四
七
頁

註
57　
『
堺
市
史　

第
八
巻　

索
引
・
年
表　

編
纂
沿
革
』（
堺
市
、
一
九
三
〇
）
二
一
頁

註
58　

本
手
利
休
斗
々
屋
茶
碗
。
紹
鷗
、
利
休
、
織
部
、
遠
州
所
持
の
伝
来
を
持
つ
大

名
物
。

註
59　
『
復
刻
大
正
名
器
鑑　

第
七
編
』（
ア
テ
ネ
書
房
、
一
九
九
七
）
。

註
60　
「
古
今
名
物
類
聚　

上
」『
覆
刻　

日
本
古
典
全
集
』（
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
八
）

註
61　
『
茶
道
筌
蹄
』（
桃
夭
会
、
二
〇
〇
四
）
巻
之
五　

四

註
62　
『
茶
道
古
典
全
集　

第
十
二
巻　

補
遺
二
（
三
版
）
』（
淡
交
社
、
一
九
五
六
）

註
63　

同
右

註
64　

小
堀
宗
慶
編
『
小
堀
遠
州
茶
会
記
集
成
』（
主
婦
の
友
社
、
一
九
九
六
）

註
65　

谷
晃
「
高
麗
茶
碗
概
説
」『
高
麗
茶
碗―

論
考
と
資
料
』（
河
原
書
店
、
二
〇
〇
三
）

註
66　
『
宗
友
記
』
三
巻　

国
立
国
会
図
書
館
蔵

註
67　
『
従
好
録
』　

国
立
国
会
図
書
館
蔵

註
68　

桑
田
忠
親
『
茶
道
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
五
六
）

（
い
ず
み
れ
い
じ
ろ
う
／
当
館
学
芸
員
）

【
付
記
】
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
茶
道
資
料
館
副
館
長
筒
井
紘
一
氏
、
今
日
庵
文

庫
徳
丸
貴
尋
氏
、
当
館
学
芸
課
渋
谷
一
成
副
主
査
、
小
松
原
瑞
穂
氏
ほ
か
多
く
の
方
々
に

ご
教
示
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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１　

堺
に
も
「
お
台
場
」
が
あ
っ
た

　
「
お
台
場
」
と
い
う
と
東
京
の
湾
岸
の
地
名
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
と
も
と
台
場
と
は
大
砲
を
設
置
す
る
場
所
、
砲
台
と
い
う
意
味
で
、

東
京
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
幕
末
に
は
、
た
く
さ
ん
の
外
国
船
が

日
本
列
島
に
接
近
・
来
航
し
て
く
る
な
か
で
、
全
国
各
地
の
海
岸
に
台
場
が
築
か
れ
た
の

で
す
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
東
京
の
「
お
台
場
」
は
、
一
八
五
三
年
に
ペ
リ
ー
が
黒
船
に

乗
っ
て
来
航
し
た
と
き
か
ら
建
造
が
開
始
さ
れ
た
「
品
川
台
場
」
が
築
か
れ
た
場
所
で
す
。

　

台
場
の
建
造
は
大
阪
湾
も
例
外
で
は
な
く
、
そ
の
一
つ
が
「
堺
台
場
」
で
す
。
堺
で
は

現
在
の
大
浜
公
園
に
築
か
れ
ま
し
た
。
当
時
の
絵
図
【
写
真
左
上
。
堺
市
立
中
央
図
書
館

蔵
】
が
残
っ
て
い
ま
す
。
一
八
六
四
年
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
台
場
を
囲
む
よ
う
に
築
か

れ
た
石
垣
は
、
今
で
も
大
浜
公
園
に
残
っ
て
い
ま
す
【
写
真
左
下
】
。
現
在
残
っ
て
い
る

台
場
は
、
正
確
に
は
「
堺
南
台
場
」
と
い
い
ま
す
。
旧
堺
港
を
挟
ん
だ
北
側
に
大
浜
北
公

園
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
な
ご
り
の
遺
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
堺
北
台
場
」
が
あ
り
ま

し
た
。
一
八
五
五
年
に
描
か
れ
た
絵
図
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
台
場
を
中
心
に
堺
と
世
界
を
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
今
日
の
講
演
の

テ
ー
マ
で
す
。
大
阪
湾
の
内
側
に
は
た
く
さ
ん
の
台
場
が
築
か
れ
た
の
で
す
が
、「
堺
台

場
」
に
は
面
白
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
堺
だ
け
が
一
八
五
〇
年
代
に
築
か
れ
た
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
【
図
左
】
。
他
の
台
場
は
、
幕
末
の
動
乱
が
本
格
化
し
て
き
た
一
八

六
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
建
造
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
と
世
界
が
出
会
っ
た
と
き
・
堺　

一
八
五
四

後　

藤　

敦　

史

大阪市西淀川区中島
大阪市西淀川区西島
大阪市此花区常吉
大阪市此花区島屋
大阪市港区築港
大阪市住之江区柴谷
堺市堺区大浜北町
堺市堺区大浜北町
尼崎市大高洲町
尼崎市丸島町
尼崎市今福
尼崎市南初島町
尼崎市大浜町
西宮市今津真砂町
西宮市西波止町
神戸市中央区東川崎町
神戸市兵庫区和田岬町

布屋新田台場
矢倉新田台場
常吉新田台場
島屋新田台場
天保山台場
千本松台場
堺北台場
堺南台場
大高洲新田台場
丸島台場
今福村台場
初島新田台場
末新田台場
今津砲台
西宮砲台
湊川砲台
和田岬砲台

名称 所在地
大坂湾の主要台場・砲台跡

大阪歴史学会企画委員会編「大阪湾岸の台場跡」（『ヒストリア』217号）、106頁より

建築主体 築造年（推定）
岡山藩
岡山藩
岡山藩
岡山藩
幕府
幕府
堺奉行
堺奉行
尼崎藩
尼崎藩
尼崎藩
尼崎藩
尼崎藩
幕府
幕府
幕府
幕府

1861年
1861年
1861年
1861年
1864年
1864年

1854-1856年
1857-1858年
1863-1864年
1863年
1863年
1863年
1863年

1863-1866年
1863-1866年
1863-1864年
1863-1864年
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で
は
、
な
ぜ
「
堺
台
場
」
は
早
く
築
造
さ
れ
た
の
か
？̶

̶

こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２　

も
う
一
つ
の
「
黒
船
来
航
」
と
大
阪
湾

　
「
黒
船
来
航
」
と
は
、
一
八
五
三
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ペ
リ
ー
艦
隊
が
浦
賀
沖
に

来
航
し
た
事
件
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
後
、
幕
府
は
「
品
川
台
場
」
を
は
じ
め

と
し
て
全
国
に
防
御
の
た
め
の
台
場
建
造
を
進
め
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
の
幕
府
は
財
政

難
に
陥
っ
て
お
り
、「
品
川
台
場
」
だ
け
で
も
た
い
へ
ん
な
支
出
で
あ
り
、
他
の
地
域
を

ど
う
す
る
か
は
大
き
な
問
題
で
し
た
。
一
八
五
四
年
八
月
に
、
幕
府
の
財
政
担
当
の
勘
定

奉
行
た
ち
が
意
見
書
を
出
し
て
、「
江
戸
に
外
国
船
が
や
っ
て
く
る
の
は
、
江
戸
城
が
近

く
、
要
求
が
受
け
入
れ
な
れ
な
い
と
き
に
は
戦
争
を
す
る
と
い
う
脅
か
し
を
か
け
や
す
い

か
ら
で
、
大
阪
と
は
わ
け
が
ち
が
う…

」
と
い
う
趣
旨
の
指
摘
を
し
て
い
ま
す
。
暗
に
大

阪
に
は
来
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
大
阪
湾
の
台
場
建
造
は

後
回
し
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
一
か
月
後
、
大
阪
に
黒
船
が
来
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
一
八
五
四
年

九
月
、
大
阪
湾
に
一
隻
の
外
国
船
が
進
入
し
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
で
し

た
。
一
八
五
三
年
六
月
に
ペ
リ
ー
が
や
っ
て
き
て
翌
五
四
年
三
月
に
は
日
米
和
親
条
約

が
結
ば
れ
る
こ
と
は
中
学
の
歴
史
や
高
校
の
日
本
史
の
教
科
書
に
も
詳
し
く
載
っ
て
い

て
、
皆
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
時
期
に
条
約
交
渉
を
行
っ
て
い

た
の
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
シ
ア
も
来
航
し
て
交
渉
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ロ
シ
ア
が
最
初
に
日
本
に
来
た
の
は
、
一
八
五
三
年
七
月
の
長
崎
で
し
た
。
そ
の
直
後

に
、
ロ
シ
ア
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
や
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
ク
リ
ミ
ア
戦
争
を
起
こ
し

ま
し
た
。
日
本
近
辺
や
ア
ジ
ア
の
海
に
は
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
軍
艦
が
た
く
さ
ん
い

た
の
で
、
ロ
シ
ア
は
衝
突
の
危
険
を
避
け
な
が
ら
日
本
と
の
交
渉
を
継
続
し
、
早
期
か
つ

有
利
な
条
約
の
締
結
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
手
段
が
大
阪
湾
へ
の
進
入

だ
っ
た
の
で
す
。
ロ
シ
ア
使
節
の
書
記
官
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
記
録
が
残
っ
て
お
り
、「
日

本
全
国
の
主
で
あ
り
、
天
の
御
子
で
あ
る
ミ
カ
ド
の
住
む
都
に
近
い
大
阪
の
町
へ
行
く
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
」「
日
本
人
た
ち
は
、
こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
聖
域
に
、
不
意
に
異
国
人

が
現
れ
た
こ
と
に
恐
れ
お
の
の
き
、
早
々
に
こ
ち
ら
の
提
案
条
件
に
応
じ
る
で
あ
ろ
う
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
は
、
天
皇
が
い
る
京
都
に
も
近
い
大
阪
湾
に
進
入
す
れ
ば
、
江
戸
に
い
る
幕
府

も
大
慌
て
で
事
態
を
収
め
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
有
利
な
条
件
で
早
期
に
条
約
が
締
結
で
き

る
と
考
え
た
の
で
す
。

３　
「
国
威
」
を
示
す
た
め
に　

〜
「
堺
台
場
」
築
造
の
理
由

　

大
阪
湾
に
外
国
船
が
来
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
影
響
を
幕
府
に
も
た
ら
し
ま
し

た
。
外
国
船
の
大
阪
湾
進
入
が
は
っ
き
り
と
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
台
場
を
早
急
に
建
造

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
実
は
「
堺
台
場
」
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
艦
が
来
る
以

前
か
ら
台
場
建
造
が
検
討
さ
れ
て
い
た
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。
一
八
五
三
年
十
二
月
、
堺

奉
行
の
川
村
修
就
（
な
が
た
か
）
は
、
幕
府
に
次
の
よ
う
な
意
見
書
を
出
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
彼
は
翌
五
四
年
五
月
に
は
大
阪
町
奉
行
に
転
任
し
、
デ
ィ
ア
ナ
号
来
航
の
時
の

交
渉
担
当
者
と
な
り
ま
す
。

　
「
堺
は
、
和
歌
山
や
徳
島
の
間
を
抜
け
て
大
阪
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
港
、
瀬
戸
内

海
へ
と
通
じ
る
た
め
、
多
く
の
商
船
が
行
き
来
し
て
い
る
」
「
と
く
に
都
会
で
も
あ
り
、

奉
行
所
も
置
く
重
要
な
場
所
で
あ
る
た
め
、
防
備
が
整
っ
て
な
い
と
手
薄
と
な

る
」
、̶

̶

　

こ
の
よ
う
な
意
見
を
彼
は
幕
府
に
提
出
し
て
、
大
阪
湾
の
重
要
な
入
り
口

で
あ
る
堺
へ
の
台
場
建
造
を
提
案
し
た
の
で
す
。
彼
の
偉
い
と
こ
ろ
は
、
こ
の
後
す
ぐ
一

八
五
四
年
に
は
「
堺
北
台
場
」
の
建
造
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

幕
府
も
、
デ
ィ
ア
ナ
号
来
航
を
受
け
て
、
大
阪
湾
の
防
衛
強
化
を
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。
た
だ
財
政
的
に
苦
し
い
の
は
確
か
な
の
で
、
優
先
的
に
建
造
さ
れ
て
い

く
の
が
「
堺
台
場
」
だ
っ
た
の
で
す
。
一
八
五
五
年
八
月
、
先
ほ
ど
の
勘
定
奉
行
た
ち

が
意
見
書
を
再
び
出
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
堺
は
遠
浅
で
あ
り
、
外
国
船
が
来
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
」
「
し
か
し
、
奉
行
を
置
く
場
所
に
虚
飾
の
防
備
を
構
え
て
い
て

は
、
近
く
の
大
名
た
ち
に
も
悪
影
響
で
、
も
し
万
一
外
国
船
が
渡
来
し
た
場
合
に
は
、

す
べ
て
国
威
を
落
と
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
軍

事
的
、
防
備
的
な
目
的
と
い
う
よ
り
も
、
外
国
に
対
し
て
国
の
威
厳
を
維
持
す
る
目
的

で
、
ま
ず
は
幕
府
の
直
轄
地
で
あ
り
奉
行
所
が
あ
る
堺
に
台
場
を
造
る
べ
き
だ
と
い
う

指
摘
で
す
。

　

以
上
が
堺
の
台
場
が
一
八
五
〇
年
代
と
い
う
早
い
時
期
に
建
造
さ
れ
た
理
由
で
す
。
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４　

お
わ
り
に

　

〜
日
本
史
と
世
界
史
を
つ
な
げ
る
、
比
較
す
る
こ
と
の
重
要
性
〜

　

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
「
古
い
も
の
」
に
対
し
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る

歴
史
を
調
べ
る
面
白
さ
や
、
そ
の
背
後
に
あ
る
世
界
史
の
動
き
が
分
か
っ
た
と
き
の
感
動

と
い
う
も
の
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
い
い
ま
す
と
、
調
べ
て
い
く
と
江
戸
の
幕
府
が
大
阪
や
堺
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
た
か
が
分
か
り
ま
す
し
、
ロ
シ
ア
が
大
阪
湾
に
進
入
し
て
き
た
理
由
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
と
い
う
世
界
史
的
な
事
件
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ

と
も
分
か
っ
て
き
ま
す
。
「
堺
台
場
」
が
な
ぜ
早
期
に
建
造
さ
れ
た
の
か
？̶
̶

日
本
の

歴
史
と
世
界
の
歴
史
を
つ
な
げ
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
理
解
で
き
れ
ば
感
動
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
歴
史
的
な

出
来
事
と
世
界
の
同
じ
よ
う
な
出
来
事
を
比
較
し
て
み
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
中
世
の
堺
の
ま
ち
の
姿
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
の
港
町
、
ベ
ニ
ス
や
ア
ユ
タ
ヤ

な
ど
と
を
比
べ
て
共
通
点
や
違
う
点
、
な
ぜ
違
う
の
か
な
ど
を
調
べ
て
み
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
日
本
の
歴
史
と
世
界
の
歴
史
を
つ
な
げ
て
考
え
た
り
比
較
し
て
考
え
た
り
す
る

こ
と
は
と
て
も
重
要
で
面
白
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

今
日
は
中
学
生
や
高
校
生
の
み
な
さ
ん
が
自
分
で
テ
ー
マ
を
見
つ
け
出
し
て
、
調
査
し

て
発
表
し
て
い
く
と
い
う
面
白
さ
を
体
感
し
た
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
発
表
で
終
わ
り
と

す
る
の
で
は
な
く
、
調
査
研
究
す
る
中
で
い
ろ
い
ろ
と
見
つ
け
た
課
題
や
、
審
査
員
さ
ん

か
ら
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
課
題
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
学
習
を
進
め
て
い
っ
て
く
れ
た

ら
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

（
ご
と
う
あ
つ
し
／
大
阪
観
光
大
学
国
際
交
流
学
部
専
任
講
師
）

※

本
稿
は
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
に
サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
ホ
ー
ル
で
開
催

し
た
堺
市
及
び
大
阪
大
学
の
主
催
事
業
「
日
本
と
世
界
が
出
会
う
ま
ち
・
堺　

二
〇
一

五
」
研
究
発
表
・
講
演
会
で
の
講
演
内
容
を
堺
市
博
物
館
・
赤
澤
明
が
書
き
起
こ
し
、
講

師
が
確
認
し
掲
載
し
た
も
の
で
す
【
写
真
下
は
当
日
の
研
究
発
表
の
様
子
】
。
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は
じ
め
に

　

堺
市
中
区
伏
尾
は
、
先
の
大
戦
を
終
結
に
導
い
た
、
時
の
内
閣
総
理
大
臣
鈴
木
貫
太
郎

の
誕
生
の
地
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
堺
市
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
る
機
会
は
少
な

く
（
註
1
）
、
地
元
を
除
く
と
こ
の
こ
と
を
知
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
鈴
木
貫
太
郎
の
誕
生
の
地
た
る
伏
尾
（
後
の
久
世
村
）
の
人
々
と
鈴

木
貫
太
郎
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
中
辻
家
の
資
料
を
通
し
て
紹
介
す
る
。
終
戦
七
〇
年
を

迎
え
て
、
本
稿
が
こ
の
終
戦
に
つ
い
て
、
ま
た
終
戦
に
導
い
た
鈴
木
貫
太
郎
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一　

鈴
木
貫
太
郎
に
つ
い
て

　

鈴
木
貫
太
郎
は
慶
応
三
年
一
二
月
二
四
日
（
一
八
六
八
年
一
月
一
八
日
）
、
現
在
の
堺

市
中
区
に
あ
た
る
和
泉
国
大
鳥
郡
伏
尾
新
田
で
出
生
し
た
。
鈴
木
貫
太
郎
の
父
は
千
葉
県

関
宿
を
本
拠
と
す
る
譜
代
大
名
久
世
氏
の
家
臣
と
し
て
、
飛
地
で
あ
る
和
泉
国
大
鳥
郡
の

領
地
を
伏
尾
に
あ
っ
た
陣
屋
で
管
理
し
て
い
た
。

　

鈴
木
貫
太
郎
は
出
生
後
の
明
治
維
新
の
混
乱
の
中
、
東
京
、
千
葉
県
関
宿
、
群
馬
県
前

橋
へ
と
転
居
し
た
（
註
2
）
。
海
軍
兵
学
校
（
第
一
四
期
）
を
卒
業
後
、
海
軍
軍
人
と
し

て
、
日
清
、
日
露
戦
争
へ
の
従
軍
を
経
て
、
海
軍
次
官
、
海
軍
兵
学
校
長
、
海
軍
軍
令
部

長
等
を
歴
任
、
予
備
役
と
な
り
侍
従
長
に
就
任
す
る
も
、
昭
和
一
一
年
の
二
・
二
六
事
件

で
は
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
。
翌
年
の
多
治
速
比
売
神
社
（
南
区
宮
山
台
二
丁
）
参
拝
は

有
名
で
あ
る
。
昭
和
二
〇
年
四
月
、
戦
局
悪
化
の
中
、
第
四
二
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

し
た
。

　

終
戦
に
際
し
て
は
、
大
変
厳
し
い
戦
争
終
結
へ
の
環
境
の
中
、
天
皇
の
聖
断
を
あ
お
い

で
終
戦
に
導
い
た
。
鈴
木
貫
太
郎
は
、
昭
和
二
三
年
四
月
一
七
日
に
八
〇
歳
で
千
葉
県
関

宿
に
お
い
て
死
去
し
た
。

二　

中
辻
家
に
つ
い
て

　

中
辻
家
の
あ
る
伏
尾
の
地
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
新
田
開
発
さ
れ
た
土
地
で
あ
る

（
註
3
）
。
中
辻
家
は
天
明
末
か
ら
寛
政
頃
（
一
七
八
八
〜
九
〇
年
代
）
に
は
絞
油
屋
・
質

屋
の
ほ
か
金
融
業
を
営
み
、
久
世
藩
の
札
元
も
勤
め
て
お
り
、
さ
ら
に
伏
尾
新
田
の
統
領

株
を
買
取
っ
た
（
註
4
）
。

　

中
辻
家
に
は
寛
文
一
三
年
（
一
六
七
三
）
八
月
の
「
伏
野
尾
山
開
検
地
帳
」
を
始
め
多

く
の
歴
史
資
料
が
伝
来
し
て
い
た
が
（
註
5
）
、
現
在
、
古
文
書
類
の
多
く
は
大
阪
大
学
経

済
学
部
が
所
蔵
し
て
い
る
（
註
6
）
。

三　

中
辻
家
資
料
に
つ
い
て

　

中
辻
家
資
料
で
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
久
世
家
関
連
の
資
料
と
し
て
、
関
宿
藩
陣
屋

絵
図
、
久
世
家
か
ら
の
書
簡
を
、
鈴
木
貫
太
郎
関
係
資
料
と
し
て
鈴
木
貫
太
郎
と
弟
の
三

郎
か
ら
の
書
簡
、
鈴
木
貫
太
郎
の
揮
毫
な
ど
を
取
り
上
げ
る
。

　

○一
関
宿
藩
陣
屋
絵
図
【
口
絵
】

　

本
絵
図
は
縦
三
一
四
ミ
リ
、
横
五
二
七
ミ
リ
の
薄
い
和
紙
に
墨
、
朱
、
緑
、
青
を
用
い

て
描
か
れ
て
い
る
。
陣
屋
を
中
心
に
し
て
「
陣
家　

屋
敷　

明
地
」
と
記
し
、
池
を
隔
て
て

西
側
に
中
辻
家
の
屋
敷
を
居
宅
敷
地
と
描
く
。
周
辺
の
村
落
は
簡
単
な
位
置
関
係
で
平

井
、
深
坂
、
大
平
寺
を
記
す
が
、
直
近
の
楢
葉
は
記
載
が
な
い
。
こ
の
絵
図
は
大
ま
か
と
は

い
え
、
陣
屋
の
所
在
地
を
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
今
の
と
こ
ろ
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
堺
周
辺
の
村
々
は
非
領
国
地
域
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
領
主
の
領

地
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
拡
が
る
状
態
と
し
て
分
割
支
配
さ
れ
て
い
た
。
時
代
に
よ
る
異
動
は

あ
る
が
小
藩
も
含
め
る
と
、
譜
代
の
秋
元
氏
、
高
木
氏
、
渡
辺
氏
、
そ
し
て
久
世
氏
が
、

御
三
卿
で
は
田
安
家
（
徳
川
氏
）
、
外
様
で
は
小
出
氏
が
治
め
て
い
た
。
こ
の
う
ち
秋
元

氏
、
久
世
氏
、
渡
辺
氏
、
小
出
氏
が
現
市
域
内
に
陣
屋
を
設
置
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

鈴
木
貫
太
郎
の
書
簡
に
つ
い
て

―
中
辻
家
所
蔵
資
料
か
ら
み
た
故
郷
伏
尾
の
人
々
と
の
交
流―

白　

神　

典　

之
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陣
屋
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
は
市
内
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
久
世
氏
の
陣
屋
に
つ
い
て
も

こ
こ
に
掲
げ
た
大
ま
か
な
絵
図
の
み
で
あ
る
。

　

○二
久
世
家
発
信　

大
正
六
年
一
二
月
四
日
付
書
簡
【
写
真
１
】

　

縦
一
六
六
ミ
リ
、
横
四
六
二
ミ
リ
の
和
紙
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

釈
文

拝
啓
陳
者
今
回
者
御
地
名
産
之

蜜
柑
被
運
正
ニ
落
手
致
候

直
ニ
御
披
露
申
上
候
処
誠
ニ

美
事
な
る
御
品
ニ
而
深
く
忝
く
思
召

宜
敷
御
挨
拶
可
得
貴
意
旨

被
仰
出
候
且
先
般
者
突
然

子
爵
殿
被
為
入
御
世
話
ニ

相
成
候
処
是
又
宜
敷

御
礼
可
申
述
旨
被
仰
出
候

先
ハ
御
礼
旁
如
斯
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

大
正
六
年
十
二
月
四
日

　
　
　
　
　

久
世
家

　
　
　
　
　
　

家
扶 

　
　

中
辻
嘉
雄
殿

　

中
辻
家
が
贈
答
し
た
蜜
柑
に
対
す
る
礼
を
、
久
世
家
用
人
が
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
当
主
の
久
世
広
英
子
爵
が
先
般
、
突
然
、
中
辻
家
で
世
話
に
な
っ
た
こ

と
へ
の
礼
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

○三
鈴
木
貫
太
郎
発
信　
　

六
月
九
日
付
書
簡
【
写
真
２
】

　

縦
一
八
七
ミ
リ
、
横
七
九
一
ミ
リ
の
和
紙
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
封
筒
の
表
面
は

確
認
で
き
な
い
。

釈
文

拝
啓
益
々
御
清
祥

奉
賀
候
偖
而
先
般

御
約
束
申
上
候
揮
毫

六
葉
御
送
付
致
候
間

可
然
御
分
配
被
下
度
候

尚
小
生
等
兄
弟
の
為
ニ

歓
迎
会
御
催
の

御
企
有
之
由
ニ
御
座
候
処

両
人
共
中
々
多
忙
に
て

出
席
困
難
と
存
候
に
付

御
厚
情
誠
ニ
難
有

存
候
へ
共
御
中
止
被
下
度

御
願
申
上
候
他
日
亦
た

好
機
も
あ
ら
は
再
度

御
訪
問
可
仕
皆
様
へ

宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

六
月
九
日

　
　
　
　
　

鈴
木
貫
太
郎

中
辻
嘉
雄
殿

　

約
束
の
揮
毫
六
葉
送
る
の
で
分
配
し
て
ほ
し
い
事
、
歓
迎
会
は
中
止
し
て
ま
た
の
機
会

を
待
ち
た
い
こ
と
、
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

地
元
に
は
鈴
木
貫
太
郎
の
揮
毫
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
書
簡
に
記
さ
れ
た

も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
中
辻
家
に
は
「
福
生
積
善
」

【
写
真
４
】
の
揮
毫
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

本
状
の
封
筒
裏
面
に
は
、
呉
市
亀
山
官
舎
、
鈴
木
貫
太
郎
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
鈴
木
貫
太
郎
が
呉
鎮
守
府
長
官
あ
る
い
は
そ
の
次
の
第
一
艦
隊
司
令
長
官
兼
連
合

艦
隊
司
令
長
官
在
任
中
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
発
令
さ
れ
た
大
正

一
一
年
七
月
二
七
日
か
ら
大
正
一
三
年
一
月
二
七
日
の
第
一
艦
隊
司
令
長
官
兼
連
合
艦
隊
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司
令
長
官
就
任
ま
で
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
一
二
月
一
日
の
軍
事
参
議
官
就
任
ま
で
の

も
の
と
な
る
。

　

な
お
、
堺
市
南
区
宮
山
台
二
丁
に
所
在
す
る
多
治
速
比
売
神
社
内
の
稲
荷
社
の
玉
垣
石

に
は
、
海
軍
中
将
鈴
木
貫
太
郎
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
大
正
一
二
年
五
月
の
玉
垣
石
改
修
に

鈴
木
貫
太
郎
が
寄
付
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

○四
鈴
木
貫
太
郎
発
信　

（
昭
和
四
年
）
四
月
八
日
付
書
簡
【
写
真
３
】

　

縦
一
七
八
ミ
リ
、
横
一
〇
二
七
ミ
リ
の
和
紙
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

封
筒
の
消
印
は
昭
和
四
年
四
月
八
日
と
読
め
そ
う
で
あ
る
。

釈
文

拝
復
益
々

御
清
栄
奉
賀
候

偖
而
来
ル
五
月

行
幸
の
節

御
地
ニ
於
テ
歓
迎

会
御
催
被
下
候
存

誠
ニ
御
厚
情

承
深
謝
仕
候

左
様
ニ
御
座
候
へ
者

何
分
供
奉
の

際
ハ
寸
暇
無
之

乍
遺
憾
御
断

申
上
候
右
取
急

御
了
承
被
下
度
候

猶
村
長
諸
君
へ
も

宜
敷
御
伝
被
下
度

御
願
申
上
候

先
右
御
返
事
申
上

度
如
斯
御
座
候

以
上

　
　
　
　
　

敬
具

四
月
八
日

　
　

鈴
木
貫
太
郎

中
辻
嘉
雄
殿

　

鈴
木
貫
太
郎
が
侍
従
長
に
就
任
し
た
後
の
五
月
二
四
日
の
大
阪
神
戸
行
幸
の
供
奉
に
際

し
て
計
画
さ
れ
た
歓
迎
会
の
誘
い
を
断
る
内
容
で
あ
る
。

　

結
局
、
久
世
村
へ
の
訪
問
は
、
後
述
の
よ
う
に
昭
和
六
年
五
月
二
三
日
に
実
現
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

○五
鈴
木
三
郎
発
信　

（
昭
和
四
年
）
四
月
二
四
日
付
書
簡
【
写
真
５
】

　

縦
二
二
九
ミ
リ
、
横
一
六
六
ミ
リ
の
罫
紙
に
ペ
ン
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
枚
確
認
で

き
る
が
、
そ
の
後
は
失
わ
れ
て
い
る
。
罫
紙
の
上
部
の
日
付
は
四
月
二
四
日
と
あ
る
。

　

封
筒
の
消
印
は
昭
和
四
年
四
月
二
四
日
と
読
め
る
。

釈
文

拝
啓

陳
者
過
日
ハ
突
然
来
堂
仕
リ
終
日
御
邪
魔
申
上
ゲ

其
の
上
彼
是
の
ご
歓
待
ニ
預
リ
寔
に
恐
縮
感
謝
に

不
堪
候　

殊
ニ
拙
姉
は
数
十
年
来
の
素
願
を
達

者
格
別
の
喜
悦
ニ
有
シ
候
御
尊
家
皆
様
の
御
優
過
ニ

つ
き
深
謝
罷
存
候　

東
京
老
母
の
最
良
の
土
産
談

を
持
ち
去
二
十
日
帰
京
ニ
就
き
申
候　

昨
日
今
日
頃

定
め
て
東
京
ニ
於
て
御
尊
家
の
御
世
話
ニ
な
り
候
次
第
等

打
ち
談
シ
居
る
べ
く
と
被
存
候

甚
だ
勝
手
の
申
し
分
な
が
ら
此
を
御
縁
ニ
将
来
一
層
の
御

懇
情
願
上
度
御
入
洛
の
節
ハ
是
非
宿
泊
が
て
ら
御

立
ち
寄
り
被
下
度
願
上
候　
　

拙
姉
よ
り
ハ
別
ニ
此
の
際

　
　
　
　
　
　

（
続
き
欠
）

　

姉
を
含
め
て
一
家
で
訪
問
し
歓
待
を
受
け
た
こ
と
の
礼
状
で
あ
る
。
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○六
鈴
木
貫
太
郎
発
信　

昭
和
四
年
五
月
二
〇
日
付
書
簡
【
写
真
６
】

　

縦
一
八
〇
ミ
リ
、
横
四
二
五
ミ
リ
の
和
紙
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

封
筒
の
消
印
は
昭
和
四
年
五
月
二
一
日
で
あ
る
。

釈
文

拝
復
御
申
越
の
件

御
延
期
ニ
付
六
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　

極

花
座
ニ
御
光
来
被
下

度
右
不
取
敢

　
　

御
返
事
迠

　
　
　
　

草
々

五
月
廿
日

　
　

鈴
木
貫
太
郎

　
　
　

中
辻
嘉
雄
殿

　

約
束
の
延
期
を
伝
え
た
短
文
で
あ
る
。

　

○七
鈴
木
三
郎
発
信　

昭
和
四
年
五
月
二
二
日
付
書
簡
【
写
真
７
】

　

縦
二
二
七
ミ
リ
、
横
一
六
二
ミ
リ
の
罫
紙
に
ペ
ン
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
枚
確
認
で

き
る
。
封
筒
の
消
印
は
昭
和
四
年
五
月
二
四
日
と
読
め
る
。

釈
文

拝
復

初
夏
の
候
ニ
候
処
高
堂
愈
々
ご
清
適
奉
大
賀
候

扨
　々

舎
兄
貫
太
郎
御
地
に
誕
生
の
縁
を
以
て
多
大
の

御
情
意
を
表
さ
れ
貴
郡
町
村
長
会
よ
り
何
か
記
念

品
御
恵
送
の
趣
予
め
相
承
致
候
に
て
候
ヘ
ば
時
節
柄

定
め
て
御
辞
退
可
申
上
筋
と
被
存
候
へ
共
既
に
製
作
し

御
着
手
の
由
ニ
候
へ
は
御
辞
退
も
如
何
と
被
存
候
就
て
ハ

切
角
の
御
品
ニ
つ
き
旅
館
へ
御
送
り
御
手
交
被
下
荷

造
り
運
送
等
は
舎
兄
ニ
於
テ
此
を
為
す
様
致
し
方

可
然
か
と
被
存
候　

不
取
敢
愚
考
の
ま
ゝ
申
し
上
げ
候　

舎
兄

へ
は
野
生
よ
り
申
伝
へ
置
可
申
候
先
は
お
返

事
の
み
申
上
候
呉
々
も
町
村
長
会
御
一
統
の

御
盛
意
ニ
対
し
て
ハ
縁
ニ
つ
な
が
る
野
生
迄
感
胸
ニ

不
堪
次
第
ニ
有
之
候
者
宜
敷
御
鳳
声
恐
々
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
上
候

五
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

鈴
木
三
郎　
　
　
　
　
　
　

中
辻
嘉
雄
様

　
　
　
　
　
　
　
　

侍
史

　

泉
北
郡
町
村
長
会
か
ら
兄
へ
の
記
念
品
の
授
受
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
若
干
の
写
真
が
あ
る
。
鈴
木
貫
太
郎
が
昭
和
四
年
一
月
二
二
日
に
侍
従

長
に
就
任
し
た
後
の
昭
和
四
年
六
月
に
「
海
軍
大
将
侍
従
長
鈴
木
貫
太
郎
誕
生
之
地
」

の
記
念
碑
を
伏
尾
の
地
元
民
が
建
立
し
た
。
こ
の
誕
生
の
地
の
記
念
碑
を
昭
和
六
年
五
月

二
三
日
に
訪
問
し
た
記
事
が
翌
日
付
の
大
阪
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
訪
問
時

の
写
真
が
残
っ
て
い
る
。【
写
真
８
・
９
・
10
】
ま
た
、
昭
和
一
一
年
の
二
・
二
六
事
件

で
重
傷
を
負
っ
た
翌
昭
和
一
二
年
一
月
に
多
治
速
比
売
神
社
に
参
拝
し
た
際
の
記
念
写

真
が
あ
る
。【
写
真
11
】

お
わ
り
に

　

鈴
木
貫
太
郎
を
は
じ
め
鈴
木
家
や
そ
の
主
で
あ
っ
た
久
世
家
と
、
久
世
地
域
の
人
々
と

の
心
温
ま
る
交
流
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
交
流
が
明
治
維
新
後
も
継

続
し
て
い
た
事
実
は
、
江
戸
時
代
の
久
世
藩
代
官
の
統
治
で
、
仁
政
が
施
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。（
註
7
）

　

生
後
間
も
な
く
転
居
し
た
鈴
木
貫
太
郎
自
身
も
、
こ
の
地
を
訪
問
す
る
な
ど
か
か
わ

り
の
機
会
が
幾
度
か
あ
っ
た
。
そ
の
旧
跡
は
伏
尾
自
治
会
館
、
多
治
速
比
売
神
社
な
ど

に
あ
る
。

　

地
元
で
は
熱
心
な
鈴
木
貫
太
郎
フ
ァ
ン
も
お
ら
れ
、
中
区
役
所
も
含
め
て
顕
彰
が
な
さ
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れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
旧
跡
も
活
か
し
な
が
ら
鈴
木
貫
太
郎
の
事
跡
を

今
後
と
も
広
く
普
及
し
顕
彰
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
資
料
所
蔵
者
の
中
辻
百
合
子
氏
、
柳
川
理
恵
氏

に
は
資
料
の
公
開
に
ご
理
解
を
頂
き
、
ご
多
忙
な
な
か
調
査
全
般
に
お
い
て
も
全
面
的
に

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
芸
課
矢
内
一
磨
主
査
に
は
書
簡
の
翻
刻
に
際
し
多
く

の
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
明
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註註
1　

堺
市
の
関
係
で
は
一
九
七
一
『
堺
市
史
続
編
』
第
一
巻　

五
四
九
頁
、
一
九
八
九

『
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
堺
』
七
四
頁
、
平
成
二
四
年
三
月
堺
市
中
区
役
所
主
催
『
音
楽

絵
巻　

鈴
木
貫
太
郎
新
伝
』
が
あ
る
。
ま
た
、
堺
市
以
外
と
し
て
、
土
師
楠
嘉

二
〇
〇
二
「
鈴
木
貫
太
郎
伝　

泉
州
伏
尾
で
生
ま
れ
た
終
戦
時
の
首
相
」『
堺

泉
州
』
一
三
号
が
あ
る
。

註
2　
「
一
関
宿
引
越　

大
久
保
冬
蔵
」
と
し
て
、
お
そ
ら
く
慶
応
四
年
と
思
わ
れ
る
四

月
二
二
日
付
の
『
御
触
書
』
が
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
陣
屋
の
引
き
上
げ
が
始
ま
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
七
四
『
堺
市
史
続
編
』
第
五
巻　

九
六
四
頁　

ま
た
、
貫
太
郎
の
記
憶
と
し
て
「
私
の
一
家
は
明
治
二
年
に
泉
州
を
引
き
払
っ

て
、
江
戸
へ
下
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」
と
み
え
る
。
鈴
木
一
編
一
九
六
八
『
鈴
木

貫
太
郎
自
伝
』
三
頁

註
3　

伏
尾
新
田
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
赴
任
し
た
堺
奉
行
水
野
元
重
が
開
発

し
、
後
に
関
宿
藩
久
世
氏
領
と
な
っ
た
。
一
九
七
一
『
堺
市
史
続
編
』
第
一
巻　

五
二
九
頁
、
一
九
八
三
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

二
七
大
阪
府
』
一
〇
七
七
頁

註
4　

一
九
七
一
『
堺
市
史
続
編
』
第
一
巻　

七
七
三
頁
、
作
道
洋
太
郎
一
九
五
三
「
米

札
発
行
の
仕
法
と
資
本
」『
大
阪
大
学
経
済
学
』
第
三
巻
第
一
号

註
5　

一
九
七
三
『
堺
市
史
続
編
』
第
四
巻　

八
三
〇
頁

註
6　

作
道
洋
太
郎
編
一
九
八
二
「
中
辻
嘉
台
家
旧
蔵
文
書
目
録
」『
大
阪
大
学
経
済

学
』
第
三
一
巻
第
四
号　

註
7　

鈴
木
貫
太
郎
の
記
憶
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
「
畑
の
傍
を

通
る
時
、
百
姓
が
、
あ
わ
て
て
肥
し
桶
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
し
ま
っ
て
、
父
の

袴
を
汚
し
て
し
ま
っ
た
。
・
・
袴
の
裾
を
自
分
で
洗
っ
て
「
綺
麗
に
な
っ
た
か
ら

よ
ろ
し
い
。
心
配
す
る
な
」
と
そ
の
ま
ま
立
ち
去
っ
た
。
」
「
代
官
に
対
し
て
儀

式
的
に
土
地
か
ら
献
上
な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
父
は
そ
う
し
た
事
を
一
切

廃
め
さ
せ
た
。
」
鈴
木
一
編
一
九
六
八
『
鈴
木
貫
太
郎
自
伝
』
二
・
三
頁

（
し
ら
か
み
の
り
ゆ
き
／
当
館
学
芸
課
長
）
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写真2

写真3



22

写真4



23

写真5

写真6

写真7
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写真8

写真9
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写真10

写真11
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百
舌
鳥
古
墳
群
に
は
、
現
在
四
十
四
基
の
古
墳
が
現
存
し
て
い
る
が
、
古
墳
時
代
に
は

百
基
を
超
え
る
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
長
い
年
月
の
間
に
消
え
て
し
ま
っ
た
古

墳
に
つ
い
て
知
る
す
べ
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
付
近
で
見
つ
か
っ
た
考
古
遺

物
か
ら
そ
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。
今
回
は
、
当
館
寄
託
中
の
髙
林
永
統
氏

蔵
の
伝
狐
塚
古
墳
の
鏡
を
取
り
上
げ
、
出
土
し
た
狐
塚
古
墳
と
は
ど
の
よ
う
な
古
墳
で

あ
っ
た
の
か
を
繙
い
て
い
き
た
い
。

（
１
）
伝
狐
塚
古
墳
出
土
鏡
に
つ
い
て

　

伝
狐
塚
古
墳
出
土
鏡
は
、
直
径
十
七
．
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
銅
鏡
で
あ
る
。
鏡
と
と

も
に
、
鏡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
桐
箱
お
よ
び
、
鏡
の
由
来
書
が
存
在
す
る
。
桐
箱
に
は

「
皇
国
古
鏡
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
の
墨
書
に
つ
い
て
永
統
氏
の
祖
父
、
髙
林
誠
一
に

よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
話
の
屑
籠
』（
昭
和
四
十
五
年
発
行
、
非
売
品
）
二
九
六
頁
に
そ
の

経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
以
下
に
引
用
す
る
。「…

ま
た
富
岡
鉄
斎
翁
の
子
の
謙
蔵
と

い
う
先
生
の
漢
鏡
の
聴
講
も
し
た
。
こ
の
先
生
は
漢
鏡
を
沢
山
蒐
集
し
て
い
て
、
実
物
を

見
せ
な
が
ら
説
明
す
る
か
ら
よ
く
理
解
が
出
来
た
。
考
古
学
雑
誌
を
と
る
こ
と
も
、
こ
の

先
生
の
勧
め
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
あ
る
時
、
百
舌
鳥
の
土
師
の
狐
塚
と
称
す
る
古
墳
か
ら

出
た
と
い
う
鏡
を
持
っ
て
行
っ
て
、
鑑
定
を
乞
う
た
。
暫
く
お
預
け
し
て
お
い
た
が
、
さ

て
い
よ
い
よ
返
さ
れ
る
時
に
は
「
珍
ら
し
い
も
の
だ
。
仿
製
鏡
で
あ
る
が
名
づ
け
よ
う
が

な
い
か
ら
、
親
爺
に
と
に
か
く
皇
国
古
鏡
と
箱
書
を
し
て
も
ろ
う
て
お
い
た
よ
」
と
い
っ

て
、
墨
痕
鮮
や
か
に
箱
書
し
た
も
の
を
返
し
て
下
す
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。…

」
こ
の
記

述
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

・
出
土
地
は
百
舌
鳥
の
土
師
の
狐
塚
で
あ
る
こ
と

・
富
岡
謙
蔵
が
見
て
も
珍
し
い
鏡
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
出
土
地
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
先
ず
、
富
岡
が
珍
し
い
と
評
し

た
鏡
本
体
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

鏡
本
体
は
、
一
部
に
欠
け
が
あ
る
も
の
の
、
現
状
で
は
文
様
も
明
瞭
に
残
っ
て
お
り
、

状
態
の
良
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
鏡
の
鏡
式
に
つ
い
て
は
、
従
来
「
だ
龍
鏡
」
と
す
る
意

見
が
み
ら
れ
た
。
だ
龍
鏡
と
は
、
柳
井
茶
臼
山
古
墳
（
山
口
県
）
か
ら
出
土
し
た
も
の
を

三
宅
米
吉
が
呼
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、「
内
区
が
四
つ
の
乳
で
区

画
さ
れ
同
じ
構
図
を
繰
り
返
す
こ
と
、
乳
を
繞
る
「
単
頭
双
胴
」
の
神
像
、「
巨
」
と
そ

れ
を
銜
む
獣
像
、
内
区
と
外
区
を
分
け
る
半
円
方
形
帯
と
頂
点
に
凹
線
を
持
つ
斜
面
鋸
歯

文
帯
、
外
区
を
構
成
す
る
菱
雲
文
と
鳥
文
帯
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
（
辻
田
二
〇
〇

〇
）
。
ま
た
、
富
岡
謙
蔵
、
樋
口
隆
康
ら
の
研
究
に
よ
り
、
図
像
の
変
遷
が
示
さ
れ
、

（
富
岡
一
九
二
〇
、
樋
口
一
九
七
九
）
、
他
に
も
神
像
胴
部
の
有
無
に
よ
る
分
類
（
森
下

一
九
九
一
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
堺
市
内
で
も
大
野
寺
所
有
の
鏡
は
こ
の
特
徴
に
よ
く
あ

て
は
ま
り
、
だ
龍
鏡
の
一
種
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
伝
狐
塚
古
墳
出
土
鏡

に
関
し
て
は
、
疑
わ
し
い
点
も
み
ら
れ
る
。
内
区
が
四
つ
の
乳
で
区
画
さ
れ
て
お
り
同
じ

画
像
を
く
り
返
す
こ
と
と
半
円
方
形
帯
が
あ
る
こ
と
は
特
徴
と
合
致
し
て
い
る
が
、
そ
の

ほ
か
の
特
徴
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
前
出
の
『
話
の
屑
籠
』
に
、
髙
林
誠
一
が

一
九
一
二
年
の
別
の
古
墳
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
際
に
少
年
だ
っ
た
と
の
記
述
が
あ

る
。
そ
の
後
、
大
学
に
入
学
し
、
富
岡
謙
蔵
に
鏡
を
鑑
定
し
て
も
ら
っ
た
の
が
一
九
二
〇

年
に
前
後
す
る
時
期
だ
と
す
る
と
、
一
九
二
〇
年
に
古
鏡
に
つ
い
て
の
論
を
公
表
し
て
い

る
富
岡
謙
蔵
が
伝
狐
塚
古
墳
出
土
鏡
の
こ
と
を
だ
龍
鏡
と
明
言
せ
ず
、「
珍
し
い
鏡
」
で

あ
る
と
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
伝
狐
塚
古
墳
出
土
鏡
を
ど
の
よ
う
な
鏡
式
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
か
。

伝
狐
塚
古
墳
出
土
鏡
の
内
区
の
文
様
は
、
退
化
が
著
し
く
、
そ
の
原
型
を
追
う
の
は
困
難

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
四
つ
の
同
様
の
模
様
が
繰
り
返
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
何
か
具
体
的
な
表
象
の
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
神
獣

鏡
や
獣
の
み
を
描
く
鏡
な
ど
の
文
様
が
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
が
最
も
類
似
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
外
区
の
文
様
を
見
て
み
る
と
、
列
点
帯
＋
複
合
鋸
歯
文
＋
列
点
文
の
構
成

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
古
墳
時
代
の
倭
鏡
の
変
遷
に
よ
る
と
、
複
合
鋸
歯
文
は
波
文
の

退
化
し
た
文
様
で
あ
る
と
い
え
、
比
較
的
新
し
い
時
期
の
文
様
で
あ
る
と
い
え
る
。
類
似

す
る
外
区
を
奈
良
県
の
佐
紀
丸
塚
古
墳
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
年
、
鏡
の
形
式
分
類
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
小
林
三
郎
に
よ
れ
ば
、
こ
の
鏡
は
画

文
帯
神
獣
鏡
系
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
小
林
二
〇
一
〇
）
。
鏡
の
鏡
式
の
名
称
に
関
し
て

伝
狐
塚
古
墳
出
土
鏡
の
出
土
地
に
つ
い
て

橘　
　
　
　
　

泉

め
ぐ

は
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は
研
究
者
間
で
相
違
が
あ
り
、
確
実
な
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
鏡
式
の
名
称
を
決
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
画
文
帯
と
断
定
す
る
こ
と
も
難
し

い
た
め
、
倣
製
画
像
鏡
と
の
み
称
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
鏡
と
類
似
す
る
も
の
に
、
滋
賀
県
安
養
寺
町
新
開
古
墳
の
も
の
が
あ
り
、
外
区
の

文
様
が
類
似
し
て
い
る
の
に
加
え
、
内
区
の
文
様
の
退
化
し
て
い
る
部
分
に
も
類
似
す
る

も
の
が
見
ら
れ
る
。
乳
に
よ
る
区
画
が
正
確
で
は
な
い
こ
と
、
内
区
の
文
様
が
大
き
く
簡

略
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
外
区
の
文
様
に
も
簡
略
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
伝

狐
塚
古
墳
出
土
鏡
は
新
開
古
墳
出
土
鏡
よ
り
も
後
出
す
る
鏡
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

え
る
。

（
２
）
鏡
の
出
土
地
に
つ
い
て

　

伝
狐
塚
古
墳
出
土
鏡
は
、
長
年
、
陶
器
村
の
発
見
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の

鏡
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
研
究
報
告

第
５
６
集
』
、『
陶
器
南
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
・
Ⅷ
』
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
の
出
土
地
に
つ

い
て
は
齟
齬
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
錯
誤
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
鏡
と
と
も
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
由
来
書
を
誤
読
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
、

由
来
書
の
翻
刻
を
以
下
に
掲
載
す
る
。

　
　
　

此
鏡
は
和
泉
国
泉
北
郡

　
　
　

東
百
舌
鳥
邨
大
字
土
師
元
観
音
寺

　
　
　

の
東
南
な
る
一
小
丘
よ
り
発
掘

　
　
　

せ
し
も
の
な
り
丘
は
俗
に
狐
塚

　
　
　

と
い
ふ
と
ぞ
由
緒
は
今
迄
に

　
　
　

知
る
を
得
さ
れ
と
も
深
く
よ
し
あ
る

　
　
　

方
の
冢
な
ら
む
か
観
音
寺

　
　
　

は
往
昔
七
堂
伽
藍
地
と
云
伝
ふ

　
　
　

寺
跡
は
さ
ら
な
り
冢
の
付
近
よ
り

　
　
　

種
々
珍
ら
し
き
器
物
を
発
見

　
　
　

す
る
こ
と
度
々
あ
り
と
今
大
門
前

　
　
　

な
と
云
地
名
も
残
り
あ
る
よ
り
之
ニ
而
も

　
　
　

寺
域
の
広
大
な
り
し
事
推
量
せ
る

　
　
　

他
日
必
ず
考
改
す
べ
し

 　
　
　

明
治
四
十
四
年
亥
韓
国
合
併
後
第
一
年

　
　
　

一
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
林　

永
康　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

許
（
誌
）

　

こ
の
由
来
書
に
記
さ
れ
て
い
る
狐
塚
古
墳
の
出
土
地
は
「
東
百
舌
鳥
村
大
字
土
師
元

観
音
寺
の
東
南
に
あ
る
一
小
丘
」
で
あ
る
。
現
在
の
遺
跡
分
布
図
で
こ
の
場
所
を
見
る

と
（
図
一
）
、
観
音
寺
と
さ
れ
る
遺
跡
の
周
囲
に
い
く
つ
か
の
古
墳
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
に
つ
い
て
、
現
在
は
墳
丘
が
削
平
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
は

ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
一
方
で
、
近
い
遺
跡
で
あ
る
土
師
南
遺
跡
で
は
円
墳
の
周
濠
と

み
ら
れ
る
遺
構
と
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
、
古
墳
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
以
下
で
、
土
師
南
遺
跡
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

土
師
南
遺
跡

　

土
師
南
遺
跡
は
東
百
舌
鳥
小
学
校
分
離
校
建
設
の
前
に
行
わ
れ
た
調
査
の
結
果
判
明
し

た
遺
跡
で
あ
る
。
付
近
に
は
土
師
遺
跡
が
存
在
す
る
。
一
九
八
三
年
に
お
よ
そ
七
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
旧
石
器
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
遺
物
と
、
古
墳
時
代

お
よ
び
奈
良
時
代
を
中
心
と
す
る
遺
構
を
検
出
し
て
い
る
。
土
師
南
遺
跡
の
中
に
直
径
十

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
墳
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
円
墳
の
遺
構
が
存
在

す
る
場
所
か
ら
少
し
離
れ
た
調
査
地
で
は
、
盾
形
埴
輪
や
蓋
形
埴
輪
の
破
片
や
、
馬
形
埴

輪
の
破
片
、
朝
顔
形
埴
輪
や
普
通
円
筒
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。
形
象
埴
輪
に
つ
い
て
、

全
体
像
を
復
元
で
き
る
も
の
は
出
土
し
て
い
な
い
も
の
の
、
馬
形
埴
輪
を
み
て
も
、
馬
装

が
立
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
比
較
的
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
た
だ
、
円
墳
の
規
模
が
十
メ
ー
ト
ル
前
後
と
あ
ま
り
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
当
鏡

が
こ
の
円
墳
か
ら
出
土
し
た
と
は
確
定
で
き
な
い
。
副
葬
品
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

付
近
に
も
こ
の
円
墳
の
よ
う
に
削
平
さ
れ
て
し
ま
っ
た
古
墳
が
他
に
も
あ
っ
た
可
能
性
は

十
分
考
え
ら
れ
る
。
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観
音
寺
の
付
近
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
、
七
郎
姫
古
墳
、
ギ
ン
べ
古
墳
、
ハ
ナ
シ
山

古
墳
、
土
山
古
墳
が
既
に
削
平
さ
れ
て
い
る
た
め
に
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
土
師

南
遺
跡
か
ら
埴
輪
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
馬
形
埴
輪
な
ど
の
形
象
埴
輪
も
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の
規
模
を
持
つ
古
墳
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、「
狐
塚
」
と
い
う
古
墳
の
名
称
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
な
い
名
称
で
あ
る
と
い

え
、
百
舌
鳥
古
墳
群
内
で
も
「
狐
塚
古
墳
」
と
の
名
称
を
持
つ
古
墳
は
少
な
く
と
も
三
基

確
認
さ
れ
て
お
り
、
類
似
し
た
名
称
の
「
狐
山
古
墳
」
も
一
基
存
在
す
る
。
三
基
の
狐
塚

古
墳
は
い
ず
れ
も
墳
丘
が
削
平
さ
れ
て
い
る
が
、
西
区
上
野
芝
町
に
一
基
、
堺
区
百
舌
鳥

夕
雲
町
に
一
基
、
堺
区
霞
ヶ
丘
町
に
一
基
存
在
す
る
。
狐
山
古
墳
は
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
の

南
西
隅
に
あ
る
円
墳
で
あ
り
、
周
濠
か
ら
埴
輪
や
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
三
つ
の
「
狐
塚
古
墳
」
は
す
べ
て
消
滅
し
て
お
り
、
現
状
で
は
副
葬
品
な
ど
も
不

明
で
あ
る
。

（
３
）
む
す
び
に
か
え
て―

鏡
が
出
土
し
た
狐
塚
古
墳
と
は―

　

残
念
な
が
ら
、
鏡
に
伴
う
由
来
書
や
『
話
の
屑
籠
』
に
記
さ
れ
て
い
る
土
師
の
地
で
伝

わ
っ
て
い
る
古
墳
の
名
称
に
は
、「
狐
塚
」
の
名
称
が
み
ら
れ
な
い
。
土
師
南
遺
跡
で
検

出
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
円
墳
が
狐
塚
古
墳
と
称
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
の
確

実
な
資
料
は
今
回
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
鏡
本
体
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
土
師
町
の
古
墳
の
詳
細
を
精
査
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
所
蔵
者
髙
林
永
統
氏
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
稿
の
由
来
書
の
翻
刻
に
関
し
て
は
学
芸
課
矢
内
一
磨
主
査
に
、
鏡
に
つ
き
ま
し

て
は
宮
内
庁
書
陵
部
陵
墓
課
陵
墓
調
査
室
加
藤
一
郎
氏
に
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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写真1　伝狐塚古墳出土鏡

写真2　富岡鉄斎　箱書き
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図3　伝狐塚古墳出土鏡　断面図

図2　伝狐塚古墳出土鏡
（写真トレース）
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由
来
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は
じ
め
に

　

堺
市
博
物
館
で
は
、
与
謝
野
晶
子
が
源
氏
物
語
を
現
代
語
訳
し
た
『
新
新
訳
源
氏
物

語
』（
昭
和
十
三
年
〜
昭
和
十
四
年
刊
行
）の
自
筆
草
稿
を
所
蔵
し
て
い
る
。
昨
年
三
月
、

「
与
謝
野
晶
子
記
念
館
」が
堺
市
立
歴
史
文
化
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ（
さ
か
い
利
晶
の
杜
）内
に

開
設
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
堺
市
文
化
観
光
局
文
化
部
文
化
課
（
以
下
、
堺
市
文
化
課
）

と
堺
市
立
中
央
図
書
館
が
管
理
し
て
い
た
与
謝
野
晶
子
資
料
が
堺
市
立
歴
史
文
化
に
ぎ
わ

い
プ
ラ
ザ（
さ
か
い
利
晶
の
杜
）の
学
芸
部
門
が
所
属
す
る
堺
市
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
。

　

堺
市
文
化
課
か
ら
は
、
五
二
二
枚
（
註
1
）
も
の
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
自
筆
草
稿
が
移

管
さ
れ
た
。
堺
市
博
物
館
で
も
、「
松
風
」「
藤
の
う
ら
葉
」
三
二
枚
を
所
蔵
し
て
い
た
た

め
、
移
管
に
よ
っ
て
五
五
四
枚
の
草
稿
を
所
蔵
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

草
稿
は
、
今
ま
で
晶
子
の
源
氏
草
稿
と
し
て
展
示
や
講
演
会
で
紹
介
し
て
き
た
が
、
部
分

的
な
翻
刻
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
詳
細
を
考
察
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

　

三
年
後
の
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
完
成
八
十
年
に
は
、
記
念
特
別
展
を
開
催
し
、
草
稿
の

詳
細
を
ま
と
め
て
発
表
し
て
、
そ
の
評
価
と
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
、
源
氏
物
語
の
う
ち
、
比
較
的
破
損
が
少
な
く
草
稿
が
そ
ろ
っ
て

い
る
「
花
宴
巻
」
を
取
り
上
げ
、
草
稿
か
ら
見
る
晶
子
の
翻
訳
過
程
を
考
察
し
、
そ
の
意

義
を
考
え
る
。

「
花
宴
巻
」
自
筆
草
稿
に
み
る
特
筆
す
べ
き
箇
所

　
「
花
宴
巻
」
は
全
部
で
十
三
枚
の
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
紙
面
の
関
係
上
、
こ

の
う
ち
特
徴
的
な
箇
所
の
多
い
七
枚
の
草
稿
を
見
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
晶
子
は
生
涯
に
二
回
、
源
氏
物
語
の
現
代
語
訳
本
を
刊
行
し
て
い
る
。
最
初
に

刊
行
し
た
の
が
明
治
四
五
年
〜
大
正
二
年
に
か
け
て
の
『
新
訳
源
氏
物
語
』
全
四
巻
、
次

に
刊
行
し
た
の
が
昭
和
十
三
年
〜
十
四
年
に
か
け
て
の
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
全
六
巻
で

あ
る
。

　

考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
草
稿
と
刊
行
本
の
比
較
を
中
心
に
特
徴
を
見
て
い
く
。
そ
の
た

め
、『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
の
刊
行
本
で
あ
り
、
現
代
で
も
入
手
し
や
す
い
角
川
文
庫

『
全
訳
源
氏
物
語
』（
以
下
、
刊
行
本
と
す
る
）
の
本
文
の
該
当
部
分
に
番
号
を
付
し
な

が
ら
引
用
し
、
後
掲
の
翻
刻
に
も
同
様
に
番
号
を
付
し
な
が
ら
考
察
す
る
。

　

特
筆
す
べ
き
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
大
き
な
点
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

Ⅰ
．
源
氏
物
語
の
各
巻
を
詠
み
込
ん
だ
「
源
氏
物
語
礼
讃
」
と
な
る
歌
が
、
草
稿
の
後
に

加
筆
さ
れ
て
い
る
。
刊
行
本
文
で
は
冒
頭
部
に
あ
る
が
、
草
稿
一
枚
目
【
図
１
】
に
は
書

か
れ
て
い
な
い
。

Ⅱ
．
原
文
の
歌
の
部
分
の
位
置
を
点
線
で
示
し
、
清
書
時
に
書
き
入
れ
て
い
る
。

『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
刊
行
時
に
は
原
文
の
ま
ま
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
草
稿
時
に
は

「
・
・
・
」
と
省
略
し
た
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

草
稿
五
枚
目
【
図
３
】
に
は
二
箇
所
見
ら
れ
、
刊
行
本
で
は
「
⑨
う
き
身
世
に
や
が
て

消
え
な
ば
尋
ね
て
も
草
の
原
を
ば
訪
は
じ
と
や
思
ふ
」
、「
⑩
何
れ
ぞ
と
露
の
や
ど
り
を

わ
か
む
間
に
小
笹
が
原
に
風
も
こ
そ
吹
け
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
草
稿
九
枚

目
【
図
５
】「
⑬
や
は
ら
か
に
寝
る
夜
は
な
く
て
」
、
な
ど
十
箇
所
に
見
ら
れ
る
。

Ⅲ
．
人
物
名
が
原
文
の
記
述
順
と
異
な
っ
て
い
た
り
、
「
・
・
・
」
と
省
略
さ
れ
て
い

る
。
草
稿
七
枚
目
【
図
４
】
に
は
、
光
源
氏
の
部
下
「
⑪
良
清
や
惟
光
」
を
、
原
文
と
逆

に
記
述
さ
れ
て
削
除
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
晶
子
に
と
っ
て
、
印
象
的
な
人
物
を
先
に
思

い
浮
か
べ
て
記
述
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
⑫
四
位
少
将
、
右
中
弁
」
で

は
「
・
・
・
」
と
省
略
さ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
特
徴
Ⅴ
と
同
様
に
、
位
置
を
示
し

て
刊
行
時
に
追
記
し
て
い
る
。

　

詳
細
な
特
徴
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ⅳ
．「
主
語
」
と
「
目
的
語
」
を
加
え
、
読
者
に
よ
り
物
語
の
場
面
を
想
像
し
や
す
い
工

夫
を
し
て
い
る
。
刊
行
本
に
あ
る
「
そ
れ
に
よ
っ
て
④
中
将
は
御
衣
を
賜
わ
っ
た
。
」
と

与
謝
野
晶
子
自
筆
草
稿
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て

―
「
花
宴
巻
」
の
考
察―

森　

下　

明　

穂

安　

達　

智　

美



34

い
う
一
文
の
な
か
の
「
④
中
将
は
」
と
い
う
主
語
は
、
草
稿
二
枚
目
【
図
２
】
に
は
な

く
、
刊
行
時
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
刊
行
本
で
「
な
ど
と
⑧
源
氏
が
言
う
と
」

と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
、
草
稿
五
枚
目
【
図
３
】
に
は
「
⑧
源
氏
が
」
と
い
う
表
記
は
な

い
。
同
様
の
修
正
が
ほ
か
に
十
三
枚
中
七
箇
所
見
ら
れ
た
。

Ⅴ
．「
呼
称
」
の
変
更
。
刊
行
時
に
統
一
し
て
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
刊
行
本
で
は

「
①
帝
も
東
宮
も
詩
の
よ
い
作
家
で
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
草
稿
一
枚
目
【
図
１
】

で
は
①
「
陛
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
刊
行
本
で
「
②
東
宮
が
源
氏
へ
挿
の
花

を
下
賜
あ
そ
ば
し
て
」
と
い
う
部
分
は
、
草
稿
二
枚
目
【
図
２
】
で
「
②
皇
太
子
」
と

な
っ
て
い
る
。
同
様
の
修
正
は
四
箇
所
見
ら
れ
た
。

Ⅵ
．
会
話
文
を
刊
行
時
に
簡
潔
に
、
よ
り
文
脈
に
合
う
と
考
え
ら
れ
た
意
味
に
書
き
直
さ

れ
て
い
る
。
刊
行
本
「
頭
中
将
は
③
ど
う
し
た
か
、
早
く
出
て
舞
わ
ぬ
か
」
と
い
う
箇
所

は
、
草
稿
二
枚
目
【
図
２
】
で
は
「
③
ど
こ
に
ゐ
る
か
」
と
し
て
い
る
。
草
稿
時
の
も
の

は
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
か
れ
、
刊
行
時
に
表
現
を
変
更
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ほ

か
に
、
刊
行
本
で
「
⑦
ぜ
ひ
言
っ
て
く
だ
さ
い
、
だ
れ
で
あ
る
か
を
ね
」
と
い
う
箇
所
は

草
稿
五
枚
目
【
図
３
】
で
は
「
⑦
ど
う
し
て
も
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
、
五
箇
所
が

同
様
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

Ⅶ
．
意
味
の
重
複
し
て
い
る
箇
所
の
整
理
。
刊
行
本
の
ほ
う
が
簡
略
化
し
て
い
る
。
刊
行

本
で
は
「
こ
の
声
に
⑤
源
氏
で
あ
る
と
知
っ
て
女
は
少
し
不
気
味
で
な
く
な
っ
た
。
困
り

な
が
ら
も
⑥
冷
淡
に
し
た
く
は
な
い
と
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
草
稿
五
枚
目
【
図

３
】
で
は
「
⑤
こ
れ
は
源
氏
の
君
で
あ
る
と
」
、「
⑥
冷
た
い
た
い
ど
を
み
せ
た
く
は
な

い
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
似
通
っ
た
表
現
の
箇
所
は
、
簡
潔
な
表
現
に
整
理
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
修
正
は
ほ
か
に
八
箇
所
見
ら
れ
た
。

 　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
晶
子
自
筆
部
分
の
イ
ン
ク
が
不
鮮
明
で
あ
っ
た
り
、
削
除
線
で

消
さ
れ
て
い
る
文
字
の
判
読
が
難
解
で
あ
る
た
め
、
削
除
前
の
文
字
は
省
略
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
草
稿
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
一
枚
目
の
み
翻

刻
の
ほ
か
、
源
氏
物
語
の
原
文
（
註
2
）
・
晶
子
『
新
訳
源
氏
物
語
』
を
比
較
で
掲
出
し
た
。

お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
本
稿
に
お
い
て
、
晶
子
の
翻
訳
過
程
や
源
氏
物
語
へ
の
思
い
を
、
自
筆
草
稿

か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
晶
子
自
身
、
源
氏
訳
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
私
は
廿
餘
年
前
に
『
新
譯
源
氏
物
語
』
を
書
い
た
が
、
そ
の
拙
訳
が
恥
か
し

い
の
で
、
す
っ
か
り
改
譯
し
て
、
明
春
か
ら
『
新
々
譯
源
氏
物
語
』
と
題
し
、
現
に
發
行

中
の
私
の
全
集
に
加
へ
る
こ
と
に
し
た
。
之
は
原
作
を
讀
ま
れ
る
人
々
の
手
引
に
書
い
た
の

で
あ
つ
て
、
私
が
小
娘
時
代
か
ら
紫
式
部
に
受
け
た
大
恩
に
對
し
感
謝
の
一
端
を
表
す
る

も
の
に
過
ぎ
な
い
。私
は
博
く
源
氏
物
語
の
原
作
の
讀
ま
れ
る
事
を
祈
る
者
で
あ
る
。
」（
註
3
）

　

思
い
つ
く
ま
ま
に
原
稿
用
紙
に
走
り
書
き
し
て
い
る
草
稿
か
ら
は
、
生
涯
源
氏
物
語
を

愛
し
、
関
わ
り
続
け
た
晶
子
の
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
晶
子
の
体
内
に
蓄
積
さ

れ
た
「
晶
子
源
氏
」
の
源
流
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
々
に
源
氏
物

語
を
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
の
後
「
手
引
書
」
と
し
て
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
推

敲
・
加
筆
を
丁
寧
に
加
え
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

　

な
お
、
自
筆
草
稿
の
翻
刻
・
考
察
に
つ
い
て
は
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
教
授
の
中
周
子

氏
、
京
都
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
の
松
浦
あ
ゆ
み
氏
に
ご
教
示
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

註註
１　

自
筆
草
稿
五
二
二
枚
の
内
訳
は
次
の
通
り
。

「
桐
壺
」
二
六
枚
、「
帚
木
」
二
六
枚
、「
若
紫
」
四
十
枚
、「
末
摘
花
」
三
六
枚
、

「
紅
葉
賀
」
三
三
枚
、「
花
宴
」
十
三
枚
、「
葵
」
五
八
枚
、「
賢
木
」
四
九
枚
、

「
花
散
里
」
三
枚
、「
蓬
生
」
七
枚
、「
絵
合
」
二
十
枚
、「
松
風
」
四
枚
、「
玉
鬘
」

一
枚
、
「
胡
蝶
」
二
五
枚
、「
常
夏
」
二
五
枚
、「
真
木
柱
」
四
四
枚
、「
梅
枝
」

二
三
枚
、「
藤
の
う
ら
葉
」
十
三
枚
、「
若
菜
上
」
四
十
枚
、「
若
菜
下
」
二
三
枚
、

「
夕
霧
」
十
三
枚
。

註
２　

玉
上
琢
弥
校
注
訳
『
源
氏
物
語　

第
二
巻
』
角
川
文
庫
（
昭
和
四
十
年
、
初
版
）

註
３　

与
謝
野
晶
子
「
最
近
の
感
想
」（
『
横
浜
貿
易
新
報
』
昭
和
八
年
十
二
月
十
七
日
）

（
も
り
し
た
あ
き
ほ
・
あ
だ
ち
と
も
み
／
当
館
学
芸
員
）



35

（
翻
刻
）

花
宴

二
月
の
二
十
幾
日
に
し
し
ん
で
ん
の
さ
く
ら
の
宴
が
行
な
わ
れ
た
。

玉
ざ
の
左
右
に
中
宮
と
皇
太
子
の
御
見
け
ん
マ
マ
ぶ
つ
の
室
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
き
で
ん
の
女
御
は
藤
壺
の
宮
が
高
い
位
に
な
つ
て

威
の
あ
る
中
宮
に
な
つ
て
お
い
で
に

な
る
こ
と
で
何
か
の
折
ご
と
に
不
快
に
か
ん
じ
る
の
で
あ
る
が
、
催
し
ご
と
の
見
物
は

好
き
で
、
東
宮
席
で
倍
覧
し
て
ゐ
た
。
日
が
よ
く
晴
れ
て

青
空
の
色
も
と
り
の
こ
ゑ
も
朗
か
な
き
の
す
る
南
て
い
を
見
て

親
王
達
高
級
官
人
を
初
め
と
し
て
詩
を
作
る

人
々
は
皆
た
ん
ゐ
ん
を
頂
い
て
詩
を
作
つ
た
。

源
氏
は
「
春
と
い
ふ
字
を
賜
は
り
ま
し
た
」

と
自
身
の
え
た
ゐ
ん
字
を
ひ
ろ
う
し
た
が
そ
の
こ
ゑ
は
す
で
に

人
よ
り
勝
れ
て
ゐ
た
。
次
は
頭
の
中
将
で
あ
つ
て

こ
の
順
番
を
晴
が
ま
し
く
お
も
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
と
見
え
た
が

極
め
て
ぶ
な
ん
に
え
た
ゐ
ん
字
を
告
げ
た
。
こ
ゑ
づ
か
ひ
に

貫
目
が
あ
る
と
お
も
は
れ
た
。
そ
の
他
の
人
は

臆
し
て
し
ま
つ
た
や
う
で
、
態
度
も
こ
ゑ
も
物
に
な
ら
ぬ

の
が
多
か
つ
た
。
地
下
の
詩
人
は
ま
し
て
、
①
陛
下
も
東
宮
も

詩
の
よ
い
作
家
で
ま
た
よ
い
批
評
家
で
お
あ
り
に
な
つ
た
し
そ
の
外

に
も

勝
れ
た
詩
才
の
あ
る
官
人
の
多
い
時
代
で
あ
つ
た
か
ら

【
図
１
】
草
稿
一
枚
目
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『
新
新
訳
源
氏
物
語
』

　

花
宴

　

春
の
夜
の
も
や
に
そ
ひ
た
る
月
な
ら
ん
手
枕
か
し
ぬ
我
が
仮
ぶ
し
に
（
晶
子
）

　
二
月
の
二
十
幾
日
に
紫
宸
殿
の
桜
の
宴
が
あ
っ
た
。

王
座
の
左
右
に
中
宮
と
皇
太
子
の
御
見
物
の
室
が
設
け
ら
れ
た
。

弘
徽
殿
の
女
御
は
藤
壺
の
宮
が
中
宮
に
な
っ
て
お
い
で
に

な
る
こ
と
で
、
何
か
の
お
り
ご
と
に
不
快
を
感
じ
る
の
で
あ
る
が
、
催
し
事
の
見
物
は

好
き
で
、
東
宮
席
で
陪
観
し
て
い
た
。
日
が
よ
く
晴
れ
て

青
空
の
色
、
鳥
の
声
も
朗
ら
か
な
気
の
す
る
南
庭
を
見
て

親
王
方
、
高
級
官
人
を
は
じ
め
と
し
て
詩
を
作
る

人
々
は
皆
探
韵
を
い
た
だ
い
て
詩
を
作
っ
た
。

源
氏
は
、「
春
と
い
う
字
を
賜
わ
る
」

と
、
自
身
の
得
る
韵
字
を
披
露
し
た
が
、
そ
の
声
が
す
で
に

人
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
た
。
次
は
頭
中
将
で
、

こ
の
順
番
を
晴
れ
が
ま
し
く
思
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
見
え
た
が
、

き
わ
め
て
無
難
に
得
た
韵
字
を
告
げ
た
。
声
づ
か
い
に

貫
目
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
そ
の
他
の
人
は

臆
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
態
度
も
声
も
も
の
に
な
ら
ぬ

の
が
多
か
っ
た
。
地
下
の
詩
人
は
ま
し
て
、
帝
も
東
宮
も

詩
の
よ
い
作
家
で
、
ま
た
よ
い
批
評
家
で
お
あ
り
に
な
っ
た
し
、
そ
の
ほ
か

に
も

す
ぐ
れ
た
詩
才
の
あ
る
官
人
の
多
い
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、

源
氏
物
語
の
原
文

花
宴

二
月
の
二
十
日
あ
ま
り
、
南
殿
の
桜
の
宴
せ
さ
せ
給
ふ
。
后
、
東
宮
の
御
局
、
左
右
に
し

て
、
参
う
上
り
給
ふ
。
弘
徽
殿
の
女
御
、
中
宮
の
か
く
て
お
は
す
る
を
、
折
節
ご
と
に
安

か
ら
ず
思
せ
ど
、
物
見
に
は
え
過
ぐ
し
給
は
で
参
り
給
ふ
。
日
い
と
よ
く
晴
れ
て
、
空
の

気
色
、
鳥
の
声
も
心
地
よ
げ
な
る
に
、
親
王
達
、
上
達
部
よ
り
は
じ
め
て
、
そ
の
道
の

は
、
皆
探
韻
賜
は
り
て
、
文
作
り
給
ふ
。
宰
相
の
中
将
、
「
春
と
い
ふ
文
字
賜
は
れ
り
」

と
宣
ふ
声
さ
へ
、
例
の
、
人
に
異
な
り
。
次
に
頭
の
中
将
、
人
の
目
移
し
も
、
た
ゞ
な
ら

ず
覚
ゆ
べ
か
め
れ
ど
、
い
と
め
や
す
く
も
て
し
づ
め
て
、
声
づ
か
ひ
な
ど
、
も
の
〳
〵
し

く
す
ぐ
れ
た
り
。
さ
て
の
人
々
は
、
み
な
臆
し
が
ち
に
は
な
じ
ろ
め
る
多
か
り
。
地
下
の

人
は
、
ま
し
て
、
帝
、
東
宮
の
御
才
か
し
こ
く
す
ぐ
れ
て
お
は
し
ま
す
、
か
ゝ
る
方
に
や

む
ご
と
な
き
人
多
く
も
の
し
給
ふ
頃
な
る
に
、

   

『
新
訳
源
氏
物
語
』

花
の
宴

二
月
の
二
十
幾
日
に
紫
宸
殿
の
桜
の
宴
が
催
さ
れ
た
。
弘
徽
殿
の
女
御
は
藤
壺
の
宮
が
一

段
高
い
中
宮
と
し
て
お
い
で
に
な
る
の
を
見
る
の
が
快
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
華

や
か
な
宴
会
が
好
き
で
あ
る
か
ら
皇
太
子
の
お
い
で
に
な
る
所
へ
来
て
い
る
。
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（
翻
刻
）

恥
し
く
て
、清
い
ひ
ろ
に
は
に
出
て
ゆ
く
こ
と
を
一
寸
し
た
こ
と
な
の
で
あ
る
が
マ
マ
。な
ん
事
に

お
も
つ
た
。
年
を
と
つ
た
博
士
な
ど

が
、
み
す
ぼ
ら
し
い
風
さ
い
を
し
な
が
ら
も
場
馴
れ
て

進
退
す
る
の
に
も
御
同
情
が
寄
つ
た
り
し
て
、

こ
の
ご
ら
ん
に
な
る
方
々
は
面
白
く
思
召
さ
れ
た
。
奏
せ
ら
れ
る
音
楽
に
も
特
に

勝
れ
た
人
達
が
選
ば
れ
て
ゐ
た
。
春
の
永
日
が
や
う
や
く
入
日
の

刻
に
近
く
な
る
こ
ろ
春
鶯
て
ん
の
ま
ひ
が
面
白
く
ま
は
れ
て
ゐ
た
。

源
氏
の
も
み
ぢ
の
賀
の
青
海
波
の
巧
妙
で
あ
つ
た
こ
と
を

忘
れ
が
た
く
思
召
し
て
、
②
皇
太
子
が
源
氏
へ
か
ざ
し
の
花
を
下
賜
遊
ば
し
て

ぜ
ひ
こ
の
舞
ひ
に
加
は
る
や
う
に
と
切
望
さ
れ
た
。

辞
し
が
た
く
て
源
氏
は
一
ふ
り
ゆ
る
〳
〵
袖
を
か
へ
す
一
節
を

ま
つ
た
が
、
誰
も
つ
い
で
ゐ
し
が
た
ひ
マ
マ
巧
妙
さ
は
そ
れ
だ
け
に
も

見
え
た
。
左
大
臣
は
恨
め
し
い
こ
と
も
忘
れ
て
ら
く
涙

し
て
ゐ
た
。

「
頭
の
中
将
は
③
ど
こ
に
ゐ
る
か
、
早
く
出
て
ま
は
ぬ
か
」

次
で
そ
の
仰
せ
が
あ
つ
て
、
柳
花
苑
と
い
ふ
曲
を

こ
れ
は
源
氏
の
よ
り
も
長
く
、
こ
ん
な
こ
と
を
よ
き
し
て

け
い
こ
が
し
て
あ
つ
た
か
、
上
手
に
ま
つ
た
。
其
に
よ
つ
て
④
御
衣
の
下
賜
が
あ
つ
た
。

花
の
宴
に
こ
の
こ
と
の
あ
る

の
が
珍
し
い
光
栄
だ
と
人
人
は
見
て
ゐ
た
。
高
級

の
役
人
も
し
ま
ひ
に
は
皆
ま
つ
た
が
、
く
ら
く
な
つ
て
か
ら

は
藝
の
か
う
せ
つ
が
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
つ
た
。
詩
の

講
ぜ
ら
れ
る
時
に
も
、
源
氏
の
作
は
か
ん
た
ん
に

【
図
２
】
草
稿
二
枚
目
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な
つ
て
も
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
よ
。
す
こ
し
し
づ
か
に

話
し
ま
せ
う
ね
。
」
と
云
ふ
こ
の
こ
ゑ
に
⑤
こ
れ
は
源
氏
の
君
で
あ
る
と
女
は
さ
と
つ
て

少
し
ぶ
き
み
で
な
く
な
つ
た
。
困
り
な
が
ら
も

⑥
冷
た
い
た
い
ど
を
見
せ
た
く
な
い
と
女
は
お
も
つ
て
ゐ
た
。

源
氏
は
酔
ひ
す
ぎ
て
ゐ
た
が
マ
マ
せ
い
か
、
こ
の
ま
ゝ
こ
の
女
と
別
れ
る

こ
と
が
残
念
で
あ
る
や
う
に
も
お
も
つ
た
か
若
〳
〵
し
く
て

て
い
か
う
す
る
力
の
な
い
一
ほ
う
の
女
で
あ
つ
た
か
ら
か
、
二
人
は
お
ち
る
べ
き

に
か
け
て
マ
マ
運
命
の
罪
に
お
ち
た
。
か
れ
ん
な
相
手
に
愛
着
を

お
ぼ
え
る
源
氏
は
、
そ
れ
か
ら
程
な
く

あ
け
て
ゆ
く
の
マ
マ
夜
に
別
れ
を
促
が
さ
れ
る
を
苦
し
く

お
も
つ
た
。
女
は
ま
し
て
心
を
乱
し
て
ゐ
た
。

「
⑦
ど
う
し
て
も
云
つ
て
下
さ
い
、
誰
で
あ
る
か
を
ね
。
ど
ん
な
風
に
し
て
手
紙
な
ど

を
上
げ
た
ら
い
い
の
か
。
こ
の
ま
ゝ
で
こ
れ
き
り
に
と
は
あ
な
た
だ
つ
て

お
も
は
な
い
で
せ
う
」　

な
ど
と
⑧
云
ふ
と

⑨
・
・
・
・
・
・
・

と
云
ふ
様
子
に
き
は
め
て
艶
な
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。

「
そ
う
私
の
云
つ
た
こ
と
が
あ
な
た
の
誰
で
あ
る
の
か
を
さ
が
す
努
力
を

惜
し
ん
で
ゐ
る
や
う
に
聞
え
ま
し
た
ね
。
」

と
い
つ
て
、
ま
た
、

⑩
・
・
・
・
・
・
・
・

私
と
の
関
係
を
め
い
わ
く
に
お
ゝ
も
ひ
に
な
ら
な
い
の

だ
つ
た
ら
、
お
か
く
し
に
な
る
必
要
は
な
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
を
わ
ざ
と
わ
か
ら
な
く
す
る
の
で
す
か
」

【
図
３
】
草
稿
五
枚
目
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と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
昨
夜
の
し
た
こ
と
が
行
は
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も

藤
壺
の
周
囲
に
は
い
つ
も
あ
ゝ
し
た
隙
が
な
い
と
、
昨
夜
の
こ
き
で
ん
の
つ
け
こ
み
や
す

か
つ
た
こ
と
よ
と
ひ
か
く
し
て
い
く
分
の
け
い
べ
つ
の
念
が
お
こ
ら

な
い
で
も
な
か
つ
た
。

こ
の
日
は
後
宴
で
あ
つ
た
。
終
日
そ
の
こ
と
に
た
づ
さ
は
つ
て

ゐ
て
源
氏
は
身
体
の
ひ
ま
が
な
か
つ
た
。
十
三
絃
の
こ
と
の

役
を
こ
の
日
は
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。
後
宴
は
昨
日
よ
り
も

の
ど
か
な
気
分
に
み
ち
て
ゐ
た
。

中
宮
は
夜
あ
け
の
時
こ
く
に
し
し
ん
で
ん
へ
お
い
で
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
き
で
ん
の
有
明
の
月
に
別
れ
た
人
は
も
う
御
所
を
出
て
行
つ
た
で
あ

ら
う
か
な
ど
と
思
つ
て
源
氏
の
関
心
は
そ
の
方
へ
飛
ん

で
い
つ
て
ゐ
た
。
き
の
き
い
た
⑪
・
・
・
・
・
に
命
じ
て

見
は
ら
せ
て
お
い
た
が
、
源
氏
が
宿
直
所
の
方
へ
帰
る
と
、

「
た
だ
今
北
の
ご
も
ん
の
方
に
早
く
か
ら
き
て
ゐ
ま
し

た
車
が
皆
人
を
の
さ
し
て
マ
マ
出
て
ま
ゐ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

女
御
さ
ん
方
の
実
家
の
人
た
ち
が
そ
れ
〳
〵
つ
い
て

御
ま
へ
か
ら
下
が
つ
て
、
⑫
・
・
・
・
な
ど
が
下
つ
て
き
ま
し
て

つ
い
て
ゆ
き
ま
す
の
が
、
こ
き
で
ん

の
実
家
の
方
々
だ
と
見
う
け
ま
し
た
。
た
ゞ
の

女
房
方
の
の
つ
た
の
で
な
い
こ
と
は
よ
く
知
れ
て
ゐ
ま
し
て
、

そ
ん
な
車
が
三
台
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

と
報
告
を
し
た
。
源
氏
は
胸
の
と
ど
ろ
く
の
を

お
ぼ
え
た
。
ど
ん
な
方
法
が
あ
つ
て
何
女
で
あ
る
か
を

し
り
え
よ
う
父
の
右
大
臣
に
そ
の
関
係
を
知
ら
れ
て
婿
と
し
て

大
さ
う
に
た
い
ぐ
う
を
さ
れ
る
や
う
な
こ
と
に
な
つ
て
そ
れ
で

【
図
４
】
草
稿
七
枚
目
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宮
中
の
こ
の
二
三
日
の
宮
て
い
に
あ
つ
た
こ
と
を
語
つ
て
き
か
せ
た
り
琴
を
を
し
へ

た
り
な
ど
し
て
居
て
、
日
が
く
れ
る
と
源
氏
が
出
か
け
る
の
を
、
紫
の
君

は
ま
た
か
と
少
女
心
に
物
足
ら
ず
思
つ
て
も
こ
の
ご
ろ
は
き
ゝ
分
よ
く
習
慣
が
つ
い
て
づ

け
ら
れ

て
ゐ
て
、
無
理
に
も
留
め
や
う
な
ど
と
し
な
い
。

左
大
臣
家
の
夫
人
は
例
に
よ
つ
て
直
ぐ
に
は
出
て
こ
な
か
つ
た
。

い
つ
ま
で
も
ざ
に
一
人
で
ゐ
て
徒
然
な
源
氏
は
夫
人
と
の
間
柄
の

一
抹
の
さ
び
し
さ
を
感
じ
て

琴
を
か
き
な
ら
し
な
が
ら
「
⑬
・
・
・
」
と
う
た
つ
て

ゐ
た
。
左
大
臣
が
来
て
、
花
の
宴
の
面
白
か
つ
た
こ
と
な
ど
を

源
氏
に
云
つ
て
ゐ
た
。

「
私
こ
の
年
に
な
り
ま
す
ま
で
、
四
代
の
天
子
に
宮
て
い
を
見
て
ま
ゐ
り
ま
し
た

が
、
こ
ん
ど
ほ
ど
い
い
詩
が
沢
山
出
来
た
り
、
音
楽
の

方
の
才
人
が
そ
ろ
つ
て
ゐ
た
り
し
ま
し
て
寿
命
の

の
び
る
気
の
す
る
ほ
ど
面
白
く
お
も
は
せ
て
も
ら
ふ
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
専
門
家
に
名
人
が
多
う

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
あ
な
た
な
ど
は
こ
と
に
師
匠
の
人
選
が
よ
ろ
し
く
て

あ
の
お
出
来
振
り
だ
つ
た
の
で
せ
う
、
高
齢
の
老
人
ま
で
も

舞
つ
て
出
た
い
き
が
い
た
し
ま
し
た
よ
」

「
特
に
こ
ん
ど
の
た
め
に
け
い
こ
な
ど
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
ゞ
宮
て
い
づ
き
の
中
の
よ
い
楽
人
に
参
考

に
な
る
こ
と
を
教
へ
て
も
ら
つ
た
り
し
た
だ
け
で
す
。

何
よ
り
も
頭
の
中
将
の
柳
花
え
ん
が
み
ご
と
で
し
た
。

後
に
な
つ
て
後
世
へ
つ
た
は
る
至
藝
だ
と
お
も
つ
た
の
で
す
が

【
図
５
】
「
花
宴
」
原
稿
九
枚
目
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は
で
な
邸
で
、
何
ご
と
も
皆
近
代
風
で
あ
る
。
右
大
臣
は
源
氏
の

君
に
も
宮
中
で
で
あ
つ
た 

日
に
来
会
を
申
し
入
れ
た
の

で
あ
る
が
、
美
ぼ
う
の
源
氏
が
姿
を
見
せ
な
い
の
を
、
残
念
に
お
も
つ
て
、
息
子

の
四
位
少
将
を
む
か
へ
に
出
し
た
。

・
・
・

そ
れ
は
か
い
て
送
つ
た
大
臣
の
う
た
で
あ
る
。
源
氏
は
御
所
に
ゐ

た
時
で
あ
つ
て
、
陛
下
に
こ
の
こ
と
を
申
上
げ
た
。

「
と
く
い
な
の
だ
ね
」

と
お
笑
ひ
に
な
つ
て
、

「
使
ま
で
よ
こ
し
た
の
だ
か
ら
行
つ
て
や
る
が
い
い
、

孫
の
内
親
王
達
の
た
め
に
は

兄
と
し
て
将
来
力
に
な
つ
て
貰
ひ
た
い
と
も
大
臣

は
願
つ
て
居
る 

大
臣
の
家
だ
か
ら
。」

な
ど
と
仰
せ
ら
れ
た
。
特
に
美
く
し
く

か
ざ
つ
て
、
ず
つ
と
日
が
く
れ
て
し
ま
つ
た
こ
ろ
、

待
た
れ
な
が
ら
源
氏
は
行
つ
た
。
さ
く
ら
の
色
の

支
那
に
し
き
の
直
衣
、
赤
む
ら
さ
き
の
下
が
さ
ね
の

す
そ
を
長
く
引
い
て
、
外
の
人
は
皆
正
装
の
袍
を

き
て
ゐ
る
席
へ
、
艶
な
宮
様
姿
を
し
た

源
氏
が
、
多
く
の
方
に
敬
意
を
拂
は
れ
な
が
ら 

入
つ
て
行
つ
た
。

桜
の
花
の
美
が
こ
の
時
に
は
か
に
減
じ
て
し
ま
つ
た

や
う
に
お
も
は
れ
た
。
音
楽
の
遊
び
も
す
ん
で
か
ら

夜
が
少
し
ふ
け
た
時
分
で
あ
る
、
源
氏
は
酒
の
酔
ひ
に

【
図
６
】
草
稿
十
一
枚
目
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薫
物
が
け
む
い
ほ
ど
に
た
か
れ
て
ゐ
て
こ
の
室
内
に
た
ち
ゐ
す
る

女
の
衣
ず
れ
の
お
と
が
華
や
か
な
も
の
に
お
も
は
れ
た
。
奥
ゆ
か
し

い
と
こ
ろ
は
か
け
て
は
で
な
現
代
型
の
ぜ
い
た
く

さ
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
令
嬢
達
が
見
物
の
た
め
に

こ
の
へ
ん
へ
出
て
居
る
の
で
妻
戸
が
し
め
ら
れ
て
あ
つ
た

も
の
ら
し
い
。
こ
ん
な
こ
と
に
批
な
ん
さ
へ
も
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
賛
意
は
表
し
て

な
い
が

さ
す
が
に
若
い
源
氏
に
し
て
は 

面
白
い
こ
と
に
お
も
は
れ
た
。

こ
の
中
の
だ
れ
を
恋
人
と
見
分
け
て
よ
い
の
か
と
源
氏
の
胸
は

と
ど
ろ
い
た
。

「
・
・
・
」
（
高
ま
う
ど
に
帯
を
と
ら
れ
て
と
云
ふ
歌 

）

じ
や
う
だ
ん
ら
し
く
云
つ
て
み
す
に
身
を
よ
せ
て
ゐ
た
。

「
変
つ
た
こ
ま
う
ど
な
の
ね
」

と
云
ふ
一
人
は
無
関
係
な
令
嬢
で
あ
ら
う
、

何
も
云
は
ず
に
時
々
た
め
い
き
の
き
こ
え
て
く
る

人
の
居
る
方
へ
源
氏
は
寄
つ
て
行
つ
て
几
帳
ご
し
に

手
を
と
ら
へ
て

・
・
・

「
な
ぜ
で
せ
う
」
と
あ
て
ず
ゐ
り
や
う
に
源
氏
が
云
ふ
と
そ
の
人

も
感
情
を
抑
へ
か
ね
た
か

・
・
・

と
返
事
を
し
た
。
月
夜
の
あ
の
こ
き
で
ん
の

月
夜
に
き
い
た
の
と
同
じ
こ
ゑ
で
マ
マ
。
あ
る
源
氏
は

嬉
し
く
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
。

【
図
７
】
草
稿
十
三
枚
目
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堺
は
第
二
次
大
戦
下
、
昭
和
二
〇
年
七
月
一
〇
日
の
空
襲
に
よ
り
、
旧
市
街
地
の
中
心

部
を
焼
失
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
昭
和
六
年
に
『
堺
市
史
』
に
採
録
を
さ
れ
た
数
多
く

の
古
文
書
も
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
堺
研
究
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
史
料
で
、
そ
の
喪
失
は
、
堺
研
究
の
大
き
な
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
難
を
遁
れ
た
古
文
書
群
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
堺
の
酒
造
業
米
屋

甚
兵
衛
家
の
古
文
書
は
、
川
尻
の
米
谷
家
が
建
物
疎
開
で
解
体
を
さ
れ
た
前
後
に
、
大
阪

市
阿
倍
野
区
松
虫
通
へ
移
さ
れ
て
お
り
、
火
難
を
遁
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
古

書
市
場
に
流
出
、
大
阪
市
内
の
古
美
術
商
の
手
を
経
て
米
屋
甚
兵
衛
家
旧
蔵
の
趙
陶
斎
資

料
等
と
と
も
に
、
当
館
が
平
成
八
年
度
に
購
入
し
た
。
当
館
で
整
理
、
古
文
書
目
録
を
発

行
、
数
千
点
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
熊
野
町
年
寄
の
谷
善
右
衞
門
家

の
古
文
書
は
、
岐
阜
市
内
に
疎
開
し
て
火
難
を
遁
れ
た
。
平
成
二
〇
年
に
御
子
孫
に
よ
っ

て
当
館
へ
寄
贈
を
さ
れ
、
平
成
二
一
年
発
行
の
『
堺
市
博
物
館
報
』
第
二
八
号
に
目
録
が

掲
載
を
さ
れ
て
い
る
。
戦
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
文
書
が
多
い
と
い
う
の
は
事

実
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
古
書
市
場
等
に
堺
関
係
の
貴
重
な
古
文
書
が
出
る
場

合
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
機
会
を
探
し
て
、
粘
り
強
く
資
料
収
集
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
平
成
七
年
度
に
当
館
が
収
蔵
し
た
堺
魚
商
紺
屋
清
兵
衛
文
書
の
目
録
を

掲
載
す
る
。
紺
屋
清
兵
衛
文
書
は
別
掲
の
目
録
の
通
り
、
二
六
件
・
二
九
通
の
文
書
で

あ
る
。
こ
の
文
書
は
昭
和
六
年
の
『
堺
市
史
』
編
纂
の
史
料
探
訪
か
ら
も
漏
れ
て
お

り
、
新
発
見
の
史
料
と
い
え
る
。
当
館
は
こ
の
文
書
を
京
都
市
内
の
古
書
店
か
ら
購
入

に
よ
っ
て
入
手
を
し
た
。
文
書
が
古
書
市
場
に
出
る
前
に
、
ど
こ
に
在
っ
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
。
近
世
の
堺
に
関
す
る
文
書
で
あ
り
、
当
館
が
収
蔵
し
得
た
こ
と
は
幸
い
で

あ
っ
た
。

　

近
世
の
堺
の
町
に
は
、
魚
市
場
と
し
て
は
、
紺
屋
町
浜
（
南
郷
）
と
柳
之
町
浜
（
北

郷
）
の
二
つ
が
知
ら
れ
る
。
現
在
の
少
林
寺
町
に
当
た
る
紺
屋
町
浜
の
市
場
は
天
保
の
新

地
の
開
発
以
後
に
は
堀
川
相
生
橋
を
超
え
て
移
動
し
た
。
一
方
の
柳
之
町
浜
の
市
場
は
、

た
こ
市
場
と
し
て
知
ら
れ
る
。
井
原
西
鶴
が
『
世
間
胸
算
用
』
の｢

奈
良
の
庭
竈｣

に
描
写

し
て
い
る
よ
う
な
、
長
尾
街
道
を
経
て
大
和
方
面
に
送
る
鮹
の
売
買
が
主
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
文
書
は
南
郷
の
紺
屋
町
浜
の
魚
市
場
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
天
保
以
降
、
市

場
が
海
側
へ
移
動
し
て
以
降
の
史
料
で
あ
る
。

　

紺
屋
清
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
現
在
不
明
で
あ
る
。
幕
末
の
堺
商
人
の
名
を
記
録
す
る
明

治
元
年
の
「
御
基
金
調
達
元
帳
」
に
は
（
『
堺
市
史
』
第
六
巻
五
四
七
頁
）
に
は
、
紺
屋

町
に
住
み
、
魚
で
富
を
得
て
い
る
富
商
指
吸
善
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
指
吸
一
族
に
つ
い

て
は
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
紺
屋
清
兵
衛
の
名
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
筆
者
が

『
堺
市
博
物
館
報
』
二
三
号
（
平
成
一
六
年
三
月
）
で
紹
介
を
し
た
堺
商
人
四
〇
〇
人
余

り
の
名
を
記
録
す
る
慶
応
二
年
「
菅
梅
講
名
記
」
に
も
紺
屋
清
兵
衛
の
名
は
見
当
た
ら
な

い
。
今
後
の
調
査
に
期
待
を
し
た
い
。

　

総
数
三
〇
通
ち
か
い
文
書
は
魚
商
た
ち
が
紺
屋
清
兵
衛
に
宛
て
た
証
文
類
や
紺
屋
清
兵

衛
の
金
融
に
関
す
る
証
文
類
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
文
書
が
都
市
民
へ
の
魚
の
売

買
に
関
わ
る
史
料
で
は
な
い
点
に
は
注
意
を
し
て
お
か
な
い
と
な
ら
な
い
。

　

魚
商
た
ち
が
紺
屋
清
兵
衛
に
宛
て
た
証
文
の
一
例
を
あ
げ
よ
う
。

　

魚
商
た
ち
の
多
く
は
紺
屋
町
浜
で
魚
を
買
う
場
合
、
現
金
で
は
な
く
「
附
買
」
と
よ
ば

れ
る
節
季
の
後
払
い
で
行
っ
た
。
優
良
な
商
人
で
あ
れ
ば
節
季
払
い
が
滞
る
こ
と
は
な
い

が
、
資
金
繰
り
に
行
き
詰
ま
り
払
い
が
滞
る
こ
と
も
当
然
あ
り
得
る
。
附
買
人
に
支
払
い

能
力
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
代
わ
っ
て
払
う
人
物
を
と
し
て
名
を
認
め
た
書
類
が
、「
魚

仕
組
附
買
一
札
」
で
あ
る
。

　
　
　

魚
仕
組
附
買
一
札

　
　

一
此
度
我
等
ニ
仕
組
ニ
而
、
納
屋
喜
八
方
ニ
而

　
　
　

魚
商
内
致
候
ニ
付
、
其
元
殿
江
附
買
之
儀

　
　
　

御
願
申
上
候
処
御
承
知
被
下
、
我
等
ニ
共
忝
奉
存
候
、

　
　
　

然
ル
上
者
日
々
揚
銀
者
不
申
及
、
節
季
毎
買
高

　
　
　

無
滞
相
渡
シ
可
下
候
、
若
相
滞
者
有
之
候
得
共
、

　
　
　

仕
組
之
儀
ニ
付
、
差
支
之
者
ニ
不
抱
、
残
ル
者
ゟ

　
　
　

急
度
打
渡
シ
可
申
候
、
尤
帳
面
書
附
等
弐
人
名
前

当
館
蔵　

堺
魚
商
文
書

矢　

内　

一　

磨

収
蔵
史
料
報
告
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ニ
而
差
引
手
数
相
掛
り
候
付
連
判
之
内

　
　
　

喜
八
名
前
ニ
被
成
下
度
候
、
為
後
日
仕
組
一
札
仍
而
如
件

　
　
　
　
　

文
久
弐
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
屋
喜
八
㊞

　
　
　
　
　
　

戌
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
屋
喜
助
㊞

　
　
　

紺
屋
清
兵
衛
殿

　

先
に
掲
げ
た
も
の
は
資
料
番
号
四
の
翻
刻
で
あ
る
。
納
屋
喜
八
が
紺
屋
清
兵
衛
に
魚
の

附
買
を
願
い
許
さ
れ
た
。
も
し
も
払
い
が
滞
っ
た
場
合
は
、
実
損
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

連
判
者
の
納
屋
喜
助
が
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
帳
面
の
記
載
に
つ
い

て
は
、
連
名
で
は
手
間
な
の
で
喜
八
名
義
で
お
願
い
し
た
い
と
し
て
い
る
。
他
の
仕
組
一

札
証
文
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。

　

紺
屋
清
兵
衛
の
金
融
に
関
す
る
証
文
と
し
て
は
、
資
料
番
号
一
を
掲
げ
る
。

（
端
裏
書
）

　

「
壱
貫
匁　

紺
仁
」

（
端
裏
書
）

　

「
百
廿
五
匁　
　
　
　

亥
年
十
二
月
納
メ

　
　

残
而
八
百
七
拾
五
匁
」

　
　

年
賦
証
文
之
事

　
　

一
銀
壱
貫
目
也

　
　
　

右
之
銀
子
無
拠
入
用
ニ
付
、
拝
借
仕
候
処

　
　
　

実
正
御
座
候
、
返
済
之
儀
者
亥
年
十
一
月
ゟ

　
　
　

午
年
十
一
月
迄
毎
年
百
廿
五
匁
ツ
ヽ
、
十
一
月
ニ

　
　
　

無
滞
急
度
可
上
納
仕
候
、
蓮
印
証
文
仍
而

　
　
　

如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺

　
　
　
　

文
政
十
亥
年
五
月　
　
　
　
　

こ
ん
屋
仁
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
田
屋
源
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
や
清
兵
衛
㊞

　
　
　

田
中
孫
左
衛
門
様

　
　
　
　
　

弥
兵
衛
様

　

文
政
一
〇
年
に
堺
の
こ
ん
屋
仁
兵
衛
・
金
田
屋
源
兵
衛
・
こ
ん
や
清
兵
衛
か
ら
田
中
孫

左
衛
門
と
田
中
弥
兵
衛
に
宛
て
ら
れ
た
借
銀
証
文
で
あ
る
。
こ
ん
屋
仁
兵
衛
は
同
族
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
金
田
屋
（
か
な
た
や
）
は
、
堺
商
人
の
屋
号
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

　

す
べ
て
三
〇
通
あ
ま
り
の
古
文
書
に
つ
い
て
翻
刻
す
る
こ
と
は
、
煩
を
避
け
る
た
め
行

わ
な
い
。
た
だ
し
、
本
稿
で
こ
の
文
書
を
整
理
・
報
告
す
る
こ
と
で
収
蔵
史
料
の
報
告
と

公
開
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
、
当
館
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

な
お
、
本
文
書
に
つ
い
て
は
一
部
の
も
の
を
、
平
成
二
七
年
に
当
館
で
実
施
し
た
古
文

書
講
習
会
で
教
材
と
し
た
。
受
講
生
は
、
こ
の
文
書
を
も
と
に
堺
の
町
と
魚
商
い
に
つ
い

て
の
学
習
を
行
い
、
古
文
書
に
つ
い
て
の
関
心
を
深
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
今
後
、
当
館

の
史
料
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
堺
の
地
域
史
研
究
を
深
め
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

（
や
な
い
か
ず
ま
／
当
館
学
芸
員
）

（
連
）
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至っている。
　市民病院の移転計画に伴う1994年・95年の構想
立案から施設の完成まで、20年を要したことにな
る。その間に多くの職員が関わり、大勢の先生がた
や市民の皆さんにお知恵をいただいたことになる。

【文化観光拠点（利晶の杜）等の事業経過】
◇1980年 堺市博物館が開設＊常設展「堺―その歴
史と文化―」、美術ギャラリー等を置く。
◇1993年　カメラのドイ創業者土居君雄氏の遺族
が、堺市にミュシャコレクションを寄贈
◇94年10月「与謝野晶子ギャラリー・アルフォン
スミュシャギャラリー堺」を開設（南海本線堺
駅ポルタスビル16階）
◇95年10月「堺市芸術文化センター構想」を策定
＊市民病院（市立堺病院）跡地に美術館・与謝
野晶子館・お茶の文化館を構想
◇96年10月 市民病院の閉鎖、南安井町に移設
◇2000年 4 月　JR阪和線堺駅前に、堺市立文化館
を開設。与謝野晶子文芸館・アルフォンスミュ
シャ館をポルタスビルから移転。美術ギャラ
リーを堺市博物館から移転する。
◇02年 9 月「堺市芸術文化センター構想」を廃止
＊以後、観光振興を目的とした施設整備を検討
していく。
◇05年11月「堺市文化観光拠点（施設）建設検討
懇話会」を設置する。
◇07年12月「堺市与謝野晶子顕彰検討懇話会」を
設置する。
◇08年 7 月「堺市文化観光拠点整備事業整備方針
（案）」を策定＊民間資本の活用、宿泊・飲
食・物販の併設が条件
◇08年 9 月頃「先人紹介・観光案内施設展示等検
討会議」「千利休・茶の湯関連施設展示等検討
会議」「与謝野晶子顕彰施設展示等検討会議」
を設置。前2つは観光部、最後は文化部の所管。
◇09年 8 月「文化観光拠点公共的施設整備支援業
務」を（株）CDIに委託＊先人紹介・観光案内施
設は観光ビジターセンター型施設とし、千利
休・茶の湯関連施設はミュージアム型施設と茶
の湯体験施設とした。

１．さかい利晶の杜の構成
　さかい利晶の杜（以下、利晶の杜と略す。英語名、
Sakai Plaza of Rikyu and Akiko）のうち、公共施
設「堺市立歴史文化にぎわいプラザ」は、堺市が
2015年3月に、堺区宿院町西2丁1番１号に開設し
た博物館であり観光施設でもある。
　堺生まれの千利休・与謝野晶子に関する人物記
念博物館であり、歴史館、文学館でもある。その
展示室は、千利休茶の湯館（利休館）、与謝野晶
子記念館（晶子館）、観光案内展示室、企画展示
室など、性格のやや異なる諸室によって構成され
ている複合施設である。
　市民病院（市立堺病院）跡地を東・中・西に分
割し、東側である千利休屋敷跡（伝承地）側に隣
接させてこの公共施設（歴史文化プラザ）を建て
た。さらに、文化観光拠点として中央には民間施
設（スターバックスコーヒー、湯葉と豆腐の店梅
の花）も開業し、西側にタイムズ24（株）が運営
する自家用車約100台と大型バス5台の駐車場を設
置した。
　これら全体の愛称が「さかい利晶の杜」である
が、本稿では公共施設部分を利晶の杜展示館と表
記する。いずれにしろ、博物館としても観光施設
としても、複合多目的等のため施設名称が分かり
にくく、今後の工夫が必要であろう。
　
２．開設の経緯
　堺の旧市域の中心部にあった市民病院が1996年
に移転した跡地（1ha余）の活用計画として、美術
館・与謝野晶子館・お茶の文化館からなる堺市芸
術文化センターがまず構想された。
　次いで、文化観光拠点として茶の湯などをテー
マとした観光施設構想に変わっていくが、2008年
9月のリーマンショックなどで民間資本によるホテ
ル建設構想はなくなり、堺市による公共施設を先
行整備することになる。
　美術館構想は復活しなかったが、南海本線堺駅
前からJR堺市駅前に移転していた晶子館が、文化
観光拠点（利晶の杜）に再移転することになり、先
人・観光案内、利休、晶子の3施設になった。最終的に
先人施設は作られず観光案内展示室になり、現在に

堺の国際性と日本美

吉　田　　　豊

―さかい利晶の杜展示館の企画・設計―

りしょう　 もり
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◇10年 2 月　民間事業者を対象に施設内容・参画
条件など企画提案を募集。＊必須条件である宿
泊・飲食の一体的整備を満たす提案なし。
◇11年 1 月「堺市文化観光拠点整備事業整備方針
≪基本構想≫」を策定＊市が公共施設を先行し
て整備する手法に見直し、民間施設整備も必須
条件から宿泊機能を除く。
◇11年 4 月　文化観光局を新設＊2010年度は市長
公室にあった文化部と博物館（部）、産業振興
局にあった観光部がここに異動。11年度組織、
観光推進課整備係・常勤職員2人。
◇11年 5 月「文化観光拠点整備事業基本計画
（案）」を策定（8月15日に正式）＊公共施設の
整備を主に、基本的な考え方を定めた。
◇11年10月　展示設計業者が（株）トータルメ
ディア開発研究所に決定＊5社からの提案：公募
型プロポーザル
◇12年 1 月　建設工事基本設計業者が東畑・ダイ
シン設計共同体に決定＊5社からの提案：公募型
プロポーザル
◇13年 3 月　来訪者サービス施設の優先交渉権者
を決定＊2グループから提案あり、（株）梅の花
Service（代表企業）・スターバックスコーヒー
ジャパン（株）（構成企業）に決定。
◇13年 4月　観光企画課整備係・常勤職員3人に増
員。学芸部門は、博物館学芸課長が観光企画課
参事を兼務。非常勤学芸員として、観光企画課
1人、文化課1人を新規採用。
◇13年7月　施設建設工事等の入札・総合評価
（11月、工事着工）＊建設工事は6グループ参
加、橋爪・日野建設工事共同企業体に決定
◇13年 8 月　歴史文化にぎわいプラザ条例の議案
上程・可決
◇13年10月　歴史文化にぎわいプラザ展示製作業
者が、（株）トータルメディア開発研究所に決
定。＊2社参加、価格競争入札
◇13年11月　周辺道路整備工事を着工
◇14年 4 月　文化観光拠点全体の愛称が「さかい
利晶の杜」に決定。＊1238件の応募、「利晶の
郷」を補作
◇14年 4 月　学芸部門は、学芸課長が利晶の杜開
設担当の学芸課参事として専任に。博物館学芸
員（常勤職員）1人が兼務。非常勤学芸員は、観
光企画課に1人増員（新規採用）され3人にな
り、1月から所属が博物館に異動。
◇14年 5 月　指定管理者の指定に関する議案上程・

可決＊3グループからの提案：公募型プロポーザ
ル＊（株）トータルメディア開発研究所（代表）、
（株）日本旅行、（株）かんでんジョイナス、MID
ファシリティマネジメント（株）に決定

◇14年10月　来訪者サービス施設建設工事着工
◇14年10月　指定管理者が開業準備業務を開始
◇15年 3 月 3 日　スターバックスコーヒー堺フェ
ニックス通り利晶の杜店がオープン
◇15年 3 月20日　堺市立歴史文化にぎわいプラザ
（利晶の杜展示館）開館、管理運営の開始
◇15年 3 月21日　梅の花さかい利晶の杜店がオー
プン
◇15年 4 月　観光企画課施設運営係・常勤職員
２人。学芸部門は、博物館学芸課学芸係が所管。
＊現地勤務は、常勤学芸員1人、非常勤学芸員
4人（利休2、晶子2）。
◇利晶の杜展示館の2015年3月20日からの入館者
数。7月14日、20万人。16年1月4日、40万人。
年間目標の計15～20万人を4カ月で達成。有料目
標3割～4割は、3割程度。

３．千利休茶の湯館の企画・設計
プロローグ
　①◆世界に開かれたまち堺
　堺市博物館蔵の南蛮屏風を基にした。左側はポ
ルトガルのカラック（ナウ）船で、中国のマカオ
から九州諸港に来航した。右側は、荷物を運ぶ小
船や交易品、ポルトガル商人、彼らを待っている
黒服の駐日イエズス会宣教師など。堺などにも住
んでいた宣教師たちが、ポルトガル商人を案内し
た。堺のまちを描いたものではないが、南蛮人も訪
れ国際貿易で栄えた堺に思いを馳せられる絵画であ
り、冒頭に置いた。

（１）千利休と堺のまち
　②◆リーフデ号模型
　10分の１縮尺のオランダ船の推定復元模型。約
300トンのカラベル（小型ガレオン）型の帆船で、
ロッテルダム海事博物館の元学芸員が製作したも
のを、1989年に堺市博物館等で開催したダッハら
んどでの展示用に購入したもの。利休館は2部屋に
分かれているが、どちらかの中央部には大きな立
体物を置くということで選んだもの。長年、堺市
博物館のロビーに展示していたが、古墳シアター
新設で片付けなければならなかったが、新たな活
用場所が見つかった。
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　③◆利休と堺をめぐる人々
　堺のまちの特徴を、左側に「貿易商人と茶人の
まち」、右側に「天下人のまち」という２つに分
けて、それぞれに関係する利休をはじめとする
人々を紹介した。堺では戦国時代に貿易商人が活
躍して富を蓄え、武野紹鴎のように舶来の高級な
名物茶器を集めて茶の湯を楽しんだ。利休のわび
茶は、その対極ともいえるが、堺における日本文
化、新しい日本美はこの双極から生まれたのであ
ろう。パネル左端の、堺は「日本中の金銀が集ま
るまち」と報告したザビエルを始めとしたイエズ
ス会宣教師によるさまざまな堺情報が、堺を世界
的にも知られる都市にした。その富に目を付けた
のが、パネル右側の天下人たちで、特に三好長慶
は織田信長の前の、最初の天下人として、注目を
浴び始めている。
　④◆住吉祭礼図屏風にみる堺
　中世から近世にかけての堺を描いたもっとも古
い絵画である。屏風の折れ目ごとに分かれて、６
つのタッチパネルになっていて、関連事項をさら
に検索できる。イエズス会宣教師によって堺の
「市中の山居」（しちゅうのさんきょ）と呼ばれ
た草庵風の茶室らしきものも描かれていること
を、今回初めて確定し強調してみた。なお住吉祭
礼図に、茶室らしきものに続く露地口・中潜りら
しきものが描かれていることは、既に永井規男・
谷直樹「中世堺の町なみについて」（『館報Ⅰ』堺市
博物館、1982年27頁）に記されている。市中の山居
は、この施設全体の建築的な主題にもなっている。
　⑤◆堺の海外交流
　江戸時代前期に日本で描かれた世界図屏風の東
アジア部分を大きく拡大し、そこに朱印船貿易に
よる航行ルートを入れた。この地図屏風を前面に
展開する分かりやすい展示とした。元の計画では
「出土茶道具にみる海外との交流」であり、後掲
の図面にもそう記されているが、茶道具は以後の
ケースでの展示とした。
　⑥◆中近世の港湾都市堺
　紅毛船であるリーフデ号模型の側面に置くやや
小さな解説パネルであり、南蛮船、朱印船、糸荷
廻船、菱垣廻船など、紅毛船以上に堺商人が関
わった各種の船を紹介した。
　⑦◆世界に誇る堺環濠都市遺跡
　環濠都市として三方を堀、西側を海で囲まれた
堺のまちは、1586年に豊臣秀吉によって堀を埋め
られるが、1615年（慶長20年）の大坂夏の陣の戦

火で焼亡した後、徳川方によってひとまわり大き
く掘り直されている。これ以前の、ひとまわり小
さかったまちの範囲は、奥田豊「堺中近世環濠比
較図及び慶長20年焼土検出地」（『堺衆』堺市博
物館、1989年）の作図もそうであったが、今回、
永井正浩「堺―都市をかこむ堀を中心として―」
（『関西近世考古学研究』22号、2014年）を典拠
に焼土層の範囲をより細かく押さえた。堺の旧市
街地は、第2次世界大戦の空襲で焼かれたが、北部
には江戸時代からの町屋が残っている。それ以上
に夏の陣で焼かれた部分が多く、当時の市街地の
ほぼ全てだったらしいことが分かる。
　以上、利休館の前半展示は、担当学芸員の小松
原瑞穂さんなどと相談しながら考えた部分である。

（２）千利休と茶の湯
　⑧◆堺の茶の湯―紹鷗から利休へ―
　企画当初は「自由商業都市堺の茶の湯全盛」
などの仮タイトルを付けていたコーナーである。
第1コーナーの千利休時代の堺のまち紹介に続き、
利休時代とその前後の茶の湯を紹介する。同じ堺
商人である武野紹鷗と千利休の相違を、やや極端
に示すことがこのコーナーを分かりやすくするこ
とであるとだんだん確信するようにはなったが、
では具体的にどのような展示をすればそうなるの
か迷い、第2コーナーの導入部として結局はあっさ
りとパネルだけの常設展示とした。
　⑨◆茶室（床部分）の想定【茶室比較】
　茶室建築史の専門家である中村利則教授に監修
いただいた部分である。重要部分であるので、当
初もっとも悩んだところであり、茶の湯のお点前
の基本を体験してもらう四畳半座敷を設営しよう
かとも考えた。しかし、利休時代の作法の細部ま
で明らかになっていないことや、人員配置上の課
題などから断念し、茶室の床（とこ）比較コー
ナーとした。紹鷗の茶室と利休60代の茶室比較と
するのが分かりやすかったが、茶室本体はそれで
構わないものの、そこに置く茶道具について、紹鷗
時代の取り合わせは具体的な記録が少なく、利休
50代までの茶道具と、わび茶を深めた60代の茶道
具を復元した茶室という、来館者にとってはやや
分かりにくい比較になったかもしれない。なお、
床比較の前に据えたクイズを解く選択装置は、本体
の床比較の確定がぎりぎりとなったため開設間際
の製作となった。子ども向けが少ないので、リニュー
アルする機会があれば、充実していただきたい。
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　⑩◆利休の茶の湯―作意と振舞―
　パネルの左側では、利休の茶の湯にみられる創
意工夫を紹介した。従来の轆轤（ろくろ）による
成形方法ではなく「手捏ね」（てずくね）による茶
碗や、釜膚（かまはだ）をわざと荒らして造らせ
た茶の湯釜など、今までにない手法や表現であ
る。右側のパネルでは、利休のやや質素な懐石
（振舞とも言った）と菓子について紹介した。わ
び茶の大成に伴う、簡素を旨とする利休の美意識
による創意工夫が分かるように努めてもらった。

（３）千利休とその後
　⑪◆利休の生涯と堺
　ここからは、千利休の生涯やその後の茶人たち
を紹介する第3コーナーである。利休と堺に関する
年表と系図を掲げた。系図については、利休の養
子（後妻の連れ子）である少庵の妻が利休の娘か
養子かなど、研究者間でも確定していない部分も
多く、今回の利休展示室開設の監修者の御一人で
ある村井康彦先生の説を基準とさせていただい
た。なお、利休館開設にあたって、展示検討会議
の委員であった熊倉功夫先生とともに、座長で
あった村井先生には様々なご助言をいただいた。
本パネル左側のハイケース（壁付の背が高いガラ
スケース）では、2階企画展示室で大規模に開催す
ることのできない利休や堺のまちに関するスポッ
ト展示やコーナー展示もできる場所設定とした。
　⑫◆現代に続く千家十職（じっしょく）
　シアター前のパネルでは、三千家（さんせん
け）の家元と深い関係を持ち、茶の湯道具を専門
に作る千家十職（じっそくとも）を紹介してい
る。それぞれの家が300から400年以上続いてお
り、専門的な道具を作る職家（しょっか・しょっ
け）としては世界的にも稀な集団といえよう。
　以上、利休館の後半展示は、担当学芸員の伊住
禮次朗さん、小松原瑞穂さんなどと相談しながら
考えた部分である。

（４）利晶の杜シアター
　利晶の杜シアターでは、「堺と利休」（約12分）
を放映する予定で、千家十職の御一人、樂吉左衞
門さんに出演いただけるよう交渉し、ＮＨＫプラ
ネット等の協力を得て完成した。将来的には、企
画展に合わせた利休や与謝野晶子に関する映像な
ども放映したり、体験イベントのできるステージ
も用意した。

（５）茶の湯体験施設等
　茶室は、八畳3室の大規模茶室（広間）、四畳半
と二畳（小間）、計3種類の茶室が設けられた。設
計や施工監修は京都造形芸術大学の中村利則教授
がおこなった。本格的な茶室群ではあるが、国登
録文化財になっている堺市博物館茶室の伸庵・黄
梅庵とは異なる使い勝手のものであるし、同じ堺
市立の施設として棲み分けは必要であった。茶席
への来客は千利休屋敷跡（伝承地）側から入る門
が正式なものであるが、運用にあたっては利休館
との相乗効果等を考え、特に二畳（さかい待庵）
と四畳半（北野大茶会利休茶室の推定復元）につ
いては、展示館の一部として利休館側から見学で
きるようにするなど、招客側でなく亭主側の導線
を中心にした。

４．与謝野晶子記念館の企画・設計
プロローグ
　①◆はじめに【年譜】
　利休館が黒壁、晶子館は白壁がメインである。
これは、展示ディスプレイ製作を担当したトータ
ルメディア開発研究所のアイデアである。対比的
過ぎるかと思ったが、良いできあがりであったと
思う。晶子館は、まず年表から始まる。当初は、
駿河屋堺店の復元が最初にくる計画だったが、そ
の位置だと2階部分が復元できなかったり、店構え
（正面）が復元しにくいため、時代順としては逆
転するが駿河屋は最後になった。歌人の一生を展
示する通常の文学館としてはどうなのかとも思っ
たが、堺時代を最後にもっていくことは利晶の杜
の歴史館としての基本的性格からは良かった。

（１）晶子の表現世界〈作品世界〉
　②◆詩歌の森（代表的な歌と詩を紹介）
　晶子記念館は3章に分かれているが、第1章では
晶子作品の概要を紹介する。晶子の代表的な歌と
詩10点余りに、関連するイメージ映像を加えて、
晶子の歌が有する美しい世界を体感してもらう。
　③◆晶子の装幀【芸術の殿堂・装幀ギャラリー】
　晶子の本は、装幀に凝った色彩豊かなものが
多く、美術品としても価値がある。晶子が出し
た本を、正面から左回りに歌集、古典の現代語
訳、評論集などに分類し、その装幀を紹介した。
この装幀本のタワーは、晶子館のシンボルとなる
ものであるので、その形状についてさまざまに議
論した。
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　④◆晶子のメッセージ
　晶子は詩歌の他に、社会評論や童話なども書
き、15冊の評論集・随筆集を刊行した。ここで
は、評論文を中心に、テーマを分けて2台の検索型
タッチパネルで紹介している。観光で初めて来館
する人はほとんど素通りするところかもしれない
が、晶子の人間的な深みを示すものとして欠かせ
ない。

（２）晶子の心の風景〈人物像〉
　⑤◆創作の場【作品執筆の現場】
　寛（鉄幹）や子どもたちと暮らしていた東京の
住まいに造った書斎の一部を、簡単にイメージし
たものである。一般の文学館では書斎コーナーを
大きく復元することも多いが、晶子館では建物と
しては駿河屋堺店を大きく復元した。
　⑥◆愛用の品々
　石原慎太郎知事時代に廃館された東京都近代文
学博物館からいただいた、晶子が使っていた家具
などを実物展示した。また、晶子を身近に感じて
もらえるように、晶子の映像と音声を視聴できる
機器を設置した。
　⑦◆わが子の育て方
　晶子は、5男6女、11人の子どもを育てながら、3
万首以上の詩歌を制作し、源氏物語の現代語訳や
評論集などを出した。「文化学院」創立など女子
教育にも熱心であり、結果として経済的に楽では
なかった与謝野家だが、童話を作ったり子どもと一
緒に玩具を手作りしたりもしている。
　⑧◆寛と歩んだ人生の軌跡【夫・寛とともに】
　寛は、最も進歩した雑誌を目指して『明星』を
1900年に創刊した。この第2号に、晶子の短歌が初
めて登場している。翌年の1901年、晶子は上京し
て寛と結婚し、その後、寛が亡くなる1935年まで
ずっと34年間をともにする。今も多磨霊園に、隣
同士で墓が並んでいる。
　⑨◆新しい世界との出会い
　晶子は1912年、先に船でヨーロッパに向かった
寛を、シベリア鉄道経由で追いかけた。パリを拠
点に各地を旅行した。利晶の杜における堺の国際
性と利休・晶子という主題に沿って、もっと大き
く取り上げたい部分であったが、建物内での空間
や順番上の制限などで現状の大きさとなってい
る。パリでは、近代彫刻の巨匠オーギュスト・ロ
ダンに感銘をうけ、帰国後出産した子どもにはア
ウギュストと名付けている。

（３）晶子のふるさと堺
　⑩◆晶子が生まれた堺【ふるさとへの思い】
　晶子は1878（明治11）年12月、現在の堺市堺区
の菓子商駿河屋の堺店で、3女として生まれた。娘
時代には家業を手伝いながら堺の文学会に入会し
ていた。満22歳で上京した後、折にふれて故郷で
の楽しかった思い出を懐かしんだ。雑誌『新少
女』で子ども時代の晶子を描いた挿絵は、美人画
家として著名な竹久夢二が描いている。
　⑪◆少女となりし父母の家
　晶子の生家である駿河屋堺店を、1883年刊行
『住吉・堺豪商案内記』などの資料をもとに、ほぼ
実物大で再現した（さかい駿河屋）。駿河屋は、羊
羹で有名な和菓子商で、和歌山と伏見が本店であ
る。堺店は、2階が西洋づくりで大きな時計やレン
ガ煙突のある和洋折衷のハイカラな建物であり、
1877（明治10）年ころまでには建てられたようで
あり、類似建築のなかでは早期で貴重であった。
西洋好みの父親が、欄間や廊下の障子にも色ガラ
スをはめ込んでいた。晶子の実兄の鳳（ほう）秀
太郎も、欧米に留学させてもらった後に東京帝国
大学工学部教授、電気学会会長などを務める進歩
人となっている。老舗の和菓子屋というやや間
違ったイメージが強いが、新しい西洋の香りのす
る堺の生家で晶子は少女時代・娘時代を過ごし、
その感性を磨いた。晶子は堺時代に、利休時代同
様の国際都市堺のなかで、新しい日本美を創造す
る準備をしたのだと思う。この駿河屋堺店は、路
面電車開通で1911年ごろに建て替えられ、1945年
の第２次世界大戦の空襲で焼失した。さかい駿河
屋の復元は、設計を（有）松本正巳建築事務所、
監修は谷直樹大阪くらしの今昔館々長にしていた
だいた。
　⑫◆文学へのめざめ（晶子が育った駿河屋）
　晶子の生家である駿河屋堺店は、祖父が大阪の
駿河屋に奉公し暖簾を分けてもらい始まった。そ
の後、父宗七が大阪の店をたたんで堺に引っ越し
店を大きくした。父は、俳句や絵画にも親しむ趣
味人でもあり読書家であった。晶子は、父親の蔵書
である歴史や文学の書物を読みふけるようになる。

（付）晶子と旅
　⑬◆晶子と旅【晶子ゆかりの地】
　与謝野晶子は、寛とともに北海道から鹿児島ま
で全国各地をほぼくまなく旅行している。この
コーナーでは、晶子が旅先で詠んだ歌や、それに
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関する文学碑を、地図形式のタッチパネルで検索
できるようにした。堺市文化課により、全国にあ
る晶子ゆかりの地とのネットワーク構築を目指し
たいとして情報収集作業をおこなった。
　以上、晶子館の展示は、担当学芸員の森下明穂
さん、文化課学芸員（当時）の岡﨑智美さんなど
と相談しながら考えた部分である。特に晶子館に
ついては、先行する与謝野晶子文芸館の学芸員と
しても長年勤めてきた森下さんを始めとして安達
智美さんなど同館学芸員の展示案によるところ、
あるいは与謝野晶子倶楽部など晶子研究者の先生
がたのご意見によるところ、文化課担当者等との
調整によるところが大きかった。

５．観光案内展示室の企画・設計
　①◆16世紀・大航海時代と堺
　初め、堺観光ウォールと称していた東側壁面左
側は、最も美しい世界地図とも称されるオランダ
のプランシウスによる1594年球形世界図と、ベル
ギーのオルテリウスによる1595年日本図である。
最初のところに、利休の活躍時代に近く、国際都
市堺を印象付ける地図を置いた。
　②◆堺観光案内コーナー
　堺観光情報カウンターもあり、大小のタッチパ
ネル検索などで堺の豊かな歴史文化資源を紹介す
る。ここに入る観光情報は、観光部に入力・更新
をしてもらうことになる。西壁入口付近には、行
基や土佐光起など堺ゆかりの人々に関係する史跡
や施設の検索装置も設置した。
　③◆19世紀の環濠都市堺【フロアマップ】
　江戸時代末期の1863年「泉州堺絵図」を、大塚
オーミ陶業製の陶板で示している。また、この絵
図の北部海側には、明治中期の1891年「堺市全
図」も少し小さく配置した。晶子がまだ堺に居た
時期であり、1888年に大阪から吾妻橋駅（現在
の堺駅）までが開通した鉄道が大きく描かれた面
白い地図だが、幕末の絵図の方が情報が多く興味
深い。吹抜け部分であるフロアマップの位置に大
小路鉾（復元）を置く案や、筆者からは南蛮船模
型案も出したが、入口部分での集客イベントに邪
魔でない展示物とすることや、観光案内の手助け
になる地図ということにした。
　④◆宿院（堺中心部）町並み模型【ジオラマ】
　50分の1縮尺模型で、1937（昭和12）年ごろの
ようすを、郷土画家岸谷勢蔵資料や当時の写真等
をもとに再現した。晶子の生家駿河屋堺店とその

周辺部を含めた模型にしたかったが、昭和戦前の
1944年宿院町並み記録画以外に参考にできるも
のが少なかった。1934年の室戸台風による被害か
ら復興を遂げ、産業都市としての歩みを重ねてい
た時代である。模型製作は（株）ヤマネ、全体監
修は谷直樹さん、建物等の設計は（有）松本正巳
建築事務所、人形などの配置・風俗考証は毛呂裕
子さんなど、多くの人に関わっていただいた。
　以上、観光案内展示室は、担当学芸員の渋谷一
成さんなどと相談しながら考えた部分である。
　⑤◆総合受付
　ここから奥は有料施設で、1階が利休館、2階を
晶子館とした。企画展示室や収蔵庫も2階である。
利晶の杜の設計が始まる頃の2011年に東日本大震
災があり、宿院西が堺市の津波被害（1階部分）予
想区域に一時的に入ったため、実物資料を多く収
蔵・展示する部屋は２階に上げた。
　⑥◆イス席での呈茶など
　受付東奥には、イス席で20人ほどが気軽に抹茶
とお菓子を味わえる立礼（りゅうれい）茶席が設
けられた。南宗寺のご老師に「南海庵」と名付け
ていただいた。生菓子が季節で変わる。

６．常設展示館の企画・設計
　本施設が開館する2015年3月に刊行した常設展図
録『さかい利晶の杜展示館案内』に、編者として
主な展示物の解説は記しているので、以上では製
作趣旨などを記した。
　◆印の前の数字は、日本語・英語・中国語（簡体
字・繁体字）・ハングル文字で、展示物等を解説して
いる場所の、ほぼ見学順を示す数字である。
　後掲の展示場図の製作物名称は製作途中のもの
が多く、ここに記した開館時とは異なるものもある。
　ここで記したのは、筆者の個人的な見方である
部分がある。また、製作工事を担当したトータル
メディア開発研究所、シンクタンクの（株）CDI河
合満朗取締役、展示監修者の大阪くらしの今昔館
谷直樹館長、堺市の観光部・文化部担当者、前述
したそれぞれの担当学芸員との議論のなかで立て
られた趣旨、生まれたアイデアも多い。
　筆者が利晶の杜開設に関わるのは、堺市が文化
観光局を新設し博物館（部）もそこに異動（教委
を補助執行）した2011年度からであり、それから
2015年3月の開設までの4年間弱である。最初の3
年間は博物館学芸課長で兼務し、最後の1年間は利
晶の杜担当参事としてである。
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　この間、いくつか課題もでき、筆者のイメージ
した開設準備は遅れた。2014年3月に堺市博物館ロ
ビーに古墳シアターを新設するなど、最初の3年間
は博物館業務の合間にしかできなかった。
　また、リーマンショックを経て民間による観光
施設から公共による文化施設、さらには2011年度
までに与謝野晶子文芸館が利晶の杜に移転する予
定がほぼ確定したことで、利休と晶子の人物記念
博物館として先行して準備することになった。し
かし表向きの名称としては、公共だけでない全体
名称としてではあるが「文化観光拠点」整備事業
という民間ホテル建設時代の名称がそのまま残っ
てしまったことで、観光施設造りに学芸課長がな
ぜ関わるのか、内外に誤解を生みつつ新博物館の
準備が進んだことも大きかった。
　観光施設と名実ともに呼べるのは、駅前などに
ある観光案内所とそれに付随する観光客用物販
コーナーくらいであろう。堺で観光客がよく行く
寺院として南宗寺や妙國寺があるが、これらはま
ず寺院であり、それが観光客を惹きつける古刹と
して観光施設なのである。同様に、利晶の杜はま
ず博物館であって、それが魅力を持つことで誘客
施設となるのである（拙稿「人物記念館・文学
館」『観光資源としての博物館』芙蓉書房出版、
2016年）。利晶の杜はターミナル駅の近くにはな
いので、観光案内機能を重視するだけでは誘客施
設にはならない。
　一方で茶の湯については、堺市博物館第3代角山
榮館長の言われたように、2003年の文化観光振興
懇話会意見書ころまでは、どちらかといえば世界
のお茶を主とした施設構想であったが、だんだん
と千利休の茶の湯に比重が移ってきたことで、国
際都市堺のイメージが希薄にならないように留意
する必要も出たと感じた。そして、その国際性の
なかでこそ新しい日本美が生まれるのであり、そ
れは堺時代を基礎とした晶子文学でも同様である
ことで、利休と晶子が繋がるという設定である。
　博物館の場合、一般の施設建設と異なり、建築
設計会社、建設会社の他に、展示物など中身を造
る展示装飾（ディスプレイ）会社にも設計・製作
委託するが、展示会社は利休や晶子のことを知っ
ている訳ではないので、利休や晶子、堺の歴史を
知る学芸員が準備の中心になることが必須であ
る。しかし、開設後の特別展・企画展開催に学芸
員が必要なことは理解してもらえても、それ以上
に常設展示室開設準備に必要な経験豊富な学芸員

確保が難しかったことも大きかった。
　私事に亘るかもしれないが、これらの課題を解
決できなかった責任は筆者にもあったので、最後
の1年間は専任になって利晶開設に集中し、3月末
で定年退職を迎えた。谷直樹さん、酒崎育英さん
など、大勢の方々にお世話になった。筆者が36年
前に大学院から堺市に就職した最初は、堺市郷土
博物館の開設準備室であった。
　本稿では、この4年間に関わったことで記録とし
て残すことが望ましいと思えることや、いくつか
の調査研究成果について、覚えていることを、限
られた時間と紙数ではあるが忘れないうちに記し
ておきたいと考えたものである。

７．公共施設の建設データ
◇所在地　大阪府堺市堺区宿院町西2丁1－1
◇主要用途　博物館・文化観光拠点施設
◇設計・主な施工企業
展示設計　トータルメディア開発研究所
展示施工・展示ケース工事　同上
建築設計・監理　東畑・ダイシン設計共同体
施工（建築）　橋爪・日野建設工事共同体
数寄屋工事　宮崎木材工業
（茶室監修　中村利則京都造形芸術大学教授）
収蔵庫工事　金剛
◇全敷地面積（セットバック後）
公共：4135.29㎡、駐車場：4092.11㎡、
民間2389.40㎡、計10616.80㎡。
◇公共施設面積
延床面積：3405.67㎡、建築面積：1991.35㎡
◇主な諸室の面積・天井高
【１階】
　観光案内展示室ほか359.14㎡（210.83＋24.80＋
吹抜123.51）・4.0ｍ（吹抜9.0）。千利休茶の湯館
（シアター）229.60㎡（170.99＋シアター58.61）・
4.5ｍ。事務室81.45㎡・3.0ｍ。コンコース68.67㎡
ほか・4.0ｍ（吹抜9.0）。荷捌き室①40.54㎡・
3.35ｍ。実習室（作業室）27.90㎡・3.0ｍ。倉庫
29.04㎡・2.5ｍ。立礼（りゅうれい）66.70㎡・2.6
ｍ。広間①19.06㎡・2.469ｍ。四畳半茶室（無一
庵）11.06㎡・1.794ｍ。二畳茶室（さかい待庵）
5.14㎡・1.809ｍ（斜め部分2.593）。
【２階】
　与謝野晶子記念館204.69㎡・4.3ｍ（駿河屋6
ｍ）。企画展示室155.83㎡（南80.40＋北75.43）・
4.5ｍ。図書情報コーナー51.99㎡（33.34＋控室
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さかい利晶の杜全景
左：さかい利晶の杜展示館（堺市立歴史文化にぎわいプラザ）
中：スターバックスコーヒー（前）、梅の花（奥）
右：さかい利晶の杜駐車場

18.65）・3.0ｍ。講座室①②61.98㎡（西29.91＋東
32.07）・2.9ｍ。2階ロビーほか179.66㎡・3.0ｍ。
収蔵庫183.52㎡（108.99＋2層部74.53）・4.5ｍ
ほか。展示準備室73.24㎡・4.5ｍほか。荷捌き
室②（ＥＶホール）37.36㎡・2.9ｍ。
◇事業費
①展示設計・工事：約6億円。
②建築設計・工事・監理（建築本体・茶室・空
調・電気・給排水・昇降機）：約24億円。
③駐車場設計・工事・監理：約1億6千万円。
④植栽設計・工事・監理：約2千8百万円。
⑤周辺道路（無電柱化・美装化）設計・工事・
監理：約2億2千万円。
計、約34億円。

（よしだゆたか　当館学芸員）

収蔵庫・2層目（3階）

観光案内展示室（右はスターバックスコーヒー）

さかい利晶の杜展示館（南東側より）、左はさかい待庵

与謝野晶子記念館・さかい駿河屋

千利休茶の湯館・第1コーナー
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平面図①

さかい利晶の杜展示館（堺市立歴史文化にぎわいプラザ）１階平面図【竣工予定図】
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平面図②

さかい利晶の杜展示館（堺市立歴史文化にぎわいプラザ）２階平面図（一部３階）【竣工予定図】
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平面図④

利休館（千利休茶の湯館）展示平面図【竣工予定図】

平面図③

晶子館（与謝野晶子記念館）展示平面図【竣工予定図】
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平面図⑤

観光案内展示室　展示平面図【竣工予定図】
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